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プロローグ









　──10年前。




　あるところに、兄がいた。

　あるところに、妹がいた。

　ふたりは兄妹きようだいだった。




　兄は凡ぼん庸ような兄だった。

　妹は非ひ凡ぼんな妹だった。

　だがそれはふたりには関係のないことだった。




「おにーちゃん、大好き」

「ああ、俺も好きだよ」




　兄は神しん仙ぜん雷らい火かと云いった。

　妹は神仙天てん華かと云った。

　ふたりは神の器うつわとして育てられた。




　神仙雷火にとって、妹は特別だった。

　神仙天華にとって、兄は特別すぎた。

　ふたりにとってお互たがいは掛かけ替がえのない存在だった。




「これからもずっと、おにーちゃんと一いつ緒しよにいられたらいいな」

「俺は天華とずっと一緒にいるよ」

「本当？」

「ああ。そして、きっと天華を幸せにする」




　兄は願った。

　妹の幸いを。

　妹は望んだ。

　兄との永遠を。

　互いを別わかちがたく。

　決して切れぬ絆きずな。

　楔くさびを打つように。

　ふたりは願い／望み続けた。




　ある日、妹が『唯ゆい一いつ神しん』を砕くだいた。

　その日、世界は混こん沌とんと災さい厄やくに満ちた。




　沢たく山さんが死に。

　沢山が滅ほろび。

　沢山が失った。




　その日まで、兄妹はずっと一緒だった。

　その日まで、これからもずっと一緒だと思っていた。




「アタシたちをこんな目に遭あわせた世界に復ふく讐しゆうしよう、おにーちゃん」

「ダメだよ天華……そんな怖ろしいことは、しちゃダメなんだ」




　運命の岐き路ろは分かれ、兄妹は往ゆく道を分かつ。

　それでも互いを想おもう心に変化はなかった。

　その想いに偽いつわりはなかった。

　互いのために。

　互いのために。

　兄妹は各おの々おのの道を歩んだ。




　運命の悪戯いたずらは嗤わらい、兄妹の辿たどる道は再び交わる。

　その再会は喜びであり、破は滅めつのはじまりだった。

　兄は妹の望みを知り。

　最愛の妹と対立する道を選んだ。

　妹は兄に拒こばまれ。

　それでも望みを曲げなかった。




　兄妹の運命はそこから拗ねじくれたのか。

　あるいは最初から歪ゆがんでいたのか。

　ただ兄妹の運命に巻き込まれるようにして、世界には再び災わざ禍わいが吹ふき荒あれた。




「必ず天華を救う」

「必ず世界を滅ぼす」




　妹は望んだ。

　世界の破滅と復讐を。

　兄は願った。

　妹との幸いなる明日を。




　その根底にある想いは同じなれど。

　兄妹は道を違たがえ、相争う。

　互いの願いを懸かけて。

　互いの望みを懸けて。




　そして、今日。

　兄妹の運命が──ついに決着の時を迎むかえようとしていた。








第一章　望んだ世界









　　　　１




　…………リリリリリ

　うるさい。

　……。

　……ん？

　ああ、目覚ましの音か。

「んん」

　俺は寝ね返がえりを打ち、枕まくら元もとの目覚まし時計を止める。

「……」

　そのままの姿勢で固まる。

　微睡まどろみの余よ韻いんが消えるのを待ち、数秒後に起き上がった。

「ふっ……ん、くー」

　上体を起こして伸のびをして、意識を覚かく醒せいさせる。

　今日は……ああ、学校か。

「おーい、天てん華か。起きろー」

　俺は二段ベッドの上に声をかける。

「んー……あと五分ー」

　上で眠ねむる双ふた子ごの妹は寝ぼけた声で返事をしてきた。

「ダメだ。昨日もそれで遅ち刻こくしそうになっただろ？」

「む～～～」

　天華は不満げな声を漏もらすが、起き上がる気配がする。

　それからヒョコッとベッドの上から顔を覗のぞかせて。

「おはよう、おにーちゃん」

「おはよう、天華」

　お互い起き抜ぬけの顔で挨あい拶さつする。

　そのまましばらくボーッとした。

　偉えらそうなことを言っておいて、俺もまだ眠い。

　天華と一いつ緒しよに昨日夜遅おそくまでゲームをしていた所せ為いだ。

　結局、ベッドから下りるのにはさらに数分を要した。

　俺と天華の兄妹きようだい部屋は二階にあって、そこそこ広い。

　ふたりの勉強机に二段ベッド、テレビにゲーム、タンスまである。

　たまにひとりの部屋が欲ほしいと思う時もあるが、妹とは仲がよいのでそこまで深刻な問題でもなかった。

「おにーちゃん、この新しい下着どう思う？」

「普ふ通つう」

「えー、もっとちゃんと見てよー。セクシーでしょ？」

「セクシー？　天華が？」

「あーヒッドーい！」

　軽く雑談をしながら着き替がえ、一緒に階段を下りる。

「おはよう、雷らい火か、天華」

　一階のキッチンでは母が朝食の用意をしていた。

　父はダイニングの椅い子すに座って朝のニュースを観みていたが、俺たちに気づくとこちらを振ふり返って。
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「おはよう」

　と、ぶっきらぼうに言った。

　機き嫌げんが悪いのではなく、そういう人なのだ。

「おはよう」

「おはよー」

　俺と天華もそれぞれ挨拶を返す。

「あら、今日は天華も普通に起きれたのね」

「まーね」

「俺が起こしたんだろ」

「いいじゃん別にー」

「もうすぐご飯できるわよ。座っちゃってなさい」

　俺と天華も父と一緒に朝のニュースを観ていると、ほどなくして母が朝食を運んでくる。

「おかーさん、学校のある日は納なつ豆とう嫌いやって言ったじゃーん」

「好き嫌きらいしないの」

「そうじゃなくて口臭くさくなるんだってば」

　天華の文句を母は肩かたを竦すくめて聞き流す。

　俺と父は何も言わない。

　納豆、旨うまいと思うんだがな……。

　そんなこともありつつ朝食を終え、俺たちは家を出る。

　家を出て少し歩いた先の電柱。

　そこが幼おさな馴な染じみのマリアとの待ち合わせ場所だ。

「今日ちょっと暑いねー」

「だなー」

　俺たちは電柱の下でマリアが来るのを待つ。

「おにーちゃん、今日って何かあったっけ？」

「あれだろ、英語の小テスト」

「三時間目だっけ？」

「そうだな。予習したか？」

「しなくても満点取れるし」

「あと今日からプール開きじゃなかったか？」

「あっ！」

「どうした？」

「水着忘れてた！」

「莫ば迦か。取ってこい」

「待っててね！　先行っちゃダメだからね！」

「いいから早くしろ」

　ダッシュで家に戻もどる天華を見送る。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになった俺は何となく空を見上げた。

　夏本番はもう少し先だが、今日もだいぶ暑い。

　空に雲ひとつなくて、太陽を遮さえぎる物が何もないからかもしれない。

　太陽の熱で頭がジリジリと焦こげていくような気がする。

　地球温暖化は今どのくらい進行しているのだろうか？

　なんてどうでもいいことを考えていると──




『──おいおい、退たい屈くつな世界だな』




　──声が聞こえた。

「……？」

　誰だれの声かと思い周りを見回すが、誰もいない。

「？」

　幻げん聴ちようか？

　にしてはハッキリ聞こえたが。

「……まあいいか」

　思春期特有の妄もう想そうに俺も取りつかれたかと思ったが、気にしないことにした。

「お待たせーおにーちゃん！」

　やがて天華が戻ってきた。

　ちょうどそれと同じくらいのタイミングでマリアも現れる。

「おはようございます雷火さん、天華さん」

　マリアは十年以上前にウチの近所に引っ越こしてきて、それ以来のつき合いだ。

　いわゆる幼馴染で、小中高と同じ学校に通っている。

　外国の血が入っているため肌はだが白くて、髪かみは見事なプラチナブロンド。

　最近は特に綺き麗れいになってきて、学校でも評判の美人だ。

　彼女と幼馴染であることをやっかまれたりもするが、まあ名めい誉よなことと思っておこう。

「すみません、お待たせしてしまって」

「いや、天華も忘れ物取ってきたところだから、ちょうどいいよ」

「あーおにーちゃん、別にバラさなくてもいいでしょー」

「うふふ、では行きましょうか」

　俺たち三人は適当に話しながら高校へ向かう。

　通学にかかるのは大体徒歩十五分。

　地元の人間くらいしか通わない普通の高校。

　有名でもなく、派手なところもダメなところもない。

　何の変へん哲てつもないただの学び舎やだが、俺はわりと気に入っている。

　その高校の校門を潜くぐろうとしたところで、後ろから肩を軽く叩たたかれる。

「よお、雷火」

　相手は見知った友人だった。

「國くに崎さき。おはよう」

「おはよー小こ次じ郎ろうくん」

「おはようございます國崎さん」

「おー天華ちゃんにマリアちゅわーん！　ふたりとも今日もカワイイね！」

「アハハっ、小次郎くんってば今日も調子いいねー」

　朝から元気な國崎に天華が笑って応こたえる。

　偶ぐう然ぜん一緒になったので、そのまま四人で教室へ行く。

「あっマリアちゃん、もしかして髪切った？」

「えっ？　よく分かりましたね、前をほんの少し切っただけなんですが」

「そりゃもう！　いつもよりマリアちゃんのカワイイ顔がよく見えるからね！」

「かっ、からかわないでください！」

「えぇ～からかってなんてないって～」

　國崎、相変わらずグイグイいくな。

　……実はマリアのことが好きだと以前こいつに相談されたことがある。

　子供の頃ころから一緒だった幼馴染のことで恋こいの相談をされた時は、なかなか複雑な心境になったが、今では密ひそかに応おう援えんしていた。

　國崎はいつもふざけてるように見えるが、案外頼たよりになるいい奴やつだ。

　まあ、たまに調子に乗りすぎてセクハラ発言してしまうこともあるが。

　たぶん、悪いことにはならないだろう。

　教室に到とう着ちやくする。

　と、教室には珍めずらしく涙るい々るいが先に来ていた。

「おはよう涙々」

「るいるいおっはよー！」

「あっ、雷火おはよっ」

　涙々はこちらにすぐ気づき、俺たちの席にやってくる。

「よっ」

「って、涙々ちゃんそこ俺の机」

「別にいいでしょー國崎ー」

　國崎の机の上に腰こしかけながら、涙々はかわいらしく小首を傾かしげる。

「仕方ないなー」

　國崎もそれにデレっとして、自分は自分で椅子に座った。

　俺も隣となりの席にカバンを置いて座る。

「ねぇねぇ雷火、今朝の占うらない見た？」

「占い？」

「そうそう。私と雷火の相あい性しようバッチリだって」

　涙々が楽しそうに話しかけてくるので、俺もそちらを向く。

「！」

　が、すぐに目を背そむけた。

「？　どうしたの雷火？」

「いや、その……」

　俺はあさっての方を向きながら若じやつ干かん口ごもる。

「涙々。その姿勢だと下着が見えるぞ」

　机に座ってるので、彼女の方を見ると自然と視界に入ってしまう。

「えぇー、かわいくない？　今日はちょっと気合い入れて選んだんだけど」

「いや、そういうことじゃなくてな」

「そんなテレなくてもいいじゃん。あっ、そうだ」

　ふと涙々は國崎の机から下りると、俺の前に回り込む。

「そんなに私のこと気になるならー……こっちも見る？」

　そう言って、前まえ屈かがみになった涙々は制服の胸むな元もとを開け、谷間をチラリと見せる。

「学校で何見せてるんだお前は!?」

「アハハ、別にいーじゃん」

　思わず仰のけ反る俺に涙々は追つい撃げきをかけてくる。

「ねぇ雷火ぁ。私のこともっと知りたいなら、今度デートしましょ。それで最後は～」

「ちょっと涙々さん！」

　と、そこでマリアがバンッと机を叩いて立ち上がり、涙々に詰つめ寄る。

「あなたはそうやっていつもいつも雷火さんを困らせて……そういうことはやめてください！」

「えぇー、マリアっちが何で止めるのよー？」

「私は雷火さんの幼馴染です！」

「つまり友達以上恋人未満ってことね。なら私にも権利はあるでしょ？」

「ここ恋人!?　わ、私が言いたいのはそういう話じゃなくてですね！」

　またたく間に大おお騒さわぎになるが、このふたりにはいつものことだ。

　涙々も多少奔ほん放ぽうなところを除けば、別に悪い奴じゃないんだが。

　実際、天華とはよく気が合うようだし。

　マリアとはこの通り犬けん猿えんの仲だが、まぁお互たがい嫌きらいになるほどじゃない。

　そんな時、さらに２人の少女が教室に入ってきた。

「あ、皆みんなおはよー」

「……ん、む」

　元気がいいのが姫ひめ子こ。

　最後の眠ねむそうにしているのがエミリー。

　ふたりとは高校に上がってから仲よくなった。

　正反対のペアに見えるが、意外と気が合うそうだ。

　みんな席が近いので、自然とホームルームが始まるまで一箇か所しよに集まる。

　こういう時、率そつ先せんして話すのが妹の天華だ。

「ねぇ、みんな水着ちゃんと持ってきた？」

「もちろん！　プール楽しみだよねー」

「昨日ちゃんと用意しておきましたから、抜ぬかりはありません」

「……」

「エミリーちゃん？」

「よい……今日は見学する」

「えー、もったいない！」

　自分も今朝忘れてたクセに……。

　俺が妹のことで苦笑いしていると、隣の席の國崎に腕うでをつつかれる。

　そちらを振ふり返ると、あいつはニマニマしながら耳打ちしてきた。

「いやー今日のプール楽しみだなー雷火」

「あー、最近暑いもんな」

「バッカ、そうじゃねーよ」

「？」

「だーかーらー、楽しみなのはプールじゃなくて女子の水着だろ！」

　國崎は浮うかれた調子でだらしなく笑う。

「このクラスの女子はレベル高いからなー。他ほかのクラスの男子はみんな悔くやしがってるんだぜ？」

「そうなのか？」

「そーだよ！　ったく、でもしょーがねーか」

「？」

「雷火はあの美人な先せん輩ぱいのことで頭がいっぱいだもんな」

「っ！　このっ、國崎！」

　俺は人のことをからかってきた國崎に手を伸のばす。

　國崎はさっとそれを躱かわし、今度は二の腕をつついてきた。

　その手を俺がペシンッとやって、國崎がそれをさらにペシンッ、ペシンッ、ペシンッ。

「何ナニ～何やってんのふたりとも？」
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　小こ競ぜり合いする俺たちに気づき、天華たちがこちらに目を向けてくる。

「あー天華ちゃんたち聞いてくれよ～」

「あっ、おい國崎また！」

　さらに変な話を広げようとする國崎を慌あわてて止める。

「えー、何ナニ怪あやしいー。もしかして、ヤらしい話？」

「違ちがう！　そうじゃなくて……」

　だがその所せ為いで彼女たちの興味を引いたらしく、余計に追つい及きゆうされる羽目になる。

　結局、担任の匣はこノの木ぎが来るまで朝の時間はそれで潰つぶれることとなった。

　授業は退たい屈くつだったが……退屈でもなかった。

　矛む盾じゆんしているようだが、実際そうだった。

　勉強は大事だと思っているが、勉強が好きかと言われればそうでもない、というのが正確だろうか？

　けれど学校は好きだ。

　國崎たちがいるというのもあるが。

　この「日常」が、俺は好きだ。




『──ふぅん、俺サマには何がいいのか分からねぇな』




「……？」

　また声が？

「國崎、何か言ったか？」

「ん？　どうかしたか？」

　隣の國崎に尋たずねてみるが、怪け訝げんな顔をされてしまった。

「いや、何でもない……」

　授業中だったので俺は前を向いた。

　今日は何か変だな……。

　男の声みたいだったが。

　妙みように聞き覚えがあるような。

　ただとりあえず、ガラが悪い声というか。

　聞いてて不ふ愉ゆ快かいになる声だった。

　なぜか耳の奥に残るというか……変に腹立たしい気持ちになる。

　できれば二度と聞きたくないなと思いながら、俺は授業に戻もどった。




　　　　２




　変な幻げん聴ちようは聞こえたが、平日の学校は今日も緩ゆるやかに時間が過ぎていく。

「うぅ～、雷火ぁ。英語の小テスト全然できなかった～」

「姫子さん！　抱だきついて雷火さんに胸を押しつけないでください！」

　とか。

「なぁなぁ雷火。次水泳の授業だけどさ、その前にちょっとつき合えよ」

「また覗のぞきか？」

「ななな何のことかな？」

「國崎さんサイテーです」

「違うってマリアちゃん！」

　とか。

「エミリー。弁当を食べる時くらい起きたらどうだ？」

「Ｚｚｚ」

　とか。

「雷火ーボクも眠いー」

「プールで全力出しすぎだ。ていうか、姫子あんまり寄りかかられるとまた胸が……」

「お姉ちゃん呼んできて～膝ひざ枕まくらして～」

「いいからまず離はなれてくれ！」

　とか。

　まあ、概おおむねいつも通り。

　これが一いつ般ぱん的な普ふ通つうの高校生活なのかは分からないが。

　俺にとってはよくある毎日だ。

　そんな風に楽しく過ごしている内に、あっという間に放課後になる。

「さてと……」

「おっ、雷火は今日も部活か？」

「そりゃ部活は毎日あるからな」

「たまにはサボろうぜ～。んで遊ぼうぜ～」

「あっ、いいわねそれ。私も雷火と遊びたーい」

「ダメだ。部長に怒おこられる」

　國崎と涙々からの甘い誘さそいはキッパリ断り、俺はカバンに教科書を詰める。

「部長ってあの優やさしそうな先輩でしょ？　だったら大だい丈じよう夫ぶじゃない？」

「いや、レオン先輩は怒るとメチャクチャ怖こわいからな？」

「え？　そうなの？」

「前に俺とマリアが不良に絡からまれた時に助けてくれたことがあるんだが……あの時は鬼おにのようだったぞ」

　しかも５対１で無傷の圧勝だった。

　攻こう撃げきは烈はげしく防ぼう御ぎよは堅かたく、相手をまるで寄せ付けなかった。

　たぶん、武の化け身しんというのはあの人のようなことを言うのだろう。

「へぇー、普ふ段だんはそうは見えないけどなぁ」

「まぁ、相手が悪者でもなければあんな顔見せない人だから」

　さっきは鬼のようと言ったが、どちらかと言えば先輩はヒーローと呼ぶべきだ。

　俺も彼に憧あこがれて剣けん道どう部に入った。

　部活は厳しいが、先輩との稽けい古こは何より楽しい。

　それに……。

「っと、もう部活が始まる。じゃあ、また明日な」

「おう。今度の週末はみんなで遊びに行こうぜ」

　俺は國崎たちに別れを告げ、急ぎ足で武道場へ向かった。







　武道場。

　今この高校で武道場を使う部活は剣道部しかない。

　昔は柔じゆう道どう部もあったそうだが、部員不足で数年前に廃はい部ぶになってしまったそうだ。

　そのため今では剣道部のみが使用している。

　広い武道場に部員の掛かけ声と、竹刀しないの音がこだまする。

　その中でひと際きわ鋭するどい音を立てているのが、レオン先輩の竹刀だった。

「面メエェェン！」

「くっ……！」

　鋭く、そして重い一ひと太た刀ちを何とか防ぎ、後退。

　今は掛かり稽古の最中だ。

　部員たちが二列に並び、対面した相手と一対一の稽古をする。

　これを時間内に何度も繰くり返すのが掛かり稽古だが、今の俺の相手がレオン先輩だ。

　剣道部部長を務める彼の力量は全国クラスで、時に高校生離ばなれしているとも云いわれている。

　実際、入部してしばらくになるが、彼の太刀筋は未いまだに見切れない。

「小こ手てェ！」

「っ！」

　レオン先輩の小手打ちが綺き麗れいに決まった。

　掛かり稽古に勝敗はないので、そのまま続行。

　結局、終わるまでの二分間で面胴どう小手を全すべて取られた。

「ありがとうございました」

「ありがとうございました」

　一礼をし、次の相手へ。

　計十回の掛かり稽古を終えて、そこで休きゆう憩けいが入る。

「ふぅ……」

　防具の面を取ると、いつも解放感がある。

　後ろ紐ひもでキツく縛しばるので、両耳が結構圧あつ迫ぱくされるのだ。

　あとまあよく言われることだが、結構防具の中は臭においと熱気がこもるから、そこから顔を出せるのも解放感の一因だと思う。

「お疲つかれ様さま、雷火君」

　と、そこでレオン先せん輩ぱいに声をかけられた。

「部長、お疲れ様です」

「今は休憩中なんだから、レオンでいいよ」

　レオン先輩はいつもの笑えみを浮うかべる。

　あれだけ烈しい剣を振ふるう人だが、ひと度たび防具を脱ぬげばこの通り穏おだやかな先輩だ。

　部員の中には二重人格を疑う人もいるが、俺はこちらが彼の本ほん性しようだと思っている。

「雷火君もだいぶ腕うでを上げたね」

「いえ、俺なんてまだまだです」

「謙けん遜そんしなくていいよ。僕が保証するから」

「そんな……恐きよう縮しゆくです」

「顧こ問もんの先生じゃないんだから、そんな言葉遣づかいしなくていいのに」

　そう言ってレオン先輩はまた笑う。

　だが、彼は俺の憧れだ。

　まだたいした人生も歩んでいない若じやく輩はい者ものだが、俺は彼より素す晴ばらしい人間を見たことがない。

「この調子なら、再さ来らい年ねんあたりは雷火君が部長になってるかもね」

「持ち上げすぎですって……水飲んできます」

　そんな先輩からの褒ほめ殺しに耐たえきれなくなった俺は、逃にげるように武道場の外にある水飲み場に向かう。

　今日は暑いのでかなり汗あせをかいた。

　腹がタプタプにならない程度に水分を補給し、ひと息つく。

「雷火くん」

　ふと後ろから呼びかけられた声に俺はドキッとする。

　慌あわてて俺が振り返ると、そこにはシャロ先輩がタオルを持って立っていた。

「はいタオル。汗かいたでしょ？」

「ありがとうございます、シャロ先輩」

　俺は先輩からタオルを受け取る。

　彼女は男子剣道部のマネージャーだ。

　銀色の髪かみに赤い瞳ひとみ。

　北ほく欧おうの血が混じった容姿は、どこか妖よう精せいを思わせる。

　性格もよくて、誰だれからも好かれるやさしい先輩だ。

　入部した時からレオン先輩と同じくお世話になっており、いつも感謝に堪たえない。

　それに、それだけでなく。

「もう、ふたりきりの時は先輩は取っていいのに」

　シャロ先輩はそう言うと、イタズラっぽい微び笑しようを浮かべる。

　その発言に、俺は若じやつ干かんテレてしまう。

　俺と彼女はつき合っていた。

　交際してまだ三ヶ月も経たっていないけれど。

　というか、出会ってからも三ヶ月経っていない。

　ただ、その、一ひと目め惚ぼれで。

　出会った瞬しゆん間かん、彼女に惹ひかれた。

　そして幸運にも、彼女も同じ気持ちを俺に抱いだいてくれていた。

「えっと……タオルありがとうございます、シャロ」

「どういたしまして」

　たどたどしく言い直す俺に、シャロ先輩はやさしく頷うなずく。

「今日もレオン部長にしごかれてたね」

「稽古に手を抜ぬく人じゃないですから。でも、おかげで強くなれます」

「雷火くん今年剣道始めたばかりでしょう？　そう考えたらスゴい上達だと思うよ」

「あ、ありがとうございます」

　なんだか今日はよく褒められるな……。

　特に先輩たちに褒められるのは嬉うれしすぎて、つい頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　一いつ緒しよに気まで緩んでしまったら大変なので、常に自じ戒かいしておかなければ。

「雷火くん？」

「えっ、うわ！」

　気がつけばシャロ先輩が下から顔を覗のぞき込んでいた。

　思わぬ近きん距きよ離りに彼女の顔を見て、つい仰のけ反ってしまう。

「っと！」

　後ろに下がった瞬間、自分の袴はかまを踏ふんでバランスを崩くずす。

「わっ！　危ない！」

　転びそうになった俺を支えようとシャロ先輩が手を伸のばしてくる。

「っ！」

　結果、ふたり一緒に転んでしまった。

　幸いシャロ先輩は抱き留めることができたので、彼女がケガをすることはなかったと思うが。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ雷火くん!?」

「大丈夫です。頭は打ってませんから」

　実は剣道部に入る前も少し武道を囓かじっていたことがあったのだ。

　おかげで受け身は得意で、ちょっとやそっとじゃケガなどしない自信がある。

「俺よりシャロ先輩の方が危なかったですよ。俺なら心配しなくても大丈夫ですから、もっと自分の体を大事にしてください」

「もうっ、そんなこと言って。雷火君のことを心配するのは当然でしょう？」

「え？」

「だって雷火君って結構危なっかしいんだもん。わたしがちゃんと見てないとね」

「そんなに俺ってケガしそうですか？」

「そうじゃなくて、うーん何て言うんだろ……あ、ていうかまた呼び方戻もどってる」

「スミマセン。どうにも癖くせが抜けなくて」

「まじめなんだから」

　シャロ先輩はそう言ってまた笑い、釣つられて俺も笑った。

　……というか、この姿勢。

　寝ね転ころんだ状態だが、俺とシャロ先輩は人ひと気けのない水飲み場で抱き合っていた。

「……」

「……」

　先輩は小こ柄がらというほどではないが、それでもやはり女の子だから、俺の腕の中にすっぽりと収まる体をしていた。

　それでいてスタイルは抜ばつ群ぐんだ。

　道着の上で潰つぶれるふたつの双そう丘きゆうがそれを激しく主張している。

　柔やわらかく、艶なまめかしい。

「……っ」

　俺も健全な男子だ。

　思わず、制服の隙すき間まからわずかに覗く谷間に釘くぎ付づけになる。

　手を離はなすタイミングを失う。

「……」

　シャロ先輩もそれを察しているようだったが、何も言わなかった。

　ただ俺に身を任せている。

　胸が当たっているのは分かっているはずだ。
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　だって心音がこんなに……。

　俺のと交ざって、スゴいことになってる。

　その所せ為いで余計にドキドキする。

　このままキスしてしまいそうだ。

「雷火くん……」

　その時、シャロ先輩が俺の上に乗ったまま顔を近づけてくる。

　吐息がかかる。

「シャロ先輩、ダメですよ……学校で」

「でも、最近してないから……」

「先輩……」

　口では止めようとして、目はシャロ先輩に釘付けだ。

　とてもじゃないが抗あらがえない。

　こんな学校の水飲み場で。

　もし誰かに見られたら……。

「コラーッ！」

「「!?」」

　突とつ然ぜんの怒ど声せいに、俺もシャロ先輩もビクッと体を竦すくませた。

「何してるんだお前ら！」

「……！」

　が、その声が聞き覚えのあるものだと気づき、ホッと胸を撫なで下ろす。

　水飲み場に現れたのはシャロ先輩の双ふた子ごの姉ブリュンヒルデだった。

　彼女は女子剣けん道どう部の部長で、今も袴を穿はいている。

　どうやら女子部も休きゆう憩けい時間に入ったようだ。

「えぇいお前ら学校でなんて破は廉れん恥ちな！　早く離れろ、ほかに誰か来たらどうする！」

「あっ！」

　繰くり返し言われて、俺たちはようやく体を離した。

　俺もシャロ先輩も見み咎とがめられたことで顔が赤くなっているが、ブリュンヒルデはもっと真っ赤だった。

「まったく！　まったく！　けしからんぞお前たち！」

「いや、その……スマン」

　ブリュンヒルデも先輩だしシャロ先輩と同じ顔なのだが、なぜだか彼女相手だと敬語が出ない。

　男おとこ勝まさりな性格とか、たまに本気で竹刀しないで叩たたき合っているからだろうか。

　彼女も部長というだけあって強く、強いどころか男女合わせてまともにレオンの相手ができる唯ゆい一いつの剣士だったりする。

　なのでたまに男子部の練習に交ざってくるのだが、なんでか彼女とやる時は俺も妙みようにムキになってしまうのだ。

　憧あこがれのレオンと同格の剣士だからだろうか。

　妙な対たい抗こう意識があるというか。

　向こうは向こうで上下関係とか気にしないタイプだった所為か、気がつけば自然とこんな気の置けない仲となっていた。

　いや、気の置けない仲というか……。

「雷火も雷火だが、シャルロッテも抜け駆がけするな！」

「ごめんなさい姉さん」

「私だって雷火とつき合ってるんだからな！」

　……まぁ、なんだ。

　つまり、そういうことだ。

　シャロ先せん輩ぱいとブリュンヒルデのふたりと、俺は同時につき合っていた。

　断っておくが、両方本気だ。

　シャロ先輩とブリュンヒルデ、それぞれ惹かれた理由は違ちがう。

　だが、同時に好きになってしまったのだ。

　そして、彼女たちもそうだった。

　そこからこういう形に落ち着くまでには、まあいろいろと複雑な経けい緯いがあったのだが……それはとりあえず置いておこう。

「まったく油断ならん妹だ！」

「だからごめんってば」

　まだ怒おこっているブリュンヒルデに、謝罪するシャロ先輩。

　喧けん嘩かしているように見えるが、その実じつふたりはとても仲よしだ。

　そうでなければこんな関係はあり得ない。

　あるいはこんな関係だからこそ、姉妹しまいの関係も壊こわれなかったのかもしれない。

　だとすれば、世間的に見て不道徳的な関係だとしても、俺は構わない。

　これが俺たちの幸せの形であるならば……。

「ほら、雷火もいつまで座っている。さっさと立て」

「ああ、すまないブリュンヒルデ」

　手を貸してくれるブリュンヒルデに礼を言う。

「う、うむ！」

　俺の手を取り、ブリュンヒルデは頰を赤くする。

　と、彼女が俺を引っ張ろうとした時。

「おわっ!?」

　俺みたいに自分の袴を踏んだのか、あるいは床ゆかでも濡ぬれていたのか、ブリュンヒルデまですっ転んで俺の上に覆おおい被かぶさってきた。

「危ない！」

　今度は俺がブリュンヒルデを支えようと手を伸ばす。

　が……少し目測を誤った。

　むに

　道着だから、少し硬かたい感かん触しよく。

　だが柔らかく、その丸みを充じゆう分ぶんに感じ取れる大きさ。

　双子だからか、ふたりのそれは形も大きさもそっくりだ。

　つまり、さっき俺の上で形を変えていたシャロ先輩の胸と同じ物が。

　今は俺の手の平の中で形を変えていた。

「きききき貴様ーッ!?」

「スマン！　今のは悪気はなかった！」

「許さーん！」

　激げき怒どして竹刀（どこから取り出した？）を振ふり上げるブリュンヒルデ。

　彼女に本気で殴なぐられたらわりと死ねる……！

　た・す・け・て・く・だ・さ・い。

　俺は声に出さずに視線でシャロ先輩に訴うつたえかける。

　が。

「……（ぷいっ）」

　普ふ通つうにそっぽ向かれた。

　というか、シャロ先輩も怒ってる？

　ブリュンヒルデの胸を揉もんだからか……！

「この色しき情じよう魔まが！　天てん誅ちゆうぅ！」

「ギャアアアア！」

　狭せまい水飲み場に俺の悲鳴がこだました。

「フンッ……！」

　存分に俺に天誅を下したブリュンヒルデは、ようやく竹刀を納める。

「雷火くん大だい丈じよう夫ぶ？」

「な、なんとか……」

　心配してくれるシャロ先輩はやさしい。

　さっきは見捨てられたけど……。

　いや、俺が悪いんだが。

「雷火！」

「ん？」

　今度は何かと思ったら、突然道着をブリュンヒルデに摑つかまれた。

　で、そのまま引き寄せられ──彼女とキスをする。

「わあー！　姉さん何やってるの!?」

　シャロ先輩の悲鳴。

　それに対して、いきなり人の唇くちびるを奪うばったブリュンヒルデは、顔を真っ赤にしたままフンッと鼻を鳴らして。

「お、お前だってさっき雷火とキスしていたじゃないか！　これでおあいこだ！」

「わたしのは未み遂すいだから！」

「な、何!?」

　どうやら勘かん違ちがいしていたらしいブリュンヒルデが狼ろう狽ばいする。

「もう、雷火くん返してよ！」

　その隙すきを衝つき、シャロ先輩が俺を取り返す。

　と、まるで反はん撃げきするように、今度は彼女が俺とキスをした。

　しかも、こちらの手を取って、自分の胸を揉ませるおまけつきだ。

「なああぁぁ!?　何してるんだシャロー！」

「だって姉さんは胸揉ませてたじゃない！　おあいこよ！」

「私のは揉ませたんじゃなくて揉まれたんだ！」

「姉さんはいつもそうやって美味おいしいところだけ持っていく……」

「何のことだ!?　いや、それを言ったらシャロこそ抜ぬけ駆けしすぎだろ！」

「ヒドい！　姉さんは実の妹のことをそんな女だと思ってたのね!?」

「それはこちらのセリフだ！」

「あー……あの、ふたりとも落ち着いて」

「「雷火（くん）は黙だまってろ（て）!!」」

「……はい」




『──なぁにやってんだか』




　　　　３




　やがて部活も終わり、下校時刻となった。

　あのあと機き嫌げんの悪いブリュンヒルデと掛かかり稽げい古こをさせられ、鬱うつ憤ぷんを晴らすように打たれまくった。

「痛いてて」

　防具越ごしなのに、なぜあんなに彼女の打ち込みは痛いのか。

　それだけ技わざがキレているということなのだろうし、その技術は今後盗ぬすんでいきたいと思うが、今はとにかく全身が痛い。

　今日のアレは前半は事故で、後半は巻き込まれ事故だったと思うのだが……。

「……」

　しかし、その、柔やわらかかった。

　右手がシャロ先輩。

　左手がブリュンヒルデ。

　手に残る感触を思い出すと顔が熱くなる。

　まるで本当に色情魔になったみたいだが仕方ない。

　何度も言うように俺だって普通の男子高校生だ。

　思春期の男子に彼女たちの体は正直魅み力りよく的すぎる。

　まさに目の毒。猛もう毒どくだ。

　いくら竹刀を振っても全然抜けない。

　性せい欲よくはスポーツで発散できるというのはウソだと思う。

「おにーちゃん」

「！」

　考え事をしているところに急に声をかけられ、心臓が止まるかと思った。

「て、天華か」

　声の主が妹と分かり、余計に動どう揺ようする。

「なぁに～、おにーちゃんってば変な声出して」

「いや、何でもない」

「ん～？　もしかしてあの先輩たちと何かあった？」

「……!?」

　この妹はいつも鋭するどい。

　何でも心を見み透すかされてる気がする。

　たまに怖こわい。

「本当に、何でもない」

「はいはい。そういうことにしてあげる」

　俺の苦しい言い訳に天華は笑って頷うなずく。

「じゃ、おにーちゃんは家まであたしのカバン持ちね」

「……そのために待ってたのか？」

「まっさかー、愛いとしい愛しいおにーちゃんと一いつ緒しよに帰りたくて待ってたんだよー？」

　そう言って天華は俺の腕うでに抱だきついてくる。

　まったく、この妹には一生尻に敷かれる気がする。

　だがそれもいい。

　悪くない。

　シャロ先輩やブリュンヒルデに対する愛情とも。

　國崎や涙々たちに感じる友情。
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　レオン先せん輩ぱいに対する敬愛。

　そのどれとも違ちがうが、天華もまた俺の〝特別〟だ。

　どれほど憎にくまれ口を叩たたかれようと。

　仮にいつか嫌きらわれたとしても。
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『──ああ、そうだな。そいつぁテメェの大事な欲よく望ぼうだ』




『──それが揺ゆらいだらお前は終しまいさ』




『──ウヒヒヒ、さて、それじゃあ、とっとと起きろ』




『──お前の最後の足あ搔がきを俺サマに見せてくれ』








第二章　主は自ら助くる者を助く









　　　　１




　現実に戻もどってきた。

「……」

　それは夢から覚めたというのとは違ちがう感覚だった。

　テレビのチャンネルが切り替かわるように、ただ見えている物が違った。

　だが映像というにはあまりにリアルで。

　幻げん覚かくと思うには記き憶おくが鮮せん明めいすぎた。

「……俺に何をした？」

　俺は向こうの大聖女に尋たずねる。

　口を動かしながら状じよう況きようを確かく認にん。

　だが特に大きな変化はない。

　俺と天てん華かとブリュンヒルデ──三人ともが神しん罰ばつ者サミュエルの光こう帯たいで拘こう束そくされ、大聖女たちの前で跪ひざまずかされている。

　俺の武装は当然全すべて没ぼつ収しゆうされた。

　おまけに左ひだり腕うでの肘ひじから先がないときてる。

　いちおう止血はされているが、嫌いやになるほど痛い。

　そう、痛い。

　痛覚遮しや断だんが上手うまくできない。

　連戦のダメージが、ついに誤ご魔ま化かしきれなくなってきた。

　よりにもよってこんな敵地の最深部で。

　それは仲間たちも同じだった。

　天華とブリュンヒルデは異い端たん殺しの結界で力を封ふうじられ、やはり光帯で拘束されている。

　特に天華のは厳重で、身み動じろぎひとつできないような縛しばり方だった。

　これで、この状況で、師し匠しようを含ふくめた三人の神罰者に囲まれているのだ。

　絶体絶命なんて状況はこれまでもあったが。

　今回ばかりはとびきりだ。

　どの角度から見ても絶望しか見当たらない。

　力は使い果たし、逆転の可能性は絶無。

　目に映る敵は全て格上。

　唯ゆい一いつの例外があるとすれば……。

「う～ん、何をしたかと聞かれましても」

　今、目の前で先さき程ほどの俺の質問に答えようと小首を傾かしげている大聖女だけだ。

　彼女だけは未知数。

　初見の印象では、物理的に強大な敵には見えない。

　むしろ、弱く見える。

　喧けん嘩かならマリアでも勝てそうだ。

　だが、この場の主導権は明らかに目の前の少女にある。

　師匠やクレイマンの態度から見ても、それは間違いない。

　俺たちの生け捕どりを指示したのも彼女らしい。

　ある意味、最も得体の知れない相手だ。

　その相手は、困ったように眉まゆを八の字にしながら、口くち許もとを緩ゆるく微笑ほほえませた。

「私、何をするかは事前に説明しましたよね？　もしかして、記憶が混こん濁だくしてますか？」

「……」

　ハッキリ言えば、その通りだった。

　血を失いすぎて頭がボンヤリしているのが自覚できる。

　だが、敵に弱味は見せたくない。

　俺は必死に、あの妙みような体験をする前の出来事を思い出す。

　ここに連れてこられて、大聖女が俺に「一緒に人々を救いませんか？」と言ったあと……

「……そうだ。俺に世界の救い方を見せると言っていたな。あれがそれなのか？」

「ええたぶん」

　大聖女は曖あい昧まいに笑った。

　ただ穏おだやかで、見る者を安あん堵どさせる微び笑しようだ。

　彼女の後ろに血の祭さい壇だんがなければ、大聖女という肩かた書がきに偽いつわりなしと納なつ得とくしていたところだろう。

「俺には意味が分からない。結局、あれは……あの世界は、一体何なんだ？」

「意味、ですか？」

　大聖女は再び小首を傾げる。

「それは私には判断及およびません」

「何？」

「なぜなら、その世界はあなたのための『世界』だからです、神しん仙ぜん雷らい火かさん」

　俺のための世界？

「……どういう意味だ？」

　俺は再度意味を問う。

　あんなものに何の意味があるのかと？

　あんな……あんな。

　夢みたいな世界を俺に見せて。

　今いま更さら、何がしたいんだ？

「あんなもの見せて、お前は何がしたいんだ？」

「あらあら、どうやら誤解があるようですね」

　微笑みを絶やさずに大聖女は言う。

「あなたはもしかして、あの世界を夢か幻まぼろしだと思っていませんか？」

「……」

　俺は沈ちん黙もくで応こたえる。

　確かにあれは夢や幻というには、あまりに現実感があった。

　しかし、現実ではあり得ない。

　それは今ここにいる俺自身が確かな証しよう拠こだ。

　であればいかにリアルでも、あれは夢か幻の類たぐいと考えるべきだろう。

「それが間違いです。それは正しよう真しん正しよう銘めい、本当のことで、実際の出来事なのですよ」

「……!?」

　あれが本物？

　現実？

　莫ば迦かな。

「あり得ない」

「事実ですよ」

「そんなはずはない。俺の現実はここだ！」

「ええ、それはそうでしょう」

「？？？」

　何なんだ？

　この女の言うことがさっぱり分からない。

「それは……どういう意味だ？」

　これでこの問いかけは三度目。

　ただただ、分からない。

　分からないことだらけだ。

「簡単ですよ」

　大聖女は無知な俺に対し、やさしい教師のように微笑む。

　それは非の打ち所のない「微笑」で。

　逆に薄うすら寒いものを感じた。

「私たちのいるこの世界も現実であるなら、先程神仙雷火さんが体験した世界はもうひとつの現実──どちらも実在する『世界』ということです」

「実在する……『世界』？」

「はい、そうです」

　大聖女は頷うなずく。

　彼女は後ろを振ふり返らないまま、手で血の祭壇を指し示す。

「まだ儀ぎ式しきは完成していませんが、『唯一神』の力さえあれば新たな『世界』を創造するなど容易たやすいことです」

「それは……そうだろうな」

　──初めに主は天地を創造された。

　聖書に詳くわしくない人間でも聞き覚えのある『天地創造』の一節。

　その後、主は光を創つくり。

　空を創り。

　海を創り。

　太陽と月と星を創り。

　魚と鳥を創り。

　最後に、獣と人間を創った。

　あらゆる権能を持つ『唯一神』だが、特筆すべきはやはり世界の創造だ。

　世界中の様々な神話においても、本当に何もない無の状態から、ただの一柱ひとりで世界の全てを創造した神は滅めつ多たにいない。

　多くは男女神の交合。

　もしくは混こん沌とんからの創造。

　あるいは最初から世界自体は存在し、神はその後に生まれたというパターンもある。

　ともあれ、『唯一神』最大の権能が創造に特化していることは間違いない。

　であれば大聖女の言うことにも納得はいく。

　俺が体験したあの『世界』は。

　彼女の言う通り、紛まぎれもない現実だったのだろう。

　だが、結局それが何だというのか？

「あれが幻の類でないことは分かった」

「そうですか。ご納得いただけてなによりです」

「しかし、お前たち教会の目もく論ろ見みが分からないままだ」

「？　それは最初に言ったじゃないですか」

「何？」

「私の目的は遍あまねく人々の救済です」

　大聖女は世よ迷まい言ごとのような言葉で容易く答えた。

　彼女はやはりニコリと笑い。

「一いつ緒しよにみんなを救いましょう」

　と、俺に再び手を差し伸のべた。

　その手はとても白く綺き麗れいだ。

「……」

　本気で言っているのだろうか？

　目は本気だ。

　だが本心までは分からない。

「まだ具体的なことがよく分からない。あの『世界』を使って、どうやって人間を救うつもりだ？」

　俺は慎しん重ちように、まずは相手の意図に探さぐりを入れる。

「はい！　それはですね」

　こちらが話に関心を持ったからなのか、大聖女は嬉うれしそうに手を叩たたいた。

「まずは貴方あなたに『残滓ケイオス』をお渡わたしいただいて、『唯一神の権能』を完全に復活させます」

「『残滓ケイオス』なら今でも奪うばおうと思えば強ごう引いんに奪えると思うが？」

「できますけど、そうして欲しいんですか？」

　キョトンとした顔で大聖女は問い返してくる。

　その顔に、俺は皮肉げに口許を歪ゆがめ。

「ついさっきまで殺し合いをしてたんだ。正直、まだ生かされている理由も分からない」

　俺はそこで大聖女の目をジッと見る。

「俺たち兄妹きようだいの生け捕りを指示したそうだが、なぜだ？」

「……？」

　大聖女は頰ほおに指を当てる。

　悩なやむポーズ。

「うーん、まあ同情？　でしょうか？」

「……チッ！」

　その時、天華が思いっきり舌打ちする。

　目には憎ぞう悪おを浮うかべ、大聖女を睨にらみ据すえていた。

「あらあら」

　天華の態度に、大聖女は困ったような声を漏もらす。

「……同情とはまたご大層な温情だな」

　俺も内心苛いら立だちを覚えたが話を続ける。

　情報を引き出したいというのも無論あるが……。

　今は話し続けること以外に、生き延びる術すべがない。

「俺たちは敵同士だ。それなのになぜ同情を？」

「ほら、私たちって世界を救うつもりですから。可能な範はん囲いで救える人は救っていきませんと」

「そのわりには、ここに辿たどり着くまでの間、何度も殺されそうになったんだが？」

「ええ、ですから可能な範囲で、ということです」

「……」

　つまり無理そうだったら殺していたということか。

　しかも別に生け捕どるのが目的だったわけでもなく。

　基本的には殺すつもりで、生け捕りにできたのは偶ぐう然ぜんで。

　その理由が同情と、自分たちが世界を救う側の人間だから……だと？

「……っ」

　何だこの女。

　言っていることはそれらしいが。

　それらしいことを言っているだけにも感じる。

　いや、それとも現実主義者なのか？

　世界を救うつもりだが、救えないものがあっても仕方ない。

　そう現実的に考えているだけなのかもしれない。

　それはそれで理解できる。

　だが……。

　何だろうか、この違い和わ感かんは。

「話を戻もどしましょうか」

　こちらの不信感に気づいているのかいないのか、微笑ほほえんだまま大聖女は話を続ける。

「どうやって人々を救うつもりなのか、でしたね？」

「ああ……」

「分かりやすく言ってしまえばお引っ越こしです」

「……逆に分かりづらい」

「あら、ではもう少し詳くわしく説明します」

「そうしてくれ」

「先さき程ほど、貴方に体験していただいた『世界』があると思います」

「あれか」

「はい。あれを世界中の人々、ひとりひとりに差し上げます」

「……？…………!?」

　一いつ瞬しゆんよく分からず、気づいて息を吞のんだ。

　俺が体験した『世界』。

　あれを世界中の人間に与あたえる。

　つまり、全人類の数だけ新しい『世界』を創るということだ。

「その『世界』の中でなら誰だれもが神様になれます」

「なっ……!?」

「当然、好き放題できますよ。どんな夢でも理想でも、自分の『世界』の中でなら叶かなえ放題です」

　それはまさに理想郷だ。

　なぜなら、己おのれの思い描えがいた理想を好きに投とう影えいできるのだから。

　実際、あの『世界』は俺の理想そのものだった。

　やさしい両親に天華。

　國くに崎さきや涙るい々るいといった友人たち。

　生きているレオン。

　シャロ先せん輩ぱいにブリュンヒルデ。

　平和な日常。

　平和な世界。

　あそこには、俺の欲ほしい物全部があった。

　だが。

「いくら何でも、全人類に『世界』を与えるなんて不可能だ」

「なぜそう思うのですか？」

「いかに『唯ゆい一いつ神しんの権能』があろうと、新しい『世界』の創造には、聖書と同じだけの手順が必要なはずだ」

『唯一神』は６日で世界を創り、７日目には休息を取った。

　第一次・第二次神話戦争で減らされたとはいえ、まだ世界人口は50億以上。

　大聖女が一生かけて『世界』を創造しても、全人類分の『世界』を創り終えることはできない。

　至し極ごく当然の指し摘てきだが、向こうはむしろ首を傾かしげてみせた。

「何を言ってるんですか？　新しい『世界』でしたら、貴方はつい先程体験したばかりではないですか」

「……!?」

　確かに……その通りだった。

「いや、しかし……それでもおかしい。ならさっきのあれは、やはり幻まぼろしか？」

「話が堂どう々どう巡めぐりしていますね。いいです、そこも説明しますので」

　やや面めん倒どうそうに大聖女はため息をつく。

「私だって今いる世界と同規模の『世界』を無数に創るつもりはありません。量産する代わりに、『世界』の規模を小さくする予定です」

「『世界』を……小さく？」

「多元宇宙論って聞いたことありません？　宇宙は何層にも重なっているという奴やつです」

「聞いたことがある気がするが、詳くわしくは分からない」

「大だい丈じよう夫ぶです。私のやることに近しいというだけで、実際は似て非なるものですから」

　そう言うと大聖女は懐ふところから小さな砂時計を取り出す。

「この砂時計全体が今いる世界とするなら、新しく創る『世界』は中に入っている砂すな粒つぶですね。数は多いですが、総体としては砂時計のガラスこの世界内に収まる容量にします」

「……」

　確かに総体としての規模がこの世界に収まるなら、短期間で全人類に『世界』を与えることは可能かもしれない。

「だが、そんなちっぽけな『世界』を貰もらってどうしろというんだ？」

「砂粒が小さく見えるのは私たちの視点から見た話です。細さい菌きんや微び生せい物ぶつから見れば、砂粒も巨きよ大だいに見えるはずでしょう？」

「……」

「実際の『世界』がたとえ小さくとも、その『中』で暮らしていれば気になりません。もしかしたら今私たちが暮らすこの世界も、誰かから見たらビー玉くらいのサイズなのかもしれませんよ？」

　冗じよう談だんを言ったつもりなのか、大聖女はクスリと笑う。

　それからまるで子供が親に褒ほめて欲しがっているような、無む邪じや気きな笑えみを浮かべる。

「いかがですか？　これが私の考えた世界中みんなの救い方です」

　大聖女の謳うたう人々の救済。

　それは確かに魅み力りよく溢あふれる話に聞こえた。

　いわば誰もが自由にできる箱庭を与えられるようなものだ。

　その中では、どんな願いも赦ゆるされる。

　どんな理想も遂とげられる。

　好き放題していい。

　まさに夢だ。

「だが……俺たちが今いるこの世界はどうなる？」

「はい？」

「だから、俺たちが今まで生きてきたこの世界はどうなるんだ？」

「……え？　それって何か重要です？」

　大聖女はキョトンとした顔で聞き返してきた。

「私が提案しているのは、最初に言った通りお引っ越しです。生きるのもツラいこの世界から、真まっ新さらで自由な『世界』にお引っ越ししましょうってことですよ？」

「いや、だから……」

「お引っ越しする時に気にすべきなのは、今住んでいる家の行く末ではなく、新居やその周辺環かん境きようではないんですか？」

「……」

　容易たやすく論破され、俺は内心舌打ちする。

　まだ、何の光こう明みようも見み出いだせていない。

　この会話を引き延ばさなければ……。

「だが、今のこの世界を愛している人間もいるはずだ。そいつらにもこの世界を捨てて、別の『世界』に移り住めと言うのか？」

「確かに強制移住はダメですね」

　大聖女はうんうんと頷うなずく。

「けど『世界』の中身は自由にできますから、今いるこの世界をそっくりそのままコピーすることも可能です。それならこの世界を愛している人も安心ですよね」

「……いや」

「あら、ダメですか？」

「本物がいいと言う奴だっているはずだ」

「あー……そういう感覚は、私にはよく分かりませんが」

　大聖女は困ったように眉まゆを下げた。

「でも、与えられた『世界』での生活も本物ですよ？　別に世界中の人に夢や幻を見させるわけではないのですから」

「だが、それは」

「それともこの場合の本物の定義は、生きる場所がこの地球であることですか？」

　大聖女は小さく足あし許もとの大地を指差す。

「ですが、たとえば将来地球が住めない星になったとしたら、人々は他ほかの惑わく星せいに移住するでしょう。そうなったら、その瞬しゆん間かんからその人たちの人生は偽にせ物ものになるのですか？　それはちょっとおかしいですよね？」

「……違ちがう。問題なのは、世界をコピーするということだ」

「コピーといっても、本物と変わらないんですよ？」

「それは」

「量産品は悪ですか？」

「……」

「まあ、気持ちの問題は難しいですね」

　大聖女は仕方なさそうに言う。

　よく分からないけど、とりあえず頷いた。

　そんな顔だ。

「確かに気持ちの問題だが、お前の言うコピーというのは地球を複製することだけじゃないだろう？」

「？」

「人間もだろ」

　世界中の個人に『世界』を与え、そこに移住させる。

　ひとりにつきひとつの『世界』を与えるならば。

　ひとつの『世界』につき、ひとりの人間しか存在しない。

　だがそれでは全人類が各おの々おのの『世界』の中で孤こ独どくになる。

　大聖女の目的が全人類の孤独死でないなら、世界のコピーというのには当然人間の複製も含ふくまれる。

「別にコピーが嫌いやならそれはそれで構いませんよ？」

「……っ」

「与あたえられた『世界』をどうするかは個人の自由です。先さき程ほどは世界のコピーも可能と言いましたが、それは手っ取り早く今と同じ環境を作るのが楽というだけの一手段に過ぎません。複製品スワンプマンに嫌けん悪お感かんがあるなら、宇宙の始まりから『世界』を創つくり直してもいいんですよ」

　俺はいい加減気づき始めていた。

　この大聖女という女には主体性がない。

　人々を救うと言うが、そのプランには具体案がない。

　ただ自由になる『世界』を与え、あとはお好きにどうぞと突つき放している。

　人類の救済を謳いながら、どうすれば世界を救えるかという自分の考えがない。

　だが、だからこそ厄やつ介かいだ。

「先程はまず貴方あなたに『世界』を体感して貰うため、貴方の願望の表層をそのまま写し取った『世界』に入ってもらいましたが、あれは単なるお試ためし版です。気に入らなければ、貴方の好きなカタチに創り直して構いませんよ？」

　大聖女は俺にそう言って、またニッコリと微笑ほほえむ。

　敵であるはずの俺をも包み込むような慈じ悲ひの微笑。

　そう……この女は他人を何とも思っていないのだ。

　感情で他者や物事を色分けしない。

　全てを可と不可に仕分け、その範はん疇ちゆうで成否をつける。

　だから可能ならば敵ですら助けるし、おそらく不可能であるなら味方も見殺しにする。

　誰だれでも受け容いれる情愛と無慈悲が同居している。

　しかし、それゆえにブレない。

　私とあなたは違う。

　そうした意見の相そう違いが衝しよう突とつを生む。

　だが大聖女にはそれがない。

　人類の救済という大おお仰ぎようなことを述べながら、世界はこうすれば救われるとは言わない。

　彼女はただ辛つらい現実を捨てたらいいと言うだけだ。

　そして、自由にしていい『世界箱庭』を用意するから、あとは各々好きなようにしていいですよというわけだ。

　このツラい現実世界に愛着があるというなら、それをコピーするのも自由。

　何もかも初めから、それこそ宇宙の始まりから創り直すのも自由。

　自由を与える代わりに、正解も提示しない。

　それを無責任と詰なじることも可能だろう。

　だが、おそらくそのやり方が正しい。

　世界をこうすれば皆みんなが救われるという意見は、それがどんなに素す晴ばらしい名案だとしても「意見の押しつけ」だ。

　なぜならこの世界に「全員が幸せになる答え」などないのだから。

「この世界に万ばん人にんが求める唯ゆい一いつ無む二にの救済などありません」

　大聖女は言う。

「たとえば人殺しのいない世界は正しいでしょうか？　人を殺すのが好きな人はどうすればいいでしょうか？　それともそんな人を救う必要はないのでしょうか？」

「……」

「戦争の中でしか生を実感できない人はただの人でなしでしょうか？　彼らに平和な世界で生きることを強制するのが正義でしょうか？　あるいは平和こそ正しいと教育し思想を変えさせるのがよいのでしょうか？」

「……」

「自分の親しい人と家族だけが幸せなら、その他の人間は全すべて不幸になっていいという人は頭がおかしいでしょうか？　逆に社会秩ちつ序じよのためなら友達も殺せるという人の方が頭がおかしいでしょうか？」

「……」

「苦痛で快楽を得る人間がいてはいけないでしょうか？　金かね儲もうけが一番大事という人間がいてはいけないでしょうか？　男性が好きな男性がいてはいけないでしょうか？　女性が好きな女性がいてはいけないでしょうか？　麻ま薬やくに依い存そんする人間がいてはいけないでしょうか？　お酒に依存する人間がいてはいけないでしょうか？　セックスに依存する人間がいてはいけないでしょうか？」

「……」

　それにしてもペラペラとよく喋しやべる。

　そんなに話したかったのだろうか？

　答え合わせでもしてるつもりか？

　いや、実際にそうなのかもしれない。

　たぶん、この女はずっと人々の救い方を考え続けてきたのだろう。

　今日はその答えが出る日だ。

　誰かにそれを聞かせたくもなるだろう。

「この世界は『灰色』で、善悪は主観に過ぎず、この世に自分と同じ人はおらず、願いも救いも幸せも人によって異なります」

　であれば、と大聖女は両手を広げる。

「人は、自らの手で自らを救うべきです。自分の『世界』の中で」

　それが、大聖女の用意した救済。

　自分の理想を好きなだけ遂とげられる『世界』を全員分用意し、あとは各々好きなようにしろという単純なやり方。

　思想。

　趣しゆ味み嗜し好こう。

　社会的悪。

　己おのれを善と謳うたう者ほど容易く切り捨てるそれら個人的価値観。

　大聖女はそれも否定せず、本当に遍あまねく人々を救おうとしている。

「……っ」

　俺は言葉を探す。

　何か言わなければ、俺たちはいよいよ追い詰つめられてしまう。

　だが……。

　それに何の問題があるのか分からなくなってきた。

　このまま大聖女に負けて。

　彼女の言う理想の『世界』を貰もらって。

　はたして……何の問題が…………。

「いかがですか、神仙雷火さん？　『残滓ケイオス』をお譲ゆずりくださる決心はつきましたか？」

「……いや、まだだ」

「あら？」

　首を横に振ふる俺に、大聖女は小首を傾かしげる。

「まだ何かありますか？」

「ある。本物の話だ」

「また同じ話の蒸むし返しですか？」

「俺は、ずっと妹を救うために戦ってきた」

　大聖女の言葉を無視し、俺は続ける。

「俺が幸せにしたいのはそこにいる本物の天華だけだ。たとえ姿形も中身も全て同じだとしても、コピーした偽にせ者ものを妹と呼ぶことはできない」

「おにーちゃん……」

　俺の訴うつたえに、拘こう束そくされている天華が小さく呟つぶやく。

「でもそれってあくまで貴方の個人的な事情ですよね？」

「……っ」

「本物であることが一番尊いと思う人は多いのでしょう。ですが、全人類が全員がそうであるとは限らない」

「……」

「たとえこの世界を捨てても、幸せになれる『世界』が欲ほしいと願う人たちの気持ちは、貴方ひとりの事情によって踏ふみにじられるべきですか？」

「……それは」

　俺はまた別の反論を探そうとする。

　だが、俺が何か言う前に、大聖女は──また微笑んだ。

「でも、別にいいですよ」

「……何？」

「ですから、本物の妹さんと一いつ緒しよがいいというのでしたら、おふたりは同じ『世界』に入っていただいて構いません。それなら問題ありませんよね？」

　大聖女は普ふ通つうに解決案を提示してきた。

　単純で、明確な、反論の余地のない解決案を。

「貴方はおそらくそう仰おつしやると思っていました。だから、クレイには神仙天華を生け捕どりにできた場合のみ、おふたりを連れてくるようにと言こと付づけておいたのです」

　確かにクレイマンはそんなことを言っていた。

　全部大聖女の想定通りか。

「私はみなさんを救いたいと思ってはいますが、平等に救いたいなんて傲ごう慢まんは抱いだいていません。貴方ひとり贔屓することで人々が救えるならいくらでも贔屓しますよ」

「……」

「というか、改めて考えると当人同士の了りよう承しようがあるなら、複数人で同じ『世界』に入ってもらうのも全然問題ないですね、別に。じゃあ、そうしましょうか」

　本当に、嫌いやになるくらい頭が柔やわらかい。

　理想を掲かかげながら理想に囚とらわれていない。

　変な拘こだわりを持たないから、いくらでも融ゆう通ずうが利きく。

　ゴール地点である人類の救済さえ果たせれば、あとは大体で構わないのだろう。

「……」

「……ふふっ」

　いよいよ反論が手て詰づまりになってきた俺に対し、大聖女はまた笑いかけてきた。

　だがそれは先さき程ほどまでの微笑とは少し違ちがう感じがした。

　言うなれば……そう、まるで思い出し笑いのような。

「何がおかしい？」

「ふふっ、いえ、ごめんなさい。昔はあんなに迷いのない目をしていた貴方あなたが、今はこんなに思い悩なやんでいるのが不思議な気がして」

「……昔？」

「ええ」

　大聖女は頷うなずく。

「特に言う必要もなかったのですけれど、私と貴方は昔会ったことがあります」

「……？」

　まったく覚えていない。

「いつの話だ？」

「６、７年前でしょうか？」

　となると、まだ師し匠しようの許もとで修しゆ行ぎように励はげんでいた時代だ。

　確かにあの頃ころは自分を鍛きたえることに夢中で、その所せ為いか記き憶おくも曖あい昧まいだ。

　だとすれば覚えていないことにも説明はつくが……。

「そうですね。昔話をする前にひとつ別のお話をしておきましょう」

　大聖女は自分の胸にそっと手を当てる。

「ところで、貴方は私がなぜ大聖女と呼ばれるモノになったのか知っていますか？」

「……知らないな」

「私は呼び名こそ大聖女ですが、貴方のお仲間のマリア・ミントさんのような『奇き蹟せき』は持っていません」

「何……？」

　大聖女という呼び名から、てっきり聖女の中でもズバ抜ぬけた『奇蹟』を持つ存在なのかと想像していたが……。

　本人の口からそれは否定された。

　では、なぜ彼女は大聖女と呼ばれているのか……？

「それは私が未いまだこの世に顕けん現げんしない大いなる『奇蹟』──神の降臨を成し遂げるべく、教会の手によって生み出された人間だからです」

「なっ……!?」

　神の降臨……だと？

　それは。

　つまり。

「そうですよ──私は貴方や貴方の妹と同じ『唯一神の器』の完成品です」

　──『唯ゆい一いつ神しんの器うつわ』。

　それは俺と天華にとって忌いまわしい記憶だ。

　俺たちがこうなってしまった理由。

　第一次神話戦争の遠因。

　あらゆる災さい厄やくの根幹。

　全すべてはそこから始まった。

「『器』の研究は神仙天華の失敗で一時的に中止されていましたが、『遺骸レリツク』が回収されたことにより、新たな試みが始まったのです」

「新たな試み？」

「ええ」

　大聖女は微笑ほほえむ。

「『遺骸レリツク』はまさに『唯一神の器』に最適な素材です。なにしろ元は神本体だったのですから」

「……まさか」

「はい。私は『遺骸』を素材に造られた人工物です」

『残滓ケイオス』を宿す俺の言えたことではないが、なんて無茶を……。

　だが確かに『遺骸レリツク』を『器』にするのは理に適かなっている。

　大聖女の言う通り、元々は神の本体だったのだから。

　そして、なぜ天華が妙みように大聖女を敵視しているのかその理由も分かった。

　俺たち兄妹きようだいを苦しめた実験の成功例……大聖女自身に非はなくとも、気に入らないという不快感を抱くのは理解できる。

「さて、話を戻もどしますか」

　自らを人工物と称しようしながら、大聖女は微び笑しようを崩くずさない。

「そういうわけで、私は生まれながらにして世界の救い主となることを望まれていました。そのための命、そのための教育、そのための時間、私の生はそれだけに彩いろどられていました」

　大聖女は過去を思い出すように目を閉じて語る。

「ですが、今となっては教育係も枢すう機き卿きようの方々も知る由よしもありませんが……正直私はそんなことどーでもいいと思っていました」

　大聖女は大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめる。

　その物言いには彼女の仲間のクレイマンやサミュエルも驚おどろいた顔をしていて、何とも思ってなさそうなのは師匠だけだった。

「だって、世界とかどうでもよくありませんか？　世界が今ヒドい有り様だとか、どれだけ人々が苦しんでいるかとか、子供の私にそんなこと理解できるはずないじゃないですか」

「それは……」

　同意こそしなかったが、そうだろうな、とは思った。

　だが、だとすればなぜ大聖女はそこから人々を救おうなどと思ったのか？

「そんなわけで、私は度たび々たび教育係の目を盗ぬすんで、バチカンの中を探検していました。と言っても、私がいたのは教会の暗部で、外に出ることはいつもできませんでしたけど……」

　大聖女が閉じていた目を開く。

　その瞳ひとみは俺をまっすぐに映していた。

「その日も私は探検をしていました。いつもは外に出る方法を探していましたけど、たまには逆へ、つまりより奥へ潜もぐってみようと思い、下へとおりていきました。そして、そこで私は貴方に会ったんです」

「……！」

「貴方は神しん罰ばつ者になるための訓練を受けた直後で、私は最初死んでいるのかと思いました。ですが、誰だれか呼ぼうとした私を貴方は制止し、平気だと言い張ったんですよ？　死にかけなのに」

　その時のことを思い出してか、大聖女はクスクスと笑う。

「私は少し貴方に興味が湧わいて、しばらく話し相手になることにしました。貴方は貴方で意識が朦もう朧ろうとしていたのか、自分の身の上を初対面の私にも話してくれましたね」

「……」

　過去の自分のことながら思わず舌打ちしたくなる。

「それで……それがどうかしたのか？」

「そう恥はずかしがらずに聞いてください」

「……っ」

「貴方の話を聞き終えて、私は思いました……」

　大聖女は微笑みながら続きを話し始める。

「〝ああ、なんてこの男の子は凄すごいんだろう。復ふく讐しゆうなんて無意味な行為のために命を削けずって、それなのにこんなに目をギラギラさせて、充じゆう実じつした人生を送っている！〟と」

「……莫ば迦かにしているのか？」

「いいえ！　そんなまさか！」

　俺の怒いかりを押し殺した声に、大聖女はブンブンと首を横に振ふる。

「私は貴方から〝本気になること〟の重要性を学んだのです。それがたとえどんなことであっても、本気であれば生の充じゆう足そくは得られる」

「あの頃の俺にそんなものはなかった」

「それは自覚していないだけです。復讐のためだけに生きていたあの頃の貴方は、本気で、一いち途ずで、私が羨うらやむほど充実した生き方をしていましたよ」

　言葉は褒ほめているが、やはり貶けなされているとしか感じられない。

　だが大聖女は本当にあの頃の俺に感かん銘めいを受けたのだろう。

　あの頃の、復讐に囚とらわれきっていた俺から。

　ただ盲もう目もく的てきに何かを成し遂とげようとする姿が、彼女には本気で生きる人間の姿に映って見えた。

　その結果が、これか。

「だから、私も貴方を見習うことにしました。たとえ意味が分からなくとも、まずは本気になってみようと。そうしたら、少しずつ毎日が楽しくなり始めました」

　世界を救う意味も分からないまま。

　ただ人々の救済者という役割に本気になり。

　彼女はついにここまで来た。

「……」

　なぜ俺がこうもずっと大聖女を不気味に感じていたのか今分かった。

　微笑みを絶やさず、考えは慈じ愛あいに満ちて、その眼まな差ざしも人々を救いたいという想おもいも真しん剣けんなのに……この女には中身がない。

　世界を救うために行動しているのに、この女には世界を救いたい理由が、ただその役割を与あたえられ、その役割に真剣になってみたからというだけなのだ。

　何かを成し遂げるために必要な、自分の心の内側から出る切実な願いがない。

　だからこんなにも不気味に思うのだ。

　こんなのは、世界を救うために造られた人形と話しているのと大差ないのだから。

　だが、それでも大聖女の真剣味は本物だ。

　彼女が考え抜き、今日用意した世界の救済は、少なくとも俺にはほとんど完かん璧ぺきに思える。

　いや、もはやこの際正しいか正しくないかは重要じゃない。

　重要なのは、人々が彼女の与える救済を望むか、それとも望まないかだ。

　二度にわたる神話戦争で破は壊かいし尽つくされ、痛みと嘆なげきばかりが満ちたこの世界に別れを告げ、各おの々おのの理想を叶かなえられる『世界』へ。

　あまりにも魅み力りよく的なその提案。

　これを拒こばむ人間など、はたしてどれほどいるのか……。

『──ククッ、クハハ……』

　その時、俺の内側から嗤わらい声が響ひびく。

『──クハハハッ、ウヒヒヒ、ヒッ、ヒヒッ！』

　怨えん嗟さのような哄こう笑しよう。

　人の脳のう髄ずいを搔かき回すような笑い声に思わず耳を押さえそうになる。

『──おい、ライカ。口借りるぜ』

「何……お？──こういうこった」

　いきなり俺の口から、俺の物でない言葉が溢あふれる。

「ウヒヒヒ、さっきの戦せん闘とうで十じゆう字じ架か落としただろお前」

　言われてハッとする。

　自分の胸むな元もとを見下ろせば、確かに教会支給の十字架をなくしていた。

　あれがなければバロールはいつでも俺の体の主導権を奪うばえる。

　それを今回は口だけに限定したようだ。

「貴方あなたは……もしかしてバロールですか？」

「ああ、そうだぜクソアマ」

　誰何すいかする大聖女に対し、バロールはいつも通りの口調で応じる。

　自身がサミュエルに拘こう束そくされ、さらには異い端たん殺しの結界でロクに力が使えない状態にあることを忘れているのか？

　いや、この魔ま神じんにはそれすらも関係ないのか。

　巻き添ぞえは勘かん弁べんしろと言いたいが。

　言いたいことがあるのは、どうやらこの魔神の方のようだ。

「テメエとライカの話は中で聞いてたぜ。いや、たいしたもんだ。テメエが与える救済は、間ま違ちがいなく世界中のありとあらゆる人間を救うだろうよ」

「お褒めに与あずかり光栄です」

「ハハッ、褒めてねーよ」

「？」

「テメエの救済はクソだ。いいか、よく聞け──」

　俺の口を通じ、バロールは言う。

「──人間ってのはな、何奴どいつも此奴こいつも苦しみ続けるべきなんだよ」




　　　　２




　私──マリア・ミントはイタリアとバチカンの国境にようやく辿たどり着いた。

　途と中ちゆう、姫ひめ子こさんと別れてから思ったより時間がかかってしまった。

　上空の天使たちが煩わずらわしい。

　監かん視しの目さえなければ、雷火さんの許もとへ一直線なのに。

　早くロキのことを伝えないと……。

　北ほく欧おう神話の中でも名高き悪神ロキ。

　敵にも味方にもなるが、その行動は稚ち気きのような悪意に満ち、ついには世界を滅ほろぼす神界のトリックスター。

　間違っても善意で動く神ではない。

　なのに、私と姫子さんが斃たおしかけたテスカトリポカを、ロキは助けた。

　一体何のために？

　おそらく、ロクなことじゃない。

　彼かの神が何を企たくらんでいるにしても、まずはそれを雷火さんたちに警告しなければならない。

　そう思って私はここまで来た。

「……！」

　バチカンに一歩踏ふみ込んだ私は思わず息を吞のむ。

　周辺は肉の焼けた臭しゆう気きに満ちていた。

　見れば地面には焦こげ跡あとと黒炭……そして、大量の血が乾かわいた跡がそこら中にあった。

　これまでローマ市街で見たどの戦場よりも凄せい絶ぜつ……惨さん劇げきの有り様に、ここでどれほどの戦闘があったのかと戦せん慄りつした。

　まさか雷火さんは……！

「……いいえっ！」

　最悪の予想を振り払はらい、私は雷火さんが生きている前提で思考を進める。

　駅で散り散りになったあと、彼がバチカンを目指したのは確実だ。

　途中で遭そう遇ぐうによる戦闘が起きたとしても、私と姫子さんが別れた時点でローマ市街から聞こえてくる戦闘音は、テルミニ駅とアドリアーノ公園の二箇か所しよだけだった。

　駅の方は私たちを逃にがした涙々さんのものとして、公園にも仲間はエミリーさんだけで、雷火さんの姿はなかった。

　となれば、彼はバチカンに向かったか、向かっている最中のはず。

　彼がまだ到とう着ちやくしていないなら国境付近で待機も考えたが、この惨さん状じようを見る限り先に到着しているのは確実だろう。

　そして、彼が生きて勝利したのだとしたら、次に向かうのは……。

「大聖堂……でしょうね」

　私は顔を上げ、列れつ柱ちゆう廊ろうの隙すき間まから見えるサン・ピエトロ大聖堂を凝ぎよう視しする。

『遺骸レリツク』の安置所の最有力候補。

　まずはそこを確かめるのが当然だ。

　雷火さんがまだ大聖堂にいるかは不明だが、あとを追うなら私もそこへ行くべきだ。

　とはいえ、ここは敵の本ほん拠きよ地ち。

　私にも懲ちよう罰ばつの天使の力があるとはいえ、あれは心身を削る諸もろ刃はの剣つるぎだ。

　できれば誰だれにも見つからないように、隠おん密みつを心こころ掛がけなければならない。

「……」

　私は列柱廊に身を隠かくしながら、サン・ピエトロ広場を迂う回かいする。

　列柱廊は聖母の両りよう腕うでのように広場を包む形で延びているので、ここに隠れながら進むことで大聖堂までかなり安全に近づける。

　問題は大聖堂に近づいたあとだ。

　入り口に見張りがひとりいるだけでもかなり危険度は上がる。

　聖堂内への侵しん入にゆうが叶かなったとしても、敵に見つかれば私だけではひとたまりもないだろう。

　突とつ入にゆう前に何かしらの備えをする必要があるけれど……。

「！」

　その時、私は前方に人ひと影かげを発見する。

　警けい戒かいして咄とつ嗟さに柱の陰かげに隠れるが……ふとその後頭部に見覚えがあることに気づいた。

「匣はこノの木ぎ先生？」

「……！」

　声をかけると先生は一いつ瞬しゆんビクッとしたが、相手が私だと分かるとホッと胸を撫なで下ろした。

「なんだ、ミント君か。敵かと思ったよ」

「……！」

　ハハハと笑う先生の後ろにもうひとり誰か隠れていた。

　ひょいっと覗のぞき込むと、そこにいたのはあのアリアンロッドだった。

「意外な取り合わせですね」

「まあ何て言うか、成り行きでね」

「はぁ？　何その態度。不ふ遜そんよ人間」

　強気な態度だけれど、今先生の後ろに隠れていたような？

「あんまり舐なめた態度取ると天てん罰ばつを喰くらわせるわよ」

「これは申し訳ありません、アリアンロッド様」

「……」

　案外いいペアなんでしょうか？

　まあ、面めん倒どうそうなので、アリアンロッドのことは先生に任せることにする。

「合流できたのは幸運でした。ここからは三人で行きましょう」

「ちょっと、あとから来ておいて何を仕切って」

「さあ、行きますよ」

「ちょっと！」

「アリアンロッド様、声がデカいです」

　私はひとりと一柱ひとりを先導し、大聖堂を目指す。

　正直、心が急せいていた。

　無事とは信じていても、やはり怖ろしい予感は拭ぬぐえない。

　それほどに敵は強大だ。

　その敵の中には、おそらくあの天華さんもいる。

　彼女は雷火さんにとっての最大の急所。

　新生神話同盟も真聖教会も脅きよう威いには違ちがいない。

　けど、彼の命運を左右するのは、やはり彼が長年探し求めてきた妹である天華さんなのだ。

　兄妹きようだいがすでに接せつ触しよくしているかは分からないが、遅おそかれ早かれ対面するだろう。

　その時にできれば傍そばにいたい。

　どんな結末や決断が待ち受けるかも今は知れないが、肝かん心じんな時にこそ彼のことを隣となりで支えたい。

　それこそが私の存在意義のようなものだから。

「ミント君」

「？」

　考え事をしながら進む私を、ふと匣ノ木先生が呼び止めてくる。

「どうかしましたか？」

「あれ」

「？」

　先生が小声で指差した方を見やる、と。

　大聖堂を囲むように、白い輝かがやきが見えた。

「あれは……魔ま法ほう陣じん？」

　白い輝きは魔力の粒りゆう子しだろうか。

　それにこの魔法陣には見覚えが……。

「女め神がみアリアンロッド」

「は？」

「ちょっと失礼します」

「うえっ!?」

　私はアリアンロッドを魔法陣の中に突つき飛ばす。

　たぶん拒きよ否ひしてくるだろうし、時間もないので問答無用だ。

「どうですか？」

「何すっ……ていうか、なんか力が入らないんだけど!?」

「やはり異い端たん殺しの結界……」

「ちょっ!?　聞いて、わきゃっ!?」

　私はアリアンロッドを結界から引っ張り出す。

「ミント君、これは？」

「これは異端殺しの結界です。聖者の力を高め、異端の神の力を堕おとす類たぐいのもの」

「アリアンロッド様が力が抜ぬけると仰おつしやったのはそのためかい？」

「はい。そうなります」

「ちょっと！　ていうかまず謝りなさいよ！」

「この結界が発動しているということは、おそらく教会に仇あだなす神が中にいるということでしょう」

「なるほど。で、どうするんだい？」

「聞きなさいよぉ！」

「そうですね……」

　アリアンロッドを無視し、私はしばし考え込む。

　少し判断が難しい。

　教会の中にいるのが雷火さんたちなら、異端殺しの結界は解除すべきだ。

　しかし、新生神話同盟の神ならば、放ほうっておくべきだろうか……？

　……いや。

　私たちは三勢力の中で最弱だ。

　仮に異端殺しの結界に囚とらわれているのが新生神話同盟の神だとしても、結界から解き放つことで教会勢力と潰つぶし合いをしてくれるかもしれない。

　共とも倒だおれになってくれれば儲もうけもの。

　中にいる神が誰であれ、結界の解除に利はある。

「結界の術者を探しましょう。大聖堂の近くにいるはずです」

「了りよう解かい」

　私と匣ノ木先生は頷うなずき合い、結界の術者を探すため移動を開始した。

「急がないと……！」

　中にいるのが新生神話同盟の神なら、共倒れさせるには神が死ぬ前に解除の必要がある。

　もし中にいるのが雷火さんなら尚なお更さら急ぐべきだ。

　おそらく、彼は窮きゆう地ちにいるはずだから。

　ロキのことを伝えるのは遅おくれるが、今はこれをするべきだ。

　だから、どうか。

　どうか、もしそこにいるなら。

　私が間に合うまで雷火さんを護まもってください……シャルロッテ先せん輩ぱい、それにブリュンヒルデ。

「コラー！　私を無視するなー！」

「静かにしてくださいアリアンロッド」

「アリアンロッド様、声を抑おさえて」








第三章　人間というもの









　　　　１




　人間は苦しむべきだ。

　俺の口から出たバロールの言葉。

　それに、大聖女は訝いぶかしむように首を傾かしげた。

「……いちおうお伺うかがいしておきますが、その根こん拠きよは？」

「簡単だ。苦しまなきゃ人間は歩みを止めちまうからだよ」

「？」

　バロールに話を聞く大聖女は、やはり分からないといった風に今度は逆向きに首を傾げた。

「……こいつはほんの数ヶ月前の話なんだがな」

　大聖女の反応も気にせず、バロールは話を続ける。

「覚えてるかライカ？　なんかの授業で、地球この星の写真を見ただろ？」

「あ、ああ……？」

　言葉で肯こう定ていするものの、正直覚えていない。

　いや、確かに天体に関する授業を受けた覚えはある。

　だからおそらく教科書に地球の写真くらい載のっていただろうし、見てもいるだろうが……。

「それがどうした？」

「ウヒヒヒ、それがどうしただって？」

　俺の言葉をオウム返しにし、バロールは笑う。

「ライカ。お前には分からねぇかもしれないが、あれを見た時は偉い大だいなる魔ま神じんである俺サマですら心底震ふるえたんだぜ？」

「……？」

「ちょっとは考えてもみろ。自分の住む星の全容なんてものは、本来であればこの星の外へ飛び出して、あまつさえ生せい還かんしなければ知ることも見ることも叶かなわない代しろ物ものなんだぜ？」

　……言わんとすることは分かる気がする。

　確かに、改めて考えてみれば宇宙から見た地球の姿を知っているなんて凄すごいことだ。

　だが理解できても、あまり実感は湧わかない。

　なぜならそれは、俺からすれば知っていて当然のことすぎるからだ。

　地球の写真なんて教科書にも載っているし、サイエンス系の雑誌の表紙にだって何度もなっているだろう。

　しかし、それは本来凄いことなのだ。

「それほどの偉い業ぎようが、今や人間にとっては知っていて当然程度の、ただの常識レベルの知識なんだ。いやはや、俺サマも驚おどろくはずさ」

「……」

　かつての人々は地平線の先に何があるかも知らなかった。

　水平線の向こうに何があるかを知らなかった。

　大地が丸いことを知らなかった。

　だが、人間はその足で大地を踏とう破はし、未開の地を既き知ちへと変えていった。

　海を渡わたり、その先の景色を確かめた。

　観測によって大地の形を知った。

　ついには宇宙へ出て、実際の地球の姿を見て、記録した。

　そして、写真や印刷技術の発展によって、それらは世界中に知れ渡った。

　本来であれば偉業と呼んで差し支つかえない冒ぼう険けんの果てに得られるそれを、人間は今や当たり前の知識として共有している。

「それが、人間の持つ力の大きさだ」

「で、それが何か？」

　存分に語るバロールに、大聖女が横よこ槍やりを入れる。

「つまり、貴方あなたが仰りたいのは人間の文明の素す晴ばらしさと、その発展には血と代だい償しようが不可欠ということですか？」

　古来より、無血で発展した技術などない。

　文明の発展には必ず流血が伴ともなう。

　バロールが言いたいのはそういうことか？

「ウヒヒヒ、まあ、それも近いと言えば近いな」

「なら、そんな物はもう必要ありませんね」

「ほう？」

「技術の進歩に文明の発展、それは人がよりよく生きるために培つちかってきたものです」

　大聖女はバロールに反論する。

「ですが、もうそんなことをしなくても、人々は理想の『世界』を手に入れられるのです。であれば、そんな血や汗あせはもはや必要ありません」

「それは停てい滞たいって言うんじゃねーのか？」

「停滞ではなく到達です」

「……」

「千年王国。ヴァルハラ。アアルの野。輪りん廻ね転てん生しようからの解げ脱だつ。描えがかれ方は様々ですが、昔から人は生の果てに理想郷に到いたることを望んできたのです」

　確かに、それも事実だ。

　死後に到る理想の地。

　それがあることを世界中の人間は同じように夢想した。

「よりよく生きるとは、つまり理想を遂とげることです。ですが、それは誰だれでも成し得ることではありません」

「……」

「挫ざ折せつ、苦難、妨ぼう害がい……多くの痛みと苦しみが、人々の理想を妨さまたげるからです」

「ああ、その通りだなァ。だが」

「バロール。貴方はその苦しみを乗り越こえて偉業を成した人間を褒ほめ称たたえましたが、それを成し得るのは極ごく一部のほんのわずかな人間だけです」

　バロールの言葉を遮さえぎり、大聖女は少しだけ目を細める。

「その偉業を成した人間は、あるいは理想を遂げたのかもしれません。いえ、本当にそうでしょうか？　そこへ到るまでに味わった苦痛は、常人の何倍も何十倍も重かったはずです。それは本当に幸せな生き方でしょうか？」

「……ハッ！」

　強ごう引いんに話を続ける大聖女に対し、バロールは肩かたを竦すくめる。

「ええ、ええ。もちろん、それが悪いとは言いません。ですが、理り不ふ尽じんに苦しむことを是ぜとし、苦境を乗り越えることを良しとしたいなら、それはそうしたい人だけがやればいい話です」

　苦難の果てに偉業を成す人間がいるならそれでもいい。

　だがそれはそうしたい人間だけがやればいい。

　そのほかの凡ぼん庸ような人間を巻き込むな。

　大聖女の言い分は、つまりバロールの意見の否定だった。

「テメェ莫ば迦かか？」

　それに対するバロールの反応も同じく否定。

「ンなマゾい真似まね、やりたいって奴やつがどれほどいると思ってンだ？」

「ええ、滅めつ多たにいないでしょうね」

「だろうよ。ほとんどの人間は、お前の与あたえる飴玉『世界』を喜んで受け取るだろうさ」

　バロールは莫迦にするように嗤わらう。

「甘かん美びな誘ゆう惑わくには容易たやすく溺おぼれるのが人間の本ほん性しようだ。それが魅み惑わく的であるほど、多くの人間はツラい現実から逃にげて享きよう楽らくに耽ふけるだろうよ」

「いいじゃないですか、それで」

　大聖女はニコリと微笑ほほえむ。

「安あん寧ねいに身を委ゆだねるのは悪いことではありません。それこそが救いというものなのですから」

「言葉遊びで誤ご魔ま化かすな。結局それは人間に歩みを止めろと言ってるのと変わらねぇじゃねぇか」

「ですから、傷だらけになってでも歩きたい人は歩けばいいでしょう」

「莫迦が。俺サマが言いたいことは違ちがう」

「違うとは？」

「俺サマはな、そんな覚かく悟ごの決まった強い人間だけじゃなく──覚悟のない弱い人間、体も心も脆い人間、何も考えてない人間、愚かで卑劣な人間その他諸々、あらゆる人間に苦しめって言ってんだよォ」

　バロールは堂々と下げ衆すな物言いをして、俺の口でニヤリと嗤う。

「……」

　これにはさすがの大聖女も不ふ愉ゆ快かいだったのか、はじめて眉まゆを顰ひそめた。

「グォッ!?」

「いい加減、その口を閉じたらいかがですか魔神よ」

　大聖女の様子を見て、サミュエルが光こう帯たいを締しめて俺の体を地面に這はわす。

　だが、その程度のことでバロールは口を閉じない。

「確かにお前の言う『世界』を得れば、人間たちは各おの々おのの理想を遂げるだろう……だがな、そんな物はすぐに限界が来る」

「……限界？」

「人間の想像力なんてものはな、テメェが思ってるほど万ばん能のうじゃねぇ」

　バロールは地べたに倒たおされたままベロリと舌を出す。

「俺サマやそこの捕つかまってる小こ娘むすめたちは、かつての人間たちが想像した絶対の存在、超ちよう常じようの頂いただき──つまり『神様』だ」

「……」

「それが今やこの有り様……人間ごときに囚とらわれ、地べたを這いずらされてる」

　自身を卑ひ下げするように言いながら、尊大な態度は崩くずさないバロール。

　地べたから大聖女を見下すように喋しやべり尽つくす。

「つまりこれが大昔の人間の想像力の限界ってことだ」

「……」

「見ただけで人を殺す魔眼？　大地を焼き尽くす雷らい霆てい？　ハッ！　今や人間はボタンひとつで世界を滅ほろぼすことだってできるじゃねーか！」

　そう言ってバロールはまた嗤う。

「技術や文化が進歩するように、人間の想像力も成長する。なぜなら、過去に人が想像した妄もう想そうはやがて成し得る現実になるからだ。そうやって想像を現実にして、また人間は新たな夢を思い描く。今ここで歩みを止めたなら、今以上の成長はなくなる。今想像し得る理想郷を手にすることはできるだろうが、それ以上のものを人間は失う」

　過去の人々の想像力に限界があるように。

　現代人の想像力にも限界がある。

　だがその想像力は人間の進歩とともに成長するとバロールは言う。

　技術も。

　娯ご楽らくも。

　料理も。

　思想も。

　教育も。

　過去の人々は海の彼方かなたや空の彼方に理想郷を見た。

　だが今の人々は海の彼方や空の彼方にあるものをもう知っている。

　なら、過去の人が思い描いた理想郷と、現代人の思い描く理想郷は異なる。

　なぜなら想像力を働かせる下地が違うから。

　現代の神話──クトゥルー神話は宇宙的恐きよう怖ふと神々を想像した。

　宇宙の彼方には、まだ未知が残るからだ。

　だがいつの日か人類が宇宙の彼方にまで到った時。

　クトゥルー神話も旧ふるき神話になるだろう。

「……いいえ、いいえ。それは違いますよバロール」

「ほう？」

「何度も言うように、人々に与える『世界』は本物。あくまで現実なのです。彼らはそこで不老不死になることも可能ですが、普ふ通つう人のように生活……つまり貴方の言う弱い人間のまま成長することも可能なのです」

　大聖女は俺とバロールを真っ直すぐに見下ろす。

「なら、新たな『世界』の中でも人は進歩を得られます。進歩によって想像力が養われたなら、また改めて自分の『世界』を新たな理想郷へと創つくり直せばいい。あえて苦しむ必要など、やはりないのです」

「だから、それがダメだって言ってんだろクソアマ」

「何ですって……？」

「俺サマも何度も言ってんだろうが。人間が進歩するためには、この世が苦く界がいである必要があるんだよ」

「……意味が分かりません。『世界』の中で神のごとき力を持てば、誰もが苦しまずに生き、そして成長することが」

「苦しまなきゃ今をどうにかこうにかしようなんて人間は思わねぇだろうが」

「……!?」

「一度満足しちまうとな、人間ってのは簡単に堕だ落らくする。そこに『壁かべ』がなければ、人間はその『壁』を越こえようなんて思わない」

「そんなことは……」

「世界が理不尽でなけりゃ、その理不尽な世界を越える想像力は生まれねぇ」

　バロールは断言する。

「何でも自分の思い通りになる『世界』の中で、人間は一体何の壁を越える？　いかに限界を越える？　限界の壁を越えることこそが進歩であり、人間の成長だ」

「……」

「もし誰もが食い物に困らない世界だったら、人間は狩しゆ猟りようをしたか？　農耕を発展させたか？　狩猟も農耕もなければ、村なんて共同体コミユニテイはできたか？　村がなかったら町や都市や国は生まれたか？　国という集合体がなかったら、文化なんてものは生まれたか？　一国の中で全すべてが完かん璧ぺきに揃そろったら、戦争で他国から物を奪うばうこともなく、文化交流もなく、技術の発展も思想の伝でん播ぱも起こり得なかった」

「……」

「そして、なにより俺サマが弱い人間にも苦しめって言うのは……偉い業ぎようを成すのが強い人間とは限らないからだ。お前が与える救済に容易く溺れる弱い人間が、弱いからこそ偉業を成し遂げることだってある」

「……」

「だから世界を易くするな。今人間が俺サマたち神々を凌りよう駕がしているのは、世界が理不尽で、いつも誰だれかの何かが不足して、憎にくしみや苦しみが絶えなかったからだ」

「そんなことはありません」

　畳たたみかけるバロールに対し、大聖女は毅き然ぜんとした態度を崩さない。

「さすがは魔ま神じんですね、バロール。災さい厄やくの権ごん化げ。なんとも無む慈じ悲ひな論理です」

「ウヒヒヒ、だろうな」

「あなたは無慈悲に未来を語る。ですが、そのために今を生きる人々は犠ぎ牲せいになってもよいというのですね」

「あン？」

「未来のために、今ある悲劇、犠牲……何億何十億という人々が苦しんでも別に構わないと？」

「当然だ」

　大聖女の問いに、バロールは即そく答とうする。

　彼女の問いかけは大おお袈げ裟さなたらればの譬たとえ話ではない。

　十年前から世界中の人々は苦しみ、今また第二次神話戦争アンスロポスマキアによって何億と死に、何十億という人間が苦しんでいるのだ。

　それを、バロールは平然と切り捨てた。

　大聖女の言う通り、まったくの無慈悲に。

「何億死のうが、何十億苦しもうが、構うことはねぇ」

　地じ獄ごくを語りながら、バロールは愉たのしげに嗤う。

「死んだ方がいい屑くずの所せ為いで聖人が殺されても気にするな」

「……」

「ひとりのために百万が犠牲になろうとも仕方のないことだ」

「……」

「その屑が、その生き残ったたったひとりが、あるいはその性質ゆえに世界を救うことだってある」

「……虐ぎやく殺さつの才能が、戦争では英えい雄ゆうとなるようにですか？」

「ああ」

「ですが、私の救済を受け容いれれば、そんな戦争自体なくなるのですよ？」

「まあ、それも可能だろうな。戦争には戦う相手が必要だ」

「その通りです。争いとは他者がいるから起きるもの。もっと言ってしまえば、そもそも人の苦しみとは他者がいるから生まれるのです」

　口調は激しくないが、バロールに対し大聖女も舌ぜつ鋒ぽうを振ふるう。

「対立、妬ねたみ、僻ひがみ、憎ぞう悪お、暴力、卑下、下心。他者と比べ、他者と争い、他者と憎み合う……全てではないにしろ、人の苦しみの大半は他者から齎もたらされるものなのです」

「……」

「私がひとりひとりに『世界』を与あたえるのは、人間が個でなければ真の幸福を追求できない生き物だと思ったからです……もちろん、神しん仙ぜん兄妹きようだいのような例外がいることは心得ていますが」

「……」

「例外は例外として特別に扱あつかうとしても……他者が他者を侵おかさず、個人の自由と理想を得ながら、かといって孤こ独どくになることもない──そんな『世界』が理想郷を創る上では不可欠なのです」

「……」

「そもそも言葉遊びで誤ご魔ま化かしているのはそちらでしょう？」

「ああ？」

「あなたは未来の可能性について語り、さもそれが最も重要であるかのように説ときますが──それこそ全ては想像で、妄想で、不確かであやふやな夢物語に過ぎません」

「ハッ！　そりゃそうだな」

　大聖女の指し摘てきにバロールは頷うなずき、それを聞いた相手は再び微笑ほほえむ。

「目の前の人々を救いもしない救済に意味などありません」

「言うじゃねぇかクソアマ」

「当然です。私はこのために生まれ、このために生きてきたのですから」

「そうかい」

「そうです」

　大聖女は祈いのりを捧ささげるように両手を握にぎる。

「世界の人々に救済を与え、天国への階段をのぼらせ、理想郷へと連れて行く。それを成し遂とげるあと一歩のところまで来ているのです。分かっていただけたなら、そろそろこの無む駄だな問答も終わりにしていただけませんか？」

「無駄ときたか……まあ、お前が口説き落としたいのはライカの方だ。俺サマとの話はまさに時間の無駄だろうよ」

「ええ、その通りです」

「だが知ったことか。テメエの理想なんざクソ喰らえだ」

　この期ごに及およんでもバロールはなお嗤わらう。

　いつ殺されてもおかしくないこの状じよう況きようで。

　まさかコイツに限って、大聖女が俺を説得しているから自分も殺されないなどと高をくくってはいないだろう。

　あくまでただいつも通りに、バロールはバロールであるだけだ。

「大体、テメェは自分の語る理想郷を完璧だとぬかすがな」

「はい？」

「それ以前によォ、数多あまたの『世界』の受け皿になるこの世界はどうすンだ？」

「ですから、先さき程ほども神仙雷らい火かさんに言った通り、この世界の今後は然さ程ほど重要な事こと柄がらでは……」

「何言ってやがる？　もし受け皿が割れたら、その上にある料理は全部地べたに落ちてグシャグシャになるだろうが」

　……！

　言われて俺もハッとする。

　さっきは大聖女の言葉に流されたが、バロールの言う通りだ。

　彼女が人々に与える『世界』は、あくまで俺たちが今生きる世界の中に創られる。

　であるならば、仮にこの世界が無人になったとしても、その行く末次し第だいでは数多の『世界』も当然影えい響きようを受けるのだ。

「それなら心配要いりません」

「ほう、なぜだ？」

「それは私がこの世界に残り、皆さんの『世界』を護るからです」

「なっ!?」

　これは俺が漏もらした驚おどろきの声。

　一方、答えた大聖女は当たり前のように落ち着き払はらっていた。

　そんなことはとうの昔に考えてあったという様子だ。

「……無人となるこの世界でお前が神となって、全人類の『世界』を護まもり続けると？」

「ええ、それは当然の義務でしょう」

「ふぅン、信用できるかねぇ？」

「そうですねぇ。そればかりは信用してくださいとしか言えませんが」

　大聖女は困ったように頰ほおに手を当てる。

　確かに彼女だけがこの世界に残り神となるなら──全ての『世界』の生せい殺さつ与よ奪だつ権を握られるも同然だ。

　彼女が悪人であるなら、当然そんなことは認められない。

　いや、仮に悪人でないとしても、リスクマネジメントとしてそんな状態は許すべきではないだろう。

　だが……。

「ウヒヒヒ、まあテメェのことは気に喰くわねぇが、その点に関しては信用してやるよ。お前さんがそんな小者なら、問答無用でブチ殺してる」

「できもしないのに吠ほえますね、と言いたいところですが、信用していただいたことはお礼を言っておきましょう」

　ここまで徹てつ底てい的に対立した意見をぶつけ合いながら、そこに関してはバロールは素す直なおに認めた。

　何の根こん拠きよもなしに不用意な……と言いたいが。

　正直、俺もその点に関しては奴やつと同意見だった。

　この大聖女という少女。

　これまで話した雰ふん囲い気きや態度に──なによりその目には、一いつ切さいの私心が見当たらない。

　彼女はもう人類を救済するただの装置のようなものだ。

　バロールが指摘したようなリスク、つまり邪よこしまな欲よく望ぼうを彼女は最初から持っていない。

　持つような生き方ができなかったのだろう……。

「ああ、だがな、それでもダメだ」

　そう言ってバロールは話を戻もどす。

「私を信用しても、まだダメなのですか？」

「それは当然だろうが」

「なぜ？」

「なぜってそりゃ、もしこの先テメェより強い敵が現れたらどうすンだ？」

「あはは、何を言うかと思えば」

　大聖女はおかしそうにコロコロと笑う。

「私はこの世界の神様に──つまりこの世界の一番になるんです。その私より強い敵が、一体この世界のどこに現れるというんですか？」

「もちろん、外からだ」

「外？」

「知らねぇのか？　敵ってのはいつも外界からやってくるもんだ」

　バロールも大聖女に合わせるように笑ってみせる。

「俺サマのエリンが来らい寇こう者しやダーナ神族に奪うばわれたように、極きよく端たんな話この世界の外の世界から敵が現れる可能性はゼロじゃない」

「……ふふっ、さっきから度たび々たび思っていましたけど、貴方あなたって意外と夢想家ロマンチストなのですね」

「ウヒヒヒ、そりゃどうも」

「ですが、その心配は無意味というものですよ」

「無意味？　どういうことだ？」

「だって……」

　大聖女は笑ったまま小首を傾かしげる。

「この世界で一番の私よりも強い敵が現れたのなら、そもそもこの世界に勝ち目はありません。その時点で詰つみです」

「……」

「だから、私が勝てない敵が現れるなんて心配、するだけ無駄なんですよ」

　仮にバロールの言う外界からの敵対者が、もしこの世界の『唯ゆい一いつ神』以上の力を持っていたのなら、そもそも全人類に勝ち目などない。

　大聖女がこの世界の新たな『唯一神』になるか否いなかなど関係ないのだ。

　であるならば、そんな敵が現れる可能性を理由に救済を諦あきらめる意味はない。

　大聖女の理り屈くつはつまりそういうことだ。

　だが、バロールは。




「いいや、俺サマはそうは思わん」




　断固として首を横に振った。




「さっきも言っただろ。俺サマの、この有り様を見ろ。お前自身が成し遂げた、人間が神を凌りよう駕がした様ザマを見ろ」




　バロールはあくまで嗤う。

　本当に、どこまでも愉たのしそうに。




「病やまい、自然、死、神──人間は常に己おのれより強大な理り不ふ尽じんに抗あらがい、それに打ち勝ってきた」

「……人間なら、いずれ『唯一神』の力すらも超えると、そう言うのですか？」

「そうだ」




　バロールは嗤いながら断言する。

　その未来を愉しそうに予言しながら。




「そして、この世界の理不尽に抗うにはあらゆる人間が必要だ」




　この場にいる誰だれよりも魔ま神じんが人間の可能性を信じていた。




「だからこそ、世界から、人間から、理不尽や苦しみを奪うな」




「世界が内包する理不尽も、人間が内包する下げ衆すな一面も、全部捨てるんじゃねぇ」




「俺サマは、そんなところも全部含ふくめて困難を踏とう破はする人間が好きなんだよ」




　……ああ、まったく。

　言いたい放題だ。

「……結局、それは貴方の好みの話じゃないですか」

　大聖女は呆あきれたように呟つぶやいた。

「ウヒヒヒ、そうだよ！　俺サマがこの先を見たいんだ！　人間どもがどこまで足あ搔がいて行けるのか、それが俺サマの愉たのしみなんだよぉ！」

「貴方の話は無茶苦茶です」

　大聖女のため息。

「理不尽に抗うことで人が進歩したのは間ま違ちがいありません──ですが、それは理不尽に抗うことが目的ではなく、理不尽をこの世界からなくすための歩みです」

「……」

「貴方は先程、もし人が食べ物に困らなかったらという話をしましたね？　ええ、それこそが本当の理想です。世界がもしエデンの園だったなら、人は狩かりをして獣けものを殺す必要も、農耕の労苦を背負う必要も、共同体コミユニテイを作って敵味方に分かれ戦争する必要もなかった」

「……つまり何だ？」

　バロールは一段低い声で問う。

「人間どもは世界が理不尽だったから、仕方なく進歩してきただけで、この世が楽園だったなら、そもそもそんな物は必要なかったと言いたいわけか？」

「ええ、そうです」

　大聖女は迷いなく頷うなずく。

「ただそうしなければならなかった──それこそが悲劇なのです」

「……」

「人は苦しまずに済むなら苦しまない方がいいのです」

「……」

「世界に理不尽なんてないならない方がいいに決まっています」

「……」

「バロール。貴方は人間がどこまで行けるのか見たいと言いますが、それは永遠に走り続けるゴールのないマラソンです」

「……」

「人が歩み続けてきたのはゴールに辿たどり着くためです。そのゴールとは、痛みも苦しみもない理不尽なき世界理想郷です──」

　そこで一度大聖女は言葉を切る。

「──貴方もそう思うでしょう、神仙雷火さん」

「！」

　突とつ然ぜん話を振ふられ、俺の心臓がドクンッとひとつ高鳴る。

「生まれながらに理不尽な宿命を背負わされ、悲劇の只ただ中なかを苦しみながら生きてきた人間の貴方になら、私の言うことが分かるはずです」

「……」

「最初に言った通り、私は貴方のことも救いたい」

　大聖女はゆっくりと俺に向かって三み度たび手を伸のばす。

「そして、貴方だけでなく、貴方と同じ境きよう遇ぐうの人々、あるいは貴方よりもさらに悲ひ惨さんな目に遭あう人々を、貴方は救いたいと思いませんか？」

　その問いかけに、俺は一いつ瞬しゆん目が眩くらむ。

　いかにも正しいその問いにどう答えればいいのか分からない。

『──ウヒヒヒ、さてさて』

　その時、バロールの嗤わらい声が内側から聞こえてくる。

　いつの間にか奴は人の口で喋しやべるのをやめ、いつも通り俺の奥へ引っ込んでいた。

『──まあ、あの女が気に喰わないんであれこれ喋らせてもらったが、結局のところ決めるのはお前だ、ライカ』

「……っ」

『──言うまでもないが、正しいのはあの女だ』

　あれほどの舌戦を繰くり広げながら、バロールはあっさりとそれを認めた。

『──あの女が齎もたらす救済は、確かに全すべての人間を救うだろう。全員が、全員の思う通りに自分で自分を救うんだから、それは当然そうなる』

「……」

『──善も悪もなく、あの女は遍あまねく人々を救う。それは紛まごうことなき〝正義〟だ』

「……」

『──転じて、あの女の行いを阻はばむのは完全なる〝悪〟となるだろう』

「……」

『──なにしろ救われるはずだった人間たちを、再びこの世の地じ獄ごくに突つき落とすんだからな。十年前のテメェの妹の比じゃねぇ、今度こそ全人類から恨うらまれること請うけ合いだ』

「……」

『──今を生きる人間にも、これから生まれる人間にも、等しくこの世の理不尽と苦痛と悲しみを背負わせ続け、しかもその責任をお前が取ることはない。なぜならお前に世界は救えないからだ』

「……」

『──あえてあの女を止めて得られるのは人間の可能性だが、それも俺サマが見たいという願望に過ぎん』

「……」

『──俺サマは所しよ詮せん人間ミレシアンに滅ほろぼされたダーナ神族に滅ぼされたエリンの亡ぼう霊れいだ』

「……」

『──お前が決めろ。大聖女神に庇ひ護ごされたやさしい世界を受け容いれるか、それとも神を殺して人間の世界可能性を手にするか』




「あなたは私と魔神のどちらを選ぶのですか？」

『──お前が欲ほつするのはどちらだ？』




　　　　２




　張り詰めた空気が重い。

　吞のみ込むツバの音すら重かった。

　何なんだ……。

　何で……お前らはそんなことを俺に問う？

　大聖女。

　完成された『唯ゆい一いつ神しんの器うつわ』。

　世界の救済を宿命として義務づけられて生まれた奇き蹟せきの少女。

　無む垢くなるまま、ただ人々を救うことだけを考え、ここまで歩み続けてきた。

　彼女にはその問いを口にする資格がある。

　バロール。

　魔眼の王。災さい厄やくの魔神。

　享きよう楽らくと堕だ落らくと破は滅めつを愛すると謳うたいながら、それ以上に人間を愛するクズ。

　欲よく望ぼうのままに、ただ人間が藻も搔がき足搔く様を愛めでるために、俺とともにここまで来た。

　何の資格も道理もないが、この魔神が吐はく人間への歪ゆがんだ愛情には力がこもっている。

　では、俺は。

　神仙雷火は、このひとりと一柱ひとりを前にして、何者と呼べる？

　俺は…………。

　……嗚あ呼あ、リョーマ。

　世界を救うつもりでここまで来たのかと彼は言った。

　俺自身、少なからずそのつもりはあった。

　だが、こうして本物を前にすると痛感させられる。

　俺には世界がどうのとか。
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　人類がどうのとか。

　そんな考え……。

　いや、そもそもそんなこと考えたことすらない。

　教会を止めなければ。

　新生神話同盟を止めなければ。

『遺骸レリツク』と『残滓ケイオス』を破は壊かいしなければ。

　十年前の落とし前をつけなければ。

　そういうことは確かに言った。

　しかし、それは世界を救いたいからとか。

　人々を助けたいからとか。

　そんなつもりで吐いた言葉じゃない。

　ただ俺は……俺と妹が幸せに暮らせるなら、あとは何でもよかったんだ。

　全部偶ぐう然ぜんだ。

　俺にとって邪じや魔まだから『遺骸レリツク』と『残滓ケイオス』を破壊したくて。

　その結果として教会と同盟と敵対しただけ。

　全ては偶たま々たまだ。

　振り返ってみれば、何もかもそうだ。

　生まれてきたことも。

　やってきたことも。

　俺はただ大きな流れに振り回されてきただけで。

　世界とか人類とか、そんな視点に立ったことなど一度もない。

「……っ」

　自分がこの場にはヒドく場ば違ちがいなのだと理解できた。

　コイツらの問いに答えられるほどの何かを、俺はひとつも持っちゃいない。

　いや……大体、何で俺がこんなこと答えなくちゃならないんだ……？

　元々、こんな問答は逆転の糸口を探さぐるための時間稼かせぎだった。

　大聖女の目的も、人類の救済も、バロールの反論も、どうでもいい。

　仮に、俺が大聖女の手を取らなかったとして、何が変わる？

　そうしたら彼女は俺を救うのを素す直なおに諦あきらめて、ただ強ごう引いんな手段で『残滓ケイオス』を奪うばうだけだろう。

　だったら、一度はあちらにつくフリをして、さらに時間を稼ぐのが利口だ。

　…………いや。

　それ以前に。

　俺は何をそんなに抗あらがいたがっているんだ？

　大聖女の語る人類の救済に、何か異議でもあるのか？

　人々に『世界』を与あたえ、その中で各おの々おのの理想郷を創つくってもらうという彼女の考え。

　この世界を管理することになる彼女を信用さえすれば、それはこの上ない〝救い〟なのではないか？

　誰だれかに犠ぎ牲せいを強しいるわけでもない。

　何かを押しつけるわけでもない。

　外敵の可能性に関しても、ほぼ彼女の言い分が正しい。

　この世界の管理者となった彼女に勝てないなら、どの道人類に勝ち目などないだろう。

　人類がいつか『唯一神』の力を超こえるなんて。

　そんなものはバロールの願望に過ぎない。

　それともまさか、俺はバロールの意見に賛成なのか？

　今を生きる人々の救済よりも、未来の可能性が大事だとでも？

　そんな莫迦な。

　それこそ傲ごう慢まんな考えだ。

　……確かに今を生きる人々の生活は、過去の血と屍しかばねの上に成り立っている。

　だがそれは結果であって、決して是としていい考え方ではない。

　あるいはそれが正しいのだとしても、俺には理解できない。

　なら、やはり大聖女を選ぶべきか？

　それは抗うための時間稼ぎか？

　それとも……本当に受け容れるつもりか？

「……」

　俺はチラリと天てん華かとブリュンヒルデ……シャロ先せん輩ぱいを見やる。

　大聖女の与える『世界』で彼女たちと生きることは、幸せではないのか？

　もう戦わなくていい。

　もう苦しまなくていい。

　何もかも忘れて。

　理り不ふ尽じんのない『世界』で。

　レオンたちも死んでなくて。

　友達はみんないて。

　両親もやさしくて。

　ただ平へい穏おんで平へい凡ぼんな毎日が過ぎていく。

　それは俺の理想じゃないのか？

　俺が願ってやまなかったモノなんじゃないのか？

「……」

　泣きたいわけじゃないのに目め頭がしらが熱い。

　思い起こされる辛つらい日々。

　その過去をすっかり捨てて、ゼロに戻もどれる。

　それはどんなに素晴らしいことだろうか。

　本当に、そう思う。

　大聖女の救いは本物だ。

　俺には欠けつ陥かんなど見当たらない。

　いや、仮にあったとしても些さ末まつ事じなのかもしれない。

　この世に完全などないのだとしたら、求めるべきは完全により近い術すべを模も索さくすることのはずだ。

　であれば、少なくとも彼女のそれは、間ま違ちがいなく完かん璧ぺきに近いものだと思う。

　ほんの僅わずかな瑕か疵しをつついて壊こわす意味などないのかもしれない。

　それに、もし仮に。

　俺が大聖女の手を振ふり払はらい。

　どうにかして彼女の救済を阻そ止ししたとして。

　それで本来救われるはずだった人々に対して、俺は一体何の責任が取れる？

　彼らが手にするはずだった幸せを、俺が代わりに与えることができるのか？

　そんなことは不可能だ。

　つまり、彼女に抗うということは、世界中の人々を苦しませるのと同義だ。

　そんなことをする権利など、それこそ俺にあるものか。

　自分自身のことですら、次々と取りこぼしてきたくせに。

　櫛くし鉈なだ先輩。

　レオン。

　リョーマ。

　俺自身が手にかけた多くの命……。

　結局はバロールの言う通りだ。

　俺に世界は救えない。

　少なくとも、大聖女ほど多くを救えない。

　いや、その言い方すらも傲慢だ。

　大聖女が今日のこの日を遂とげることで救う数と、俺が一いつ生しよう涯がいをかけて救えるかもしれない人々の数など、比べるのも烏お滸こがましいほどの開きがあるのは間違いない。

「……」

　小さい。

　小さすぎる。

　本当に、なぜ俺はこの場にいるのだろうか？

　世界の命運をかけた戦場に身を置くには、あまりにも矮わい小しようすぎる存在だ。

　もう……いいのではないだろうか。

　俺はただ偶たま々たま妹とともに戦いに巻き込まれただけだ。

　その戦いの中で、偶然『残滓ケイオス』を手に入れ、その因果でここまで来た。

　真聖教会が行った十年前の実験や、人々に天使を堕おろして戦わせたことは、もちろん赦ゆるされる行こう為いではない。

　俺だって教会のことは憎にくくて堪たまらない。

　だが、その憎ぞう悪おのためにここで大聖女を殺して、あとに何が残るというのか。

　気が晴れるか……？

　いや。

　天華はそうかもしれないが、俺はあの日復ふく讐しゆうを捨てた。

　俺がここまで来たのは…………そうだ、天華のためだ。

　妹を救うためにここへ来た。

　俺たち兄妹きようだいが幸せに暮らすために、俺たちが戦いに巻き込まれる原因となった『遺骸レリツク』と『残滓ケイオス』を破壊したかった。

　だが、大聖女の救済を受け容いれれば、それも不要となる。

　新しい『世界』でなら、天華も積もり積もった憎悪を忘れ、俺と一いつ緒しよに生きてくれるだろう。

　ああ……なんだ。

　結局はそれだけか。

　救われる人々の数がどうとか。

　大聖女の齎もたらす救済の正せい邪じやとか。

　実のところそれも俺にはどうでもいいのだ。

　ただ単に俺が彼女に救われたいと思ってしまったのだ。

　本当に、ただ、自分のことだけだ。

　ああ、クソ。

　易やすく考えても。

　難しく考えても。

　大聖女の手を払う理由なんてないじゃないか。

　なら……俺は…………。

「神仙雷火さん」

「……！」

　大聖女に名前を呼ばれ、俺はハッと顔を上げる。

　黙だまり続ける俺に彼女が痺しびれを切らしたのかと思ったが、見上げた表情は先さき程ほどと同様に穏おだやかなままだった。

「決心はつきました？」

「……」

　この期ごに及およんで、何を躊躇ためらう？

　大聖女の手を取って、いや、頷うなずくだけでもいい。

　それでいいんじゃないのか……？

「……大聖女よ」

「はい？」

「あなたは正しい。行いは正義で、考えは慈じ悲ひに溢あふれて……選んだ手段だけは認められないが、それはあなたの責任じゃない」

　十年前の実験は真聖教会が行ったものだ。

　だが、それは大聖女の意思じゃない。

　それどころか彼女もその実験で生み出された被ひ害がい者しやだ。

　第二次神話戦争アンスロポスマキアは……あれは、俺や天華が彼女に抗おうとしたから起きた。

　むしろその責任は俺たち兄妹の方にこそあるだろう。

「あなたを受け容れたなら、きっと世界は素す晴ばらしいことになる。誰もが幸せで……俺みたいな悪人ですら、救いを甘かん受じゆし、幸せを手に入れられるはずだ」

　それが正しい。

　誰にとっても。

　俺にとっても。

　だから。

「俺もその手を取りたい」

「……ん？」

　俺が口にした言葉に、大聖女は一いつ拍ぱく置いて首を傾かしげる。

　その手を取ると断言しなかった俺を怪け訝げんな目で見る。

「だが俺には、その手を取ることができない」

「なぜです？」

　純じゆん粋すいに疑問に思ったのか、大聖女はわざわざ尋たずねてきた。

　敵であると決まった時点で殺しても構わないのに。

　であれば、その問いにこそ誠実に答えよう。

　ただ口にすることがどんなに苦しい答えでも。

「……俺は多くの罪を犯おかして生きてきた」

　十年前に妹を救えなかった。

　第一次神話戦争の原因を作った。

　神話代理戦争でレオンを殺した。

　櫛鉈先輩や多くの生徒を護まもれなかった。

　第二次神話戦争アンスロポスマキアでルーを殺した。

　リョーマを殺した。

　天使を堕ろされた人々を殺した。

　全すべては自分の目的のために。

　誰だれかを犠ぎ牲せいにして、今日まで生きてきた。

「その罪を、俺の苦しみを、彼らの苦しみを、俺は忘れたくない」

「……？」

　吐はき出すような俺の言葉に、大聖女はやはり首を傾げる。

「意味不明ですね。そんなの忘れなければいいじゃないですか？」

　至し極ごく当たり前のことを大聖女は言う。

「この世界での苦しい記き憶おくを引き継ついで、新しい『世界』に入ることは可能です。というか、自分で消そうと思わなければ勝手には消えません」

「……」

「もちろん、私はオススメしません。こんな理り不ふ尽じんで不完全な世界の厭いやな記憶、綺き麗れいさっぱり捨ててしまうべきだと思います。ああ、楽しかった思い出とかは別ですよ？」

「……」

「なぜわざわざ覚えておきたいのか私には理解できませんが……貴方あなたが忘れたくないなら忘れなければいい。ただそれだけの話です」

「……」

　まったく嫌いやになるほどその通りだ。

　その通りすぎて、自分が惨みじめな気持ちになる。

「さっきバロールが強い人間も弱い人間も捨てるなと話したが……その区分で言うなら、俺は弱い人間だ」

「はあ……？」

「だから、俺はそんなやさしい『世界』を与あたえられたら、きっとそんなツラい記憶は捨ててしまう」

「……？」

「分かっている。間ま違ちがいだ。間違ってるのは俺だ。正しいのはあなただ」

「……」

「そんなにツラい記憶なら捨てればいい……ああ、その通りだ」

「……」

「もし、俺が、俺のこの人生をもう一度繰くり返せと言われたら……そんなのは絶対に嫌だ。断固として御ご免めん被こうむる。当然だ。こんな苛か酷こくで血に塗まみれた人生、二度と送りたくない」

「……」

「犯した罪も、人を殺した感かん触しよくも、醒さめない悪夢も、血の臭においも、全部忘れたい。楽になりたい」

「だったら、なぜそれを拒こばむのですか？」

　大聖女はやはり分からないという顔で疑問を挟はさむ。

「妹も、恋こい人びとも、友達も、全部あなたの『世界』に持っていって、そこでツラいことは全て忘れて幸せに暮らせばいいじゃないですか？」

「……」

「どうしてそんなに苦しんでいるのに、その記憶を忘れたくないのですか？」

「忘れてはならないからだ」

「……？」

「人には忘れたくても、忘れてはならないことがある」

「……」

「悲しみや、怒いかり、後こう悔かいや、懺ざん悔げ、そして己おのれの罪……あなたの与える救いは、きっと俺からそれを容易たやすく忘れさせてしまう」

「だからそれは貴方だけの話でしょう？」

　大聖女ははじめて苛いら立だったような声こわ音ねで言った。

　分からず屋の駄だ々だっ子を咎とがめる母親のように、呆あきれ交じりの怒おこった口調で。

「貴方がその程度の人間だから、世界中の人々もその程度だと？」

「……」

「貴方と違って、世の中には自分の罪を忘れずに向き合い、罪を背負い続けられる人もいるかもしれませんよ？」

「……」

「そうやって背負ったまま、改めて幸せになれる人もいるかもしれません」

「……」

「貴方の不ふ甲が斐いなさを理由に、他ほかの人が幸せになる権利を奪うばうなんて、それこそ罪深い話だと思いませんか？」

「……ああ……その通りだ」

　まったくの正論だ。

　ぐぅの音ねも出ない。

　反論の余地もない。

　全て彼女が正しく、俺が間違っている。

「だから、そうだ……これはそんな大層な話じゃない」

　俺が大聖女の手を取らない理由は。

　復讐の道を往ゆく妹を救い、ともに歩みたい。

　そのために十年前から続く因いん縁ねんを断たちたい。

　自分の罪を忘れないために、全てを赦ゆるしてしまう『世界』を拒みたい。

　そうだ。

　要するに。

「俺が戦う理由は最初から、全部ただの己の弱さエゴだ」
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「……何と言うべきか…………理解に苦しみますね」

　大聖女は額を押さえて、大きくため息をついた。

「忘れてはならないと自戒しておきながら、理想郷に到いたったらきっとそれを自分から忘れてしまうから、だから理想郷を拒みたい……と、つまりこういうことですか？」

「ああ」

　俺は頷く。

「意味不明です」

　大聖女は首を傾げる。

「そうすべきと分かっているのにできない……ダメだと分かっているのにやってしまう……そんなことがあるのですか？」

「あるんだよ……情けないことにな」

『──ウヒヒヒ、要は堕だ落らくするって奴やつだな』

　自らのやるべきことを定め、それに邁まい進しんしてきた大聖女には分からない感覚だろう。

　バロールの言うように。

　快楽に負け。

　欲よく望ぼうに負け。

　己の弱さにも負け。

　人はいとも容易く堕落する。

　頭では分かっているのに、楽な方へ逃にげてしまう。

　それがどんなに大切なことでも、辛つらいことから目を背そむけてしまう。

　当たり前のことができない……それが、俺の程度だ。

「だとしても、少し解げせませんね」

「？」

「なぜ、今ここで私を拒むのですか？」

　大聖女は訝いぶかしむ。

「適当に話を合わせておけばいいじゃないですか。少なくともこの場で拒むより、私を不意打ちで殺せる機会は増えると思いますが」

「……何だそんなことか。それも情けない理由だ」

「？」

「一度でも頷うなずいてしまったら、二度と拒めなくなる気がしただけだ」

　状じよう況きように流され続けてこんなところまで来てしまった俺だ。

　ここで踏ふみ留とどまらなければ、また流される気がした。

　不意打ちのチャンスを棒に振ふったのは、たったそれだけの理由だ。

　尤もつとも神しん罰ばつ者三人に囲まれたこの状況で、はたしてチャンスと呼べる機会などあったのか甚はなはだ疑問だが。

「『残滓ケイオス』の譲じよう渡とに貴方が同意してくださらなければ、もう殺して奪うほかありませんよ？」

「……」

「もしかして、もう諦あきらめてます？」

「……」

　大聖女の質問に、俺は答えられなかった。

「あ、そうだ」

「……？」

「じゃあ貴方のことは救いませんから、『残滓ケイオス』だけ譲ゆずってもらえませんか？」

「……それで、全人類が自分たちの『世界』に引き籠こもったあと、空っぽになったこの世界で俺だけ孤こ独どく死ししろと？」

「まあ、そうなりますね」

「……本当に人間の感情が理解できないんだな」

「？」

「いいから、そんな目に遭あわせるくらいなら、ここでさぱっと死なせてくれ」

「そうですか。残念です」

　大聖女はそう呟つぶやいて、師し匠しように合図を送る。

　いよいよ、か。

『──さてと、ここからどうするライカ？』

（どうすると言われてもな……たまにはお前が案を出せバロール）

『──おいおい、何も考えてねーのか？』

（考えてどうにかなるラインはとうの昔に過ぎた）

　あと縋すがれるものがあるとすれば、それこそ奇き蹟せきくらいのものだ。

『──チッ、どうせなら俺サマもシャロの肉体からだを味わいたかったぜ』

（貴様は最さい期ごまでそれか肉にく欲よく魔ま神じん）

　俺が魔神に呆れ果てている間に、師匠が刀を鞘さやから抜ぬく。

「サミュエル。ちょっと莫ば迦か弟で子しに正座させられない？」

「正座？」

「前に一いつ緒しよにチャンバラ映画観みたでしょ。あの膝ひざを折って地べたに座るアレよ」

「うーん……ああ、あの変な座り方ですか。できますが、なぜ？」

「日本人の処しよ刑けいスタイルといえば正座よ」

「もしかして、セップクですか？」

「そうそう。一回やってみたかったのよねーカイシャク」

　師匠、なんかちょっと楽しそうじゃないか？

　本当に人格破は綻たん者だなこの人は。

「拘こう束そくされたままじゃ腹は切れませんけど？」

「そこは妥だ協きようするわ」

「ああ、そうですか……」

　もはや言葉もない。

　というか、腹を切らないなら切腹じゃなくて打ち首だ。

　一ひと太た刀ちで首を落とすのは高等技術らしいが……まあ、師匠にその心配は無用か。

「雷火！」

「おにーちゃん！」

　ブリュンヒルデと天華の悲鳴が聞こえる。

「大聖女。あのふたりは殺さないでやってくれるか？」

「私の救済を受け容いれてくださればもちろん」

「そうだろうな」

　俺は少しだけ振り返り、ブリュンヒルデの目を見る。

「ブリュンヒルデ……それにシャロ先せん輩ぱい、俺が死んだなら、素す直なおに大聖女に従ってください」

　魔眼による命令。

　俺の死後も効くかは不明だが、いちおうかけておく。

　彼女たちには死んで欲しくない。

「嫌いやだ……！　諦めるな雷火！」

　ブリュンヒルデが泣いている。

　その泣き顔が胸に刺ささった。

　しかしもう、本当にどうしようもないのだ。

「天華」

「……っ」

　天華は表情を歪ゆがめて、俺を見返してきた。

「頼たのむから、もう復ふく讐しゆうをやめて、幸せに生きてくれ」

「嫌」

　そう答えるのは分かっていた。

　妹を魔眼で従わせることはできない。

　だが願わずには、請こわずにはいられなかった。

「別れは済んだ？」

　師匠が訊きいてくる。

「どうでしょう……言いたいことはまだありますが、言葉が思い浮うかびません」

　俺がそう答えると、師匠はただ小さく「そう」と頷いた。

「おい！　おにーちゃんを殺したらお前を殺してやる！」

　天華が牙きばを剝むき、師匠を脅おどす。

　しかし、それは誰だれの目から見ても無理なのは分かっていた。

　異い端たん殺しの結界によって全すべてのステータスを下げられ、サミュエルの拘束術式が完全に動きを封ふうじている。

　万ばん全ぜんであればサミュエルの光こう帯たいを破ることもできようが、異端殺しの結界がある限りそれは不可能だ。

　異端殺しの結界がある限り──




　──と、唐とう突とつにその結界が搔かき消えた。




　俺の仲間たちは、引き下げられていたステータスが戻もどることでそれを悟さとり。

　神罰者たちは引き上げられていたステータスが戻ったことでそれに気づいた。

　誰かが結界の術者を斃たおしたのか──!?

「!!」

　反応が最も迅はやかったのは天華だった。

　結界が消えてから瞬まばたきも許さぬほどの刹せつ那なで、地下聖堂に稲いな妻ずまの嵐あらしが吹ふき荒あれる。

「ッ!?」

　光帯を通して奔はしった電流に、俺も全身を貫つらぬかれる。

　不意打ちに近い形で大ダメージを受けたが、それでも何とか意識は保った。

　だがダメージ自体は深刻で、全身の痺しびれが抜けるのには一分はかかる。

　同じく光帯で拘束されていたブリュンヒルデや、光帯の大本であるサミュエルも似たようなダメージのようだった。

「アアァ！」

　力を取り戻し、黒衣アルゲスのドレスを身に纏まとった天華は拘束術式を引きちぎる。

「ッ！」

　さらに先さき程ほどの雷らい撃げきを喰くらって動きの鈍にぶったサミュエルを狙ねらい、『雷霆ケラウノス』の一いち撃げき。

「グアッ！」

　サミュエルは残った光帯を束ねて楯たてとしたが、神界最強の兵器の威い力りよくまでは殺しきれず、全身を壁かべに叩たたきつけられて、そのまま気絶した。

　彼が気を失って俺とブリュンヒルデの拘束も解けるが、痺れてまだ体が動かせない。

　動けない俺の眼前で天華は次の狙いを定める。

　即すなわち、この場におけるキング──大聖女へと。

「「──ッ」」

　師匠とクレイマンの反応も迅かった。

　サミュエルが斃された瞬しゆん間かん、リズが天華の前に前衛として立ちはだかり、クレイマンが後衛としてそのフォローに回る。

　目配せすらない瞬時の判断に阿あ吽うんの呼こ吸きゆう。

　刀と銃じゆうという武器の違ちがいから見ても、その役割分担は正しかった。

　もし判断ミスがあったとすれば。

　──天華と直接対たい峙じしなかった師匠は、その黒衣の新能力を知らなかったという一点だろう。

「フッ！」

　師匠の抜き打ちは天華の首を正確に狙っていた。

　が、しかし。

　──ブンッ──

「!?」

　師匠の刀はその刀身を半ばから焼失した。

　アルゲスが持つ絶対焼失現象。

　触ふれようとするモノの悉ことごとくを焼き尽つくす絶対防ぼう御ぎよ。

　当然、それは師匠も知っていただろう。

　ゆえに末まつ端たん部や首を狙うのは正しい。

　だが、結果として彼女は刀を失った。

「……ッ」

　俺はその瞬間を見た。

　天華の黒いドレスから揺ゆらめき立つ焰ほのおの火の粉が、師匠の刀に触れた途と端たんに刀身全体に燃え広がったのを。

　あの黒い焰は、おそらくブリュンヒルデから奪うばったラグナロクの焰だ。

　あれをアルゲスのドレスに織り込むことで、絶対焼失現象をドレスの着衣部分だけでなく、黒こく焰えんにまで付ふ与よしたのか……!?

　それも空中に飛び散る極ごく小しようの火の粉ですら、あれほどの焼失現象を起こすなんて。

　あんな不規則な焰を──ましてやそこから飛び散る火の粉まで完全に躱かわして斬きるなど、師匠といえども初見では不可能だ。

「ッ！」

　師し匠しようの虚きよを衝ついた天華はその脇わきをすり抜け、そのまま地下聖堂の奥へと突っ走る。

　残る壁はクレイマンただひとり。

　だが彼は地上の大聖堂でこの姿の天華と直接戦っていた。

　その黒焰の脅きよう威いを誰よりも理解していたはずだ。

「……っ」

　であればこそ、クレイマンは自身の放った銃じゆう弾だんが黒焰に阻はばまれても動じず、手にした銃を捨てた。

　そして、彼はその体をもって天華の突とつ進しんを止める。

　その捨て身の楯は、確かに天華の動きを押し止とどめた。

「……ぐフッ！」

　その代だい償しようとして、クレイマンはその腹をアイギスの傘かさに貫かれた。

　彼の背まで貫いた傘を天華が引き抜くまでにかかったのは２、３秒。

　他ほかの誰かであれば立て直す余よ裕ゆうも反はん撃げきに転じることもできた隙すきだろう。

「クレイ……！」

　だが大聖女にできたのは、斃れる男の名を呼ぶことだけだった。

　しかし仕方ない。

　どう見ても彼女は戦せん闘とうの素人しろうとだ。

　そんな数秒で次の判断などできない。

「死ィィィネェ！」

　その大聖女に、死に物狂ぐるいの天華が襲おそいかかる。

　傘で突き殺すか。

　黒焰で焼き殺すか。

　稲妻で消し飛ばすか。

　大聖女の命は、天華の手の内にあった。

　少なくとも、その一いつ瞬しゆんまでは。

　しかし。

「……」

　大聖女は動じることなく、ただ手を前に翳かざした。

　それだけだ。

「グッ……!?」

　それだけで、天華が呻うめき声を上げる。

　アイギスの傘がバラバラになり、黒焰が消え、紫し電でんが消え、その身に纏まとう神かむ衣いがボロボロと崩くずれ出す。

「『唯ゆい一いつ神しん』って、どういう存在か知ってますか？」

　力を失っていく天華を前に、大聖女が淡たん々たんと語る。

「文字通り『唯一の神』──転じて他の神の存在を赦さぬ神のことです。『遺骸レリツク』に遺のこった微かすかな権能でも、私に対して他の神が力を奮うことはできません」

「……ハッ！　知ってるよそんなこと！」

「！」

　力を失って蹲うずくまったかに見えた天華がダンッと地を蹴けって立ち上がる。

　その手には、いつの間にか隠かくし持っていたナイフが握にぎられていた。

　ゼウス神の権能ではない、ただの人の手で作られた凶きよう器きが。

　天華はかつて『唯一神』を降ろしかけた存在。

『遺骸レリツク』の持つ特性など、彼女は先刻承知だったのだ。

　そして──




　──ズンッ!!と、鈍にび色いろの刃やいばが大聖女の胸に突き立てられる。




「……、……っ」

　大聖女の口が何かを言いたそうにパクパクと動いた。

「フンッ！」

　天華はそんなものに耳を貸さない。

　ただナイフの柄つかを握る手にさらに力を込こめ、大聖女の胸を縦に引き裂さいた。

　ぶしゃっと噴ふき出した相手の血を浴びながら、天華は開いた胸の中へ自分の手を突っ込む。

　そのままグチュグチュと大聖女の体の中をまさぐる。

　と。

「アハッ！」

　天華が大聖女の中から手を引き抜ぬく。

　その手には、ドクドクと脈打つ心臓が握られていた。

　あれが『遺骸レリツク』──!!

　直感的に俺はそれを悟さとった。

「チッ！」

　斃たおれる大聖女を見て師匠が動く。

　先程の交こう錯さくの際、紫電や黒焰であちこちを焼かれたあの人の体はボロボロになっていた。

　それでも全身から血を撒まき散らしながら、天華を止めようと間合へ踏ふみ込む。

「ハッ！」

「ッ！」

　だが、師匠は天華の『雷霆ケラウノス』で軽く蹴け散ちらされた。

　武器を失った彼女では、天華を止めることができない。

「……っ！」

　俺はまだ痺れる体を無理やり起こす。

　左ひだり腕うでの肘ひじから先がないので余計に手間取った。

　というか、電でん撃げきで体が痺れた所せ為いで身体操作が疎おろそかになり、切断面から血がまた溢あふれ出している。

　もはやいつ失血死してもおかしくない状態だが、何とか俺は立ち上がった。

　だが、あまりにも遅おそかった。

　あまりにも。

　俺はまた間に合わなかった。

「やっとだよ、おにーちゃん」

　天華は『遺骸心臓』を持ったまま、恍こう惚こつとした表情で告げる。

「さあ、一いつ緒しよにこの世界を滅ほろぼして、あたしたちだけの世界を創つくろう、おにーちゃん」

　以前と同じ言葉。

　この世のあらゆるものを殺し尽くして、兄妹きようだいだけの世界を欲ほつする。

　それが俺の妹の願い。

「おにーちゃん、『残滓ケイオス』をあたしに返して」

　天華はそう言って、俺に向かって手を伸のばす。

　大聖女がそうしたように、俺に『残滓ケイオス』の譲じよう渡とを求めてくる。

「……断る」

　それを俺は、以前と同じように拒きよ否ひした。

「……あは」

　天華が嗤わらう。

　歪いびつに。

　泣きそうに、口くち許もとを捻ねじるように吊つり上げて、無理やり笑みのような表情を浮うかべる。

「あは、は……はは」

　嗤う。

　嗤う。

　泣き声を上げながら、天華は嗤った。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そして、急にそう言った。

　俺を見て。

　それ以外を見ないように。

　無理やりと。

　天華は縋すがるように、俺だけを見ていた。

「大丈夫だよ、おにーちゃん。全部大丈夫」

　壊こわれたように妹は繰くり返す。

「おにーちゃんが莫ば迦かで、愚おろかで、弱くて、頭の悪い弱虫だって、あたしはちゃんと分かってるから」

　天華の纏うドレスが再び漆しつ黒こくに染まる。

　滅びの焰が揺らめき立ち。

　破は壊かいの紫電が空気を焦こがす。

「だから、あたしがおにーちゃんの間ま違ちがいを正してあげる」

「……っ」

　その涙なみだ声ごえに、俺も心を抉えぐられる。

　こんな……。

　こんな風になるまで、俺の妹は追い詰つめられていたのか。

　あの日、俺が救えなかった所為で。

「全部終わったら、きっとおにーちゃんも喜んでくれるよ」

「天華……」

「だって、だってね……っ！」

　天華は泣き顔のまま、必死に叫さけんでいた。

「だって、おにーちゃんは……あたしの〝おにーちゃん〟なんだから!!」
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「おにーちゃん……」

「……」

　俺は天てん華かを前に、飛びそうになる意識を必死になって保っていた。

　コンディションは最低。

　状じよう況きようは最悪。

　正直、まだ生きてること自体が奇き蹟せきのようなものだ。

『──ウヒヒヒ、まさかの逆転と言うべきか、あるいは当然の帰結か、最後はあの小こ娘むすめが舞ぶ台たいに立つか』

　大聖女を殺した天華を見て、バロールがクツクツと嗤わらう。

『──やはりこれがお前の運命らしいな』

「運命……か」

　確かに、さっきまで俺たちの前に立ちはだかっていたのは大聖女だった。

　生せい殺さつ与よ奪だつ権を握られ、絶体絶命のピンチに陥おちいった。

　だが、気がつけばこの最後の舞台に立っているのは、俺と天華だ。

　思えば十年前も。

　そして今日も。

　この舞台を始めたのも、そして終わらせるのも、俺たち兄妹。

　それが運命……か。

「どこの女め神がみが仕組んだのか知らないが、これが運命なら悪あく趣しゆ味みにもほどがある」

『──ウヒヒヒ！　さあ、この運命に抗あらがえよ人間ミレシアン』

　おもしろがるような魔ま神じんの声に、俺は辟へき易えきする。

　世界の破は滅めつをかけた兄妹の愛あい憎ぞう劇。

　その物語の結末クライマツクスも、コイツにとっては最大最高の喜劇シヨーだろう。

「雷らい火か！」

「ブリュンヒルデか……」

　どうやらブリュンヒルデも雷らい撃げきの痺しびれから立ち直ったらしい。

　彼女は大たい剣けんを手に、俺の許もとへと駆かけてくる。

　その目がふと俺の失った左腕うでへ注がれ、悲痛に歪ゆがむ。

「大丈夫か、腕が……」

「ああ……」

　まずは答えるが、今にも倒たおれそうだ。

　足りない集中力で止血は進めているが、仮にそれができたとして……。

「ブリュンヒルデ」

「どうした、雷火？」

「……」

「雷火？」

「……スマン。正直、今の俺は役立たずだ」

　左腕を失い、連戦と失血で体力は限界。

　まず戦うにしても没ぼつ収しゆうされた武器を回収せねばならず、そもそも銃じゆう弾だんが師し匠しようとの戦いですでに尽つきている。

『残滓ケイオス』による銃弾生成もこのコンディションでできるかどうか。

　頼たのみの綱つなの魔眼も種切れ。

　役立たずどころか、むしろ足あし手で纏まとい。

　この最終決戦に、俺は何の力にもなれないだろう。

　けど。

「それでも俺は……妹を助けたい。だから、頼む……」

　俺はブリュンヒルデに振ふり絞しぼった声で、縋すがった。

「お前の力を貸してくれ」

「……任せておけ！」

　ブリュンヒルデは迷いなく頷うなずいた。

「終末の焰ラグナロク！」

　構えた大剣に黒い焰ほのおが宿る。

　その焰は彼女の体を蝕むしばむ諸もろ刃はの剣つるぎだ。

　だが、今の俺には……それに縋る以外に、妹を救う手段がなかった。
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　私──ブリュンヒルデは剣を構え、神しん仙ぜん天華と対たい峙じした。

「……」

　神仙天華は鬱うつ陶とうしそうな目でこちらを見やる。

「なーんでアンタが、あたしのおにーちゃんの隣となりにいるの？」

「それがどうした」

「……ウザい」

　神仙天華は吐はき捨てる。

　私が雷火の隣にいるのが心底気に喰くわなそうだ。

　その時、私はあることに気づく。

「おい、神仙天華。右手に持っていた『遺骸心臓』はどこへやった？」

「教えねーよ」

　神仙天華は乱暴な口調で答える。

　苛いら立だっているのか、それにしても様子がおかしい。

　確かに神仙天華はその行動原理はともかく、常にブレない軸じくがあった。

　いかに狂きよう気きと言われても、揺ゆるがない強さがあり、それゆえに恐おそろしい難敵だった。

　しかし、今の彼女はやけに危あやうい。

　何かの箍たがを失ったような、そんな不安定さ。

　いつ壊れてもおかしくない脆もろさを感じる。

「アンタさ……マジでいい加減にしてよ」

　神仙天華は私を疎うとましそうに睨にらみながら、言う。

「島の時といい今といい……どこまであたしの邪じや魔まをしたら気が済むわけ？」

「お前が雷火を悲しませるからだ」

　雷火と敵対しないなら、私も剣を取る理由はない。

「……お前の境きよう遇ぐうは雷火から聞いた」

「ふぅん？」

「確かに悲ひ惨さんな過去だ。他者を憎にくむのも無理からぬことだと思う。だがあえて言うが、その憎しみは捨て去るべきだ」

「……」

　神仙天華は話にならないとばかりに目を細める。

「いちおう聞いてあげる。何で？」

「なぜ戦場においても礼節と作法があり、騎き士し道どうと呼ばれる範はんが存在したと思う？」

「知らない」

「それは、この世界は誰だれもが殺し合わねばならない戦場だからだ」

　人間は人間を殺す。

　動物も動物を殺す。

　虫は虫を。

　植物は植物を。

　種族の垣かき根ねも越こえ、人間が動物を、動物が虫を、虫が植物を、植物が人間を殺す。

　同族親類ですら殺し合う。

　親が子を。

　子が親を。

　兄妹が姉弟を。

　主人が家か畜ちくを。

　強い者が弱い者を。

　弱い者がさらに弱い者を。

　食べ物のために。

　縄なわ張ばりのために。

　繁はん殖しよくのために。

　身分のために。

　仇かたきのために。

　意地のために。

　何かよく分からないもののために。

　暴力を用いて殺す。

　剣で殺す。

　拳こぶしで殺す。

　棍こん棒ぼうで。

　弓で。

　槍やりで。

　銃じゆうで。

　暴力を用いずとも殺す。

　毒で。

　餓うえで。

　金で。

　風ふう聞ぶんで。

　無視で。

　命令で。

　多数決で。

　無む作さく為いに殺す。

　計画的に殺す。

　社会システムで殺す。

　大量に殺す。

　皆みな々みなで殺す。

　皆々を殺す。

「生きるとは即すなわち他者から奪うばうことにほかならない。それは時代も場所も平時も戦時も問わず変わらない自然の摂せつ理りだ」

「そうだね……で、それが何？」

「殺し合いは摂理だ。だが憎ぞう悪おは別だ。世界を憎み続ければ、やがて世界そのものが壊こわれてしまう。だから、人は名めい誉よという概がい念ねんを創つくった」

「……？」

「他者から奪う行こう為いに正せい邪じやをつけ、勇ゆう敢かんさや忠節を誉ほまれと呼んだ。誉れを以もつて憎悪を除き、生者と死者の名誉に変えた」

「正しく奪い合うならそれは間違った行いではないから、互いに憎み合う必要もないって？」

「そうだ」

　信義に則のつとり戦うならば勝利は美しく、敗北もまた忠義の華はなとなる。

　騎士道に恥はじぬ戦いを果たしたならば、勝者にも敗者にも名誉が与あたえられる。

「ハッ」

　神仙天華は鼻で笑う。

「莫ば迦か莫迦しい。殺し合いに名誉なんて空想の概念を与えた程度で、奪われた側の憎悪を取り除けるわけないじゃん」

「……そうだ。だが──騎士道とは、人が憎しみを捨て去るために試行錯さく誤ごした努力の証あかしだ」

　名誉とは感謝と同じく、本来形のないものだ。

　生き物を殺して得た糧かてを前に、なぜ人間は感謝を述べるのか。

　誰かを殺して食べねば自分が死ぬのが命の理ことわりだ。

　なら感謝されながら食べられれば、殺された者は恨うらみを抱いだかぬのか？

　きっとそんなはずはないのだろう。

　だが食べねば生き物は死ぬ。

　なら生きるとは即ち憎しみ合いと殺し合いの連れん鎖さでしかないのか。

　それはそうなのだろう。

　だが、そうでなくなったらいいと誰かが思った。

　当然理を当然理のまま流さず、自らのために殺した相手に対する悼いたみを感謝として表して、その形のないものによって、殺し殺されるしかない憎悪の輪りん廻ねを、別の何かにできないかと試みたのだ。

　そうせ殺さざるを得ない世界の中で。

　それ以外の何かを模も索さくした。

「名誉に感謝。腹を満たすこともなく、何かの役に立つわけでもないそのふたつこそが、私は人間の最大の発明だと思う」

　それは幻まぼろしかもしれない。

　空想かもしれない。

　ないものを有り難がっているのかもしれない。

　だが。

「それこそが無む慈じ悲ひなこの世界に抗あらがう人の心が持つ善ぜん性せいの証左だ」

　敵同士であっても、相手には敬意を払はらう。

　卑ひ怯きようを恥はじと定め、正々堂々を善として、殺し合いの中に名誉を生む。

　誉れある者と戦うことはそれ自体が誉れ。

　正しき作法に則って勝利すればそれは誉れ。

　名誉ある敵に敗れるとも、堂々と戦ったのならそれも誉れ。

　やっていることはただの殺し合いと変わらないが。

　命の奪い合いを、崇すう高こうな別のものへ変えようとした。

　それを欺ぎ瞞まんと呼ぶのもまた真実だろう。

　だが、たとえ騎士道そのものが夢ゆめ幻まぼろしに過ぎぬ偽いつわりだとしても、それは必然として殺し合う運命さだめに抗おうとした人間たちの知ち恵えと努力の結果であったはずだ。

「生きていれば他者を憎むことがあるのは当然だ。であればこそ、それに抗うべきだ。憎悪を抱くなとは言わない。だが憎悪に憎悪で返すな。それでは世界は変わらない。お前の歩む人生世界も一生変わらないままだ」

「……知るか莫迦」

　神仙天華は心底不ふ愉ゆ快かいそうに吐はき捨てる。

「アンタまであたしに説教？　ウザい通り越して笑えるんだけど」

「……ッ」

　神仙天華の纏まとう黒のドレスから焰ほのおが地面へと漏もれ出す。

　それは彼女の足あし許もとに、まるで泥どろのように広がった。

　彼女を中心にできた焰の沼ぬまは、まるで底無しの闇やみのようだ。

「一回アタシに勝ったからってさ、まさか調子に乗ってる？　アンタの焰を取り込んだあたしのアルゲスドレスとアイギス傘には、もう二度と『神話殺し』なんて効かないからね」

　確かにそれは厄やつ介かいな点だ。

　前回の勝利は、ラグナロクの焰のおかげだ。

　あらゆる神話にまつわるものを滅ほろぼす『神話殺し』。

　それがあったから『雷霆ケラウノス』を打ち破ることができたのだ。

　だが、ラグナロクの焰を自らの力に取り込んだ彼女の装神具アーテイフアクトと『レガリア』は、もはや『神話殺し』と同質──ゆえに、一方的に滅ぼすことは不可能だ。

　となると……勝負は再びお互いの素すの力比べとなってしまう。

　業ごう腹はらだが、所しよ詮せんは下位神格の私では、主神クラスの彼女とまともにやっても勝てる見み込こみはない。

　となればあと残るのは……。

「捨て身の接近戦で自分の得意分野剣の勝負に持ち込んでどうにか、なんて思ってんの？」

「!?」

「莫迦バーカ。顔に出てんだよ」

　神仙天華は嗤わらい。

　その直後、泥のように広がっていた黒こく焰えんから巨きよ大だいな何かが這はい出てくる。

　一体や二体ではない……。

　何体も……何体も……おぞましい怪かい物ぶつたちが現れる。

　それはあの島で私たちを苦しめた巨きよ人じんたちですらなかった。

「アタシが何の意図もなく莫迦の話につき合ってあげてたと思う？」

　このための時間稼かせぎか!?

「クッ……！」

　頭を複数持つ魔ま犬けんが二匹ひきいた。

　九つ首の大だい蛇じやがいた。

　獅し子しの頭に山羊やぎの胴どう体たいに毒どく蛇へびの尾おを持つ化け物がいた。

　彫ちよう像ぞうのような体たい軀くと毛皮を持つ獅子がいた。

　数えきれぬ頭を持つ竜りゆうがいた。

　あり得ぬほど巨大な牙きばを持つ魔ま猪じしがいた。

　蛇の髪かみを持つ目め隠かくしをした美女がいた。

　人の頭に獅子の体を持つ魔ま物ものがいた。

　美女の上半身に大魚の下半身、そして腹に獰どう猛もうな牙の生えた大口があいた怪物がいた。

「双頭の魔犬オルトロス。地獄の番犬ケルベロス。多頭の毒蛇ヒユドラ。キマイラ。ネメアの獅子。不死の百頭竜ラドウーン。クロミュオーンの牝め猪じし。ゴルゴーン。スフィンクス。スキュラ。ギリシャ神話に名だたる異形の怪物たち」

　怪物の群れにまるで母のように囲まれながら、神仙天華が告げる。

「アンタの焰を取り込んだ結果、アタシにはギリシャ神話における終末の象しよう徴ちようテュポーンと同じ属性が備わった。これはアタシにも予想外だったけれど」

「……ッ！」

「おかげで、アタシはテュポーンが産んだとされる怪物たちの母として、その使し役えき権を行使できる」

　神仙天華は自分の頰ほおを撫なで、さらに残ざん忍にんに嗤う。

「神話においてテュポーンはゼウスに匹ひつ敵てきする力を持った怪物中の怪物。その両方の権能を持つアタシに、オーディンの使いパシリ如ごときが太た刀ち打うちできると思ってるの？」

　ゼウスはあらゆる神話の神と比べても１、２を争うほど絶大な力を持っている。

　その上、それに匹ひつ敵てきする怪物の力まで取り込んでいると云いう。

　それだけで戦力は単純に二倍……神仙天華がそれを十全に使いこなせば、さらに何倍もの力に変えられるだろう。

　絶望をさらに絶望で塗ぬり固めたような戦力差だが。

「ッ」

　それでも私は前を向き、竜殺しの神剣ノートウングを構える。

　この背に護まもる、私が愛した男のために。

「来いっ！」

「死ねよ莫迦バーカ」

　神仙天華の号令で、怪物たちが一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。

　それはまるで津つ波なみのようだった。

　魔ま性しようの怪物による殺さつ戮りくの波は濤とう。

「焰よ、我が身を糧かてに燃えよ！」

　私は大剣を手に、まずはオルトロスに斬きりかかる。

　艶つややかな黒毛の魔犬は、北ほく欧おう神話のガルムも思い起こさせる獰猛な牙の持ち主だった。

「！」

　その俊しゆん敏びんさは野生そのもの。

　私の渾こん身しんの打ち込みを直前で見事に躱かわす。

　そのあとを追い討うとうと刃やいばを返すが、反対側から今度はケルベロスが爪つめを薙なぐ。

「クッ！」

　ギリギリで爪を黒焰で焼くが、致ち命めい傷しようは与えられなかった。

　この怪物たちは素のままだ。

　ゆえに『神話殺し』は効く。

　しかし、オルトロスとケルベロスは互いが互いの囮おとりとなり、私に的を絞しぼらせない。

　犬の狩かりは群れの連れん係けいにより、己おのれよりも巨大な敵を殺す。

　いかに強力な武器も、当たらなければ意味がない。

「オオオオオ！」

「！」

　それにこの敵たちは強大だ。

　上空に陣じん取どったラドゥーンの百頭が吐いた火か炎えんは、まるで赤い豪ごう雨うのように地上に降り注ぐ。

「チッ！」

　回かい避ひ不能の攻こう撃げきに、私は大剣を楯たてに受け止めるしか術すべがない。

　火炎の大雨で視界を失う。

　それが晴れた時、前後左右を怪物たちに囲まれた。

　正面からキマイラが襲い来る。

　背後からはネメアの獅子とスキュラ。

　左右からはクロミュオーンの牝猪にスフィンクス。

　上空にはラドゥーン。

　ケルベロスとオルトロスは群れの陰かげから奇き襲しゆうを狙ねらっている姿がチラチラと見える。

　俊敏さで他ほかの怪物に一段劣おとるゴルゴーンは、後方から致命の一いち撃げきを窺うかがっていた。

「ハアァ！」

　黒焰を纏まとった刃がキマイラの尾となる毒蛇を断たつ。

「ギィイ！」

　毒蛇の首は蛇とは思えぬ悲鳴を上げた。

　だが、その尾は本体のキマイラが死なぬ限り再生を繰くり返す。

　復活した蛇はその毒どく牙がでなく、なんと炎ほのおを吐いて反はん撃げきしてきた。

「クソッ」

　炎を吐く怪物が多すぎる。

　人体はとかく炎に弱い。

　ノートゥングがあれば防げるが、しかし防ぐのにいちいち足止めを喰くらう。

　多対一の戦せん闘とうで、敵にばかり仕切り直されるのは辛つらい。

　何よりマズいのが、怪物たちに囲まれて肝かん心じんの神仙天華が何をしているのか見えないことだ。

　私を殺す策を練っているのか。

　雷火を奪うばう手立てを作っているのか。

　あるいはもっと恐おそろしいことをしているのか。

　ともかく囲みを突とつ破ぱしなければどうにもならない。

　こちらも終末の焰ラグナロクを広げれば敵を遠ざけられるが、それは自身の限界を早めることに繫つながる。

　元より分不相応な力だ。

　だが出し惜おしみをすれば即すなわち死だ。

　しかし、加減を忘れればシャルロッテの体は……。

『──ブリュンヒルデさん、もっと全力を出して！』

「シャルロッテ……だが……」

『──雷火くんを護るんでしょう!?』

「……！」

　そうだな、シャルロッテ。

　それで良しとお前が言ってくれるなら。

　私も全力で応こたえよう。

　たとえこの場に果てることになろうとも。

　お前とならば本ほん望もうと言い切ることができる。

「であれば、共に征ゆこう！」

　黒き焰を身に纏う。

　神仙天華のドレスを真似まねるように、己の鎧よろいに炎を這わせ、敵を滅ぼす楯とした。

　燃えろ。

　我が命よ、燃えろ。

　この死地こそが騎き士しの。

　いや──乙女おとめの本ほん懐かいだ！

「アアアァ！」

　命をガソリンに激しく燃え上がった黒焰。

　ただ剣に纏まとわせていた時とは段だん違ちがいの火力を前に、さしもの怪物たちも一いつ瞬しゆん動きに躊躇ためらいが生まれる。

「───ッ」

　その惑まどいの一瞬を見切り、神剣を以もつてスキュラの腹を牙ごと両断する。

「ギャオオオオ！」

　上空のラドゥーンの咆ほう哮こう。

　同時に降り注ぐ炎の雨。

「ッ！」

　私は火か炎えん弾だんの豪雨めがけて真正面から突つっ込む。

　本来であれば骨も残らぬ業ごう火かを、黒焰で防ぎ、突き抜ぬける。

「ギィッ！」

　火炎を抜けた直後、ラドゥーンの首を横よこ薙なぎに刎はね飛ばす。

　首を十落としてもなお、百頭竜は死なずに残る九十対ついの眼まなこで私を睨ねめつける。

「ハァ！」

　私は嚙かみついてきた頭を蹴けり飛ばし、その反動でラドゥーンの胴体に着地する。

　そして、ノートゥングを深く突き刺さし──ラグナロクの焰を内側から爆はぜさせた。

　爆散したラドゥーンは肉にく片へんを撒まき散らし、その肉の一いつ片ぺんまでも黒こく焰えんで次々と燃え尽つきていく。

「クッ！」

　私は着地と同時に次の敵を、と踵かかとに力を込こめるが。

　怪かい物ぶつたちは素す早ばやく私から距きよ離りを取っていた。

　代わりに、死線を開けていた。

　ゴルゴーンの視線が通る道を。

　視みることを媒ばい介かいとする魔眼を防ぐ術はない。

「ッ」

　やられた──そう思った時、私を庇かばうように誰だれかの背中がゴルゴーンの魔眼を遮さえぎる。

「あーシンド」

「お前は……」

　その背中は、教会の神しん罰ばつ者……確か、雷火の師し匠しようのリズとかいう女だった。

　彼女は邪じや眼がん殺しの天使を宿している。

　おそらくその力でゴルゴーンの魔眼を打ち消し、私を庇ったのだろう。

「なぜ私を庇った？」

「別にぃ、たいした理由はない」

　リズは口くち許もとの血を拭ぬぐいながら答える。

「私は私を戦わせてくれるなら、誰が何をしたってどーでもよかった。でも、肝心の雇い主大聖女が殺やられちゃったからなぁ……」

　喋しやべりながら、リズはチラリと後ろにいる雷火に視線をやる。

「だからまあ、今度は莫ば迦か弟で子しの手先になってもいーかと思ってね」

「お前……」

「……アイツも昔は独りで何でもやるってツラしてたのに、誰かを頼たよるようになったんだな」

　その時のリズの目は、これまでの戦せん鬼きのような爛らん々らんとした眼光と違ちがっていた。

　喩たとえるなら……まるで母親のような。

「大きくなったなぁ」

　それからリズは前を向く。

　手に持つ刀は刀身を半ばから焼失し、肉体は満まん身しん創そう痍い、それでもなお立ちのぼる強者のオーラ。
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「ま、お互たがいやるだけやろうか」

　しかし、その彼女をしても、やはりここは死地のようだった。

　生せい還かんの望みはおそらくない。

　だがそれもそうだろう。

　敵はそれだけ強大だ。

　私たちにできることがあるとすれば、それは繫ぐことだけだ。

　あるのかどうかも分からない希望。

　もし、神仙天華を止められる者がいるとすれば。

　それは、この世界にたったひとりしかいない。




　　　　３




　ああ、クソ。

　俺はなぜ肝心な時に、こんなにも無力なんだ。

　ブリュンヒルデと師匠は、あの恐ろしい怪物たちを相手に戦っている。

　あのふたりと『神話殺し』さえあれば、あるいは怪物だけなら掃そう討とうできるだろう。

　だがダメだ。

　それだけではダメだ。

　あれほどの怪物の群れをしても、天華の力の一部でしかない。

『神話殺し』を克こく服ふくした天華に対して、俺たちは有効な攻撃手段をひとつとして持っていない。

　その上、『遺骸レリツク』すら妹の手中だ。

　もはや詰つんでいると言っても過言ではない。

「クソッ……！」

　何度か怪物たちの脇わきをすり抜けようと試みたが、一向に上手うまくいかなかった。

　肉体が壊こわれてもなお戦うのが神罰者。

　失血死寸前だろうが片かた腕うでを失おうが、最後まで諦あきらめずに進むことはできる。

　だが、どうしたって万ばん全ぜんには程ほど遠とおい。

　勝ち目などやはりないのか？

　なら、この戦いは何なのか？

　自己満足？

　あるいはまだ奇き蹟せきに縋すがろうとでもしているのか？

　こうして立っているだけでも奇蹟だというのに。

『──どうしたライカ、足が止まってるぞ』

「……奇蹟？」

『──あン？』

　俺の呟つぶやきに、バロールが気に入らない風な反応をする。

『──まさか今いま更さらンなもんに縋ろうってんじゃねーだろうな？』

「違う」

　状じよう況きように振ふり回されていた。

　片腕だろうが、考えるべきことはある。

　異い端たん殺しの結界が消えたのは、誰かが術者を斃たおしたからだ。

　ならその術者を斃した者たちの目的は何だ？

　当然、大聖堂への侵しん入にゆうだろう。

　でなければ、結界を壊す理由がない。

　この地下聖堂への入り口は隠かくされていたが、これほどの戦せん闘とうが起きていれば地上からでも異常にはすぐ気づく。

　あとは多少の洞どう察さつ力があれば、地下への入り口を探し出すことは可能。

　結界が消えたタイミングから逆算すれば、それこそもう見つけている頃ころ合あい──




　──ギィ




「!?」

　激しい戦闘が繰くり広げられる地下聖堂において、それは来ると分かっていなければ聞き逃のがしてしまうような小さな音。

　秘密の入り口の開閉音。

　誰かがここへ来る。

「……っ」

　問題は、誰がここに現れるのかだ。

　少なくとも結界を張っていた教会側の人間ではない。

　新生神話同盟の何者か。

　あるいは──




「──クシエル!!」




　その声は、マリアの声だった。

　彼女の声とともに懲ちよう罰ばつの天使が振るう炎ほのおの鞭むちが地下聖堂の入り口──即すなわちこの地下の天てん井じよう付近から、ブリュンヒルデたちの戦場へと放たれる。

　怪物たちを拘こう束そくする幾いく百ひやくの炎えん鞭べん。

　マリアのそれは決して強きよう靭じんではない。

　しかし、数秒の隙すきを作るには充じゆう分ぶんな拘束だった。

「ハアアアァ!!」

　その隙にブリュンヒルデと師匠は、怪物たちを次々と屠ほふり去る。

「ギィアアアア！」

　スフィンクスが苦し紛まぎれにその前まえ肢あしで大地を叩たたき割った。

　舞まい上がった土つち煙けむりは地下聖堂中を舞ったが、その巨きよ体たいを隠すには足りなかった。

「セイァ！」

　ブリュンヒルデは寸分の狂くるいなく、スフィンクスの太い首を叩き斬きる。

　それで天華の使し役えきする怪物は最後だった。

「雷火先せん輩ぱい！」

　地下聖堂への階段を下りてくるマリア。

　その彼女の周囲に、突とつ如じよとして幾条の稲いな妻ずまが降り注いだ。

「キャアア！」

　マリアは両手で顔を庇い、悲鳴を上げた。

「マリア！」

　俺は咄とつ嗟さにリミッターをはずし、マリアの許へ向かう。

「ッッ！」

　稲妻で穿うがたれた大地から飛んだ石礫つぶてが肉に喰くい込んだが、構わず彼女を抱だいてその場を飛び退のく。

　それ以上の霆いかずち──天華の『雷霆ケラウノス』は降ってこなかった。

　その必要がなくなったからだ。

「あ、グッ……」

「これで終わりだね」

　土煙が晴れた時そこにいたのは、天華に首を後ろから摑つかまれて地面に跪ひざまずかされたブリュンヒルデの姿だった。

　先さき程ほどの雷らい撃げきは俺の注意を引きつける餌えさ。

　でなければマリアは初撃で黒くろ焦こげになっていただろう。

　全すべてはブリュンヒルデを人ひと質じちに取るため。

「クッ……」

　師匠は地面に倒たおれていた。

　脇わき腹ばらが抉えぐれ、片腕が血で真っ赤に染まっている。

　天華に不意を突つかれ、大ダメージを負ったらしい。

「うぅ……」

　よほど強く絞しめられているのか、ブリュンヒルデが苦しそうに呻うめく。

　竜殺しの神剣ノートウングは遠くへ蹴け飛とばされ、終末の焰ラグナロクもすでに消えていた。

「おにーちゃん」

　俺をそう呼ぶ天華の姿は、妹のようで妹ではなかった。

　原因は、その胸に埋うめ込んだ大聖女の心臓。

　無理やり取り込んだ『遺骸レリツク』は不気味に脈打ち、天華の半身に虹にじ色いろの血管のようなものを浮うき上がらせていた。

　その虹色は神こう々ごうしいようで禍まが々まがしい。

　光のようであり闇やみのようであり。

　人のようで、神のような。

　得体の知れない畏怖吐き気を催もよおす変へん貌ぼうだった。

「『残滓ケイオス』を頂ちよう戴だい」

「……ッ」

「でないとコイツ、殺しちゃうよ」

　それはまったく容易たやすいことだと理解できた。

　天華がそれに微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもしないのも分かっていた。

「雷火先輩……」

「……」

　俺は無言でマリアを抱いていた手を離はなしていた。

　ふと気づけば、匣はこノの木ぎとアリアンロッドの姿もあった。

　どうやらマリアと行動をともにしていたらしい。

「……」

「……」

　だが奴やつらは何も言わなかった。

　天華へと近づいていく俺に何も言わない。

　こんな時こそ喚わめき散らしそうなアリアンロッドですら止めようとしない。

　ただ俺の行動を見届けていた。

「莫ば迦か弟で子し……」

　傷だらけの師し匠しようが倒れたまま俺に釘くぎを刺さしてくる。

　彼女なら俺を力ちから尽ずくで止められるだろうが、天華が隙なく睨にらんでいる。もし彼女がわずかでも動けば、その瞬しゆん間かん『雷霆ケラウノス』が飛ぶだろう。

　結局、俺の歩みを止められる者は誰だれもいなかった。

「雷火……やめろ」

　人質のブリュンヒルデが俺を制止する。

　自分の命などお構いなしに、この女騎き士しは正しいことを言う。

『残滓ケイオス』を天華に渡わたしてしまえば、今度こそもう本当にお終しまいだ。

　見捨てるのが正しい。

　だがそんなもの……。

　そんなものを選べる人間なら、今いま頃ごろ俺はこうはなっていなかった。

「……」

　俺は天華に口づけをする。

　かつて島でそうしたように、繫つながる唇くちびるを介かいして『残滓ケイオス』を返へん却きやくした。

　すると、妹の肌はだに食い込むような見た目だった『遺骸レリツク』が、ズルリとその体内に潜もぐり込む。

　まるで『遺骸レリツク』が天華と完全に融ゆう合ごうするように。

「……ははっ」

　天華は笑った。

　彼女の『器うつわ』はヒビ割れている。

　だが今は『遺骸レリツク』という、この上ない『器』をその身に宿している。

　元々『遺骸レリツク』と『残滓ケイオス』はひとつだったのだ。

　今度は十年前のような失敗は起きない。

『唯ゆい一いつ神しんの権能』は復活し、天華のモノになる。

「ははは、ははははっ」

　天華はそれらしく哄こう笑しようした。

　見た目は妹のまま、彼女が違ちがうモノに変じていく。

　その変化を、俺は兄妹きようだいの繫がりパスを通して感じていた。

「ああ、アンタはもういいよ」

「ぐあっ！」

　天華はもう人質は不要とばかりにブリュンヒルデを解放する。

「ブリュンヒルデ！」

「クッ……下がっていろ雷火！」

　ブリュンヒルデは頭かぶりを振ふって立ち上がり、素す早ばやくノートゥングを拾いにいく。

　距きよ離りはたかが十数メートル。

　あっという間に辿たどり着き、ブリュンヒルデは再び大剣を構えるが。

「……なっ、に!?」

　まるで力を失ったように、その剣けん先さきを地面へと落下させた。

「え……あれ!?」

　続けて彼女の口から漏もれた声こわ音ねは、勇ましい戦いくさ乙女おとめのものではなく、人間のシャロ先輩のものだった。

『──ンがぁ!?　何だこりゃ……!?』

「おい、バロール!?」

『──チッ……こりゃ、力が抜ぬけやがる……』

「何だと……!?」

　バロールの声がドンドン弱々しくなって消えていく。

　その間にも、ブリュンヒルデの剣と騎き士し甲かつ冑ちゆうが魔ま力りよくの粒りゆう子しとなって消え、彼女の姿が制服のシャロ先輩に戻もどってしまう。

「あ……」

「アリアンロッド様!?」

　さらに背後では、アリアンロッドがその場で糸の切れた繰り人形のように倒れた。

「これは……」

　神の力が失われている？

「……クソッ、私もか」

　立ち上がろうとしていた師匠が悪態をつきながら、その場に膝ひざを突いた。

　それは王に臣下の礼を取る騎士のような有り様ですらあった。

　その礼の先にいるのは──天華。

「……そうか」

　大聖女が言っていた。

『唯一神』は他ほかの神の存在を赦ゆるさない神。

　ゆえにその権能が完全復活するとともに、バロールたちが顕けん現げんを保てなくなった。

　さらに天使とはみな『唯一神』の手足に過ぎない。

　その力を吸収してしまった師匠は、もはや『唯一神』に等しい天華に逆らうことすらできない。

　勝ち目がないどころではない。

　戦う術すべを失った。

　この場で天華以外に立っていられるのは人間だけ。

　俺と。

　マリアと。

　シャロ先輩と。

　匣ノ木。

「おにーちゃん、やっと終わったよ」

「……」

　その勝利宣言に、俺は頷うなずけなかった。

　まだ、認めるわけにはいかなかった。

「天華……今からでも遅おそくない、復ふく讐しゆうをやめてくれ」

「……ッ」

　俺の言葉に、天華が顔を歪ゆがませる。

「まだそんなこと言うんだ……もういい加減にしてよ！」

　天華の怒いかりに呼応して雷撃が吹ふき荒あれ、俺の全身をヒドく痛めつけた。

　だがもうそんなこと、俺も妹もどうでもよくなっていた。

「何でアタシの言う通りにしてくれないの……!?　おにーちゃんはアタシのおにーちゃんなんだから、あたしのために言うこと聞いてくれなきゃダメじゃん!!」

「天華……」

　メチャクチャなことを言う天華に、俺はただ手を伸のばす。

「やめてよ！」

　俺の手を天華は振り払はらう。

「何なの……？　何奴どいつも此奴こいつも……アタシの邪じや魔まばっかりしてさ」

「天華」

「おにーちゃんはさ、アタシのこと間ま違ちがってないって言うけど……止めるよね。それってさ、やっぱり結局はあたしのこと否定してるのと同じだよ」

「天華」

「でもね、あたしの復讐を止めることなんてできないよ。だって、あたしは悪くもないし、間違ってもないもん！」

「天華」

「あたしはさ！」

　天華はもう俺の声など聞いていなかった。

　ただ怒り狂くるい、叫さけぶ。

「何にもしてないのに、最初からいろんなモノを奪うばわれたんだ！　穢けがされて、壊こわされて、大切なモノを大切にする前から何もかも失った……それをやり返してるだけなのに、何で邪魔されなきゃいけないの!?」

　天華の声に呼応するように、地下聖堂の中心から金色の光が浮かび上がり、天へと昇のぼり始めた。

　それはまるで天国への階段。

　地上と天上を繫ぐ光の柱。

「……ッ」

　元々ここは、大聖女が世界救済のために用意した儀ぎ式しき場。

『唯一神の権能』を奮うための下準備はすでに済んでいる。

　あとは力を注ぎ込み、御み業わざを地上に顕現させるだけで世界は終わる。

「やめるんだ天華！」

「うるさい！」

　天華の絶ぜつ叫きようがそのまま力場となって、俺たちを纏まとめて吹き飛ばした。

　立っていた者も跪ひざまずいていた者も倒たおれていた者も、全すべて地下聖堂の壁かべ際ぎわに叩たたきつけ、全員を地面に這はいつくばらせた。

「かはっ！」

　背中を強打し、俺も倒れる。

　シャロ先せん輩ぱいやマリア、師匠や匣ノ木たちも近くにいた。

「……」

　同じく吹き飛ばされてきたのか、大聖女の死体もすぐ傍そばに転がっていた。

　みんなの無事を確かめたいが──その前に、天華の腕うでが伸びてきて、俺の頭を摑つかみ上げた。

「があ……っ！」

「ねぇ、おにーちゃん。アタシ、さっきあのオッサンにヒドいこと言われたの」

　オッサン……クレイマンのことか？

「……っ」

　俺は閉じそうになる目を開き、天華の顔を見る。

　妹は俺に話しかけながら、こちらを見てすらいなかった。

「あたしのこと、憐あわれで間違ってる、不幸を笠かさに着て何でもしていいと思ってる餓が鬼き呼ばわりされたの」

「……」

「あたし、そんなこと全然思ってない！」

「……」

「だってさぁ、復讐ってそもそも等価交こう換かんじゃないでしょう？」

「……ああ」

　過去に復讐法と呼ばれた「目には目を、歯には歯を」で有名なハンムラビ法典がある。

　だがその本質は「復讐の奨しよう励れい」ではなく「復讐の制限」にある。

　即すなわち、自分が受けた痛み以上の痛みを相手にやり返してはならない。

　復讐は認めるが、同等の仕返しで済ませよ、というのが「目には目を」という文もん言ごんの意味だ。

　逆に言うなら、放ほうっておくと人は自分が受けた以上のことを相手にやり返してしまう、という意味にも取れる。

　なぜそんなことが起きるのか。

　それは人それぞれ大切なモノが違うからだ。

　たとえば歌手がノドを潰つぶされて。

　加害者のノドを潰して満足するか？

　たとえばサッカー選手が利きき足を壊されて。

　加害者の利き足を壊して満足するか？

　否いな。

　そんなわけがない。

　復讐心は必ずしも等価交換で満たされるわけではない。

「あたしが奪われたモノの価値を、その奪われた痛みを、定義できるのはアタシだけ……あたしがアタシの受けた痛みに対する報復をどこまでやるかを、他人が定義する権利も、批難する権利もない。ソウダよね？」

「……その通りだ」

「だよねぇ」

　俺が同意したためか、天華の声が久しぶりに明るくなる。

「やる側はいつも理り不ふ尽じんなのに、何でやられた側がやり返す時だけ〝はい、それじゃあ決してやり過ぎないようにお行ぎよう儀ぎよく復讐しましょうね〟なんて言われなくちゃいけないの？」

　小首を傾かしげる天華は本当に不思議そうだ。

「大体さ、人への憎にくしみは育つんだよ」

「……っ」

　天華の指が頭に食い込み、頭ず蓋がい骨こつがミシミシと軋きしむ。

「一分、一秒、目を離はなした隙すきにドンドン育つの。だから、復讐者が自分の受けた痛み以上の復讐をするのは当然で、自然なことなんだよ」

「ああ……っ、分かるよ」

　俺はただ意識を失わないように言葉を紡つむぐ。

　正直、もう死ぬと分かっていた。

　全身の細さい胞ぼうが徐じよ々じよに機能停止していくのが分かる。

　ただそれを一いつ瞬しゆんでも長く保もたせようと足あ搔がいた。

「それでも復讐をやめろって言うんなら……だったら、最初からアタシにヒドいことしないでよ！」

　──なぜなら伝わってくるから。

「あたしがされたら嫌いやなことをしてきたのはお前らじゃん！　それであたしがやり返してやるって言ったら、今度はあたしが間違ってる……？　それはお前らが困るからそう言ってるだけじゃん！」

　──兄妹きようだいの繫がりパスを通して。

「何でアタシがお前らのことを気き遣づかって、お優しく節度を以もつて復讐しなくちゃいけないんだよ!?　巫山戯ふざけんな！」

　──天華の感じてきた痛みが。

「そんな理不尽あってたまるかよ！」

　──助けてと叫ぶ妹の声が。

「天華……」

「……おにーちゃんも、やっとあたしの心を分かってくれたんだよね」

「ッ……」

　天華が急に手を離し、俺は地面に再び這いつくばる。

　ガリッ

「───」

　その時、俺の制服のポケットから何かが落ちた。

　これは──

「さあ、そろそろ仕上げに入らないとね」

　妹はこちらに背を向けて、例の光の柱へ歩を進め始めた。

　マズい……ッ！

　もしあの柱が文字通り天上世界へ繫がる柱だとして。

　天と地とは、本来分かたれてあるべきモノ。

　もし天華があの柱を通し、天にあるべき世界を地上へ降ろしでもしたら。

　聖書に描えがかれたように、洪こう水ずいで世界を洗い流すまでもない。

　この世界は、天上世界に踏ふみ潰されて、跡あと形かたもなく消えてなくなるだろう。

　あとどれほど時間があるのだろう。

　今すぐにでも何とかしなければだが……。




「神仙……雷火、さん」




　その時、掠かすれるような小さな声で俺の名を呼ぶ者がいた。

「……!?」

　大聖女!?

　驚きよう愕がくしつつ視線を送れば、心臓を抉えぐり出されたはずの少女は、薄うつすらとまぶたを持ち上げ、こちらを見つめていた。

「生きていたのか……!?」

「いいえ……ですが、長く『遺骸レリツク』とともにあったからでしょうか、どうやら私の肉体はまだ活動できるようです」

　天華に気づかれないためか、大聖女は小声で話し続ける。

　その彼女の視線がわずかに下がる。

　視線の先には、先さき程ほど俺のポケットからこぼれ落ちた物──戦いの前に師し匠しようから受け取った天使を堕おろすアンプルへと向けられていた。

「リズですか……？」

「ああ……」

「…………これも貴方あなたの運命なのかもしれませんね」

「？」

「それをお使いなさい、神仙雷火」

「何？　だが……」

　天使を堕ろすことは俺も一瞬考えた。

　だが『唯ゆい一いつ神しん』と同等の天華に対し、天使は従順な下僕と化してしまう。

　どんな天使を堕ろしたところで……。

「いいえ、貴方なら戦えます」

「何だって……？」

「一番年若い神しん罰ばつ者である貴方に堕ろす天使を決めたのは私です。だから、貴方が堕ろす天使が何なのか、私は知っています」

「……」

「偶たま々たま、偶々です」

　大聖女はため息をつくように、言った。

「全ては成る可べくして成ったのかもしれません。私が貴方にその天使を割り当てたのも、なんらかの御ご意思なのかもしれませんね」

「……教えろ。俺が堕ろす天使とは何なんだ？」

「それは天使の中の天使……かつて神の右座に座ることを許された唯一の天使にして、神に叛逆した者──」

　大聖女が口にしたその天使の名を聞いて、俺は納なつ得とくした。

　確かに、その天使であれば天華とも戦える。

　いや、もはや神と戦うことのできる唯一の存在といっていいだろう。

「……」

　大聖女がため息をつくのも仕方がない。

　俺だってため息をつきたいくらいだ。

　こんな偶ぐう然ぜん、嫌になる。

　何で、こんな風に因果は回る。

　どうして妹の目的は世界を滅ほろぼすことで。

　妹にはその力があって。

　運まで味方につけて。

　なぜ、本当に世界廃はい滅めつを成し遂とげる一歩手前まで来てしまったのか。

　どうして途と中ちゆうで諦あきらめたり、失敗したりしてくれなかったのか。

　俺は俺で、いつ死んでもおかしくなかったのに。

　多くの運と味方に助けられて生き延びて。

　ついには妹を止められる唯一の存在になってしまった。

　なぜこの世界にヒーローはいない。

　何で俺たちを助けてくれない。

　俺は別に、ヒーローがいるならいるで、助けて欲しかった。

　俺のしてきた努力とか浴びた痛苦とか全部無視して、横から搔かっ攫さらうように全部解決してくれてよかった。

　それで妹や皆みんなが幸せになるなら、それで構わなかったのだ。

　だがそんな都合のいいものはなくて、俺も妹も志半ばで果てることもなく、こうして最後の舞ぶ台たいに立っている。

　まるで、最後の最後まで戦えと、誰だれかに言われているようだ。

　これが運命だと言うなら。

　ああ、いいさ。

　戦ってやるとも……！

「本来なら正式な手順が必要ですが、私の最後の力を振ふり絞しぼれば天使を堕ろす儀ぎ式しきは可能でしょう……あとは貴方の聖女からありったけの聖せい性せいを分けてもらいなさい」

「……なぜ、貴女あなたが俺に協力する」

　今、状じよう況きようがこんな風になってしまったのは俺の所せ為いだ。

　大聖女には俺を恨うらむ理由がある。

　だが彼女はフッと笑い。

「私は世界を救えませんでしたから……せめて、世界を護まもりたいのです」

「……ッ」

「さあ、早くしてください。私もいつまで保つか分かりません」

　大聖女に促うながされ、俺は傍そばに倒たおれていたマリアの方へ移動を開始する。

「雷火先せん輩ぱい……」

　話はマリアにも聞こえていたようで、彼女はズルズルと地面を這はって俺の方へと近づいてきた。

　彼女も先程の一いち撃げきで壁かべに全身を打ちつけている。

　相当なダメージがあるだろうに、必死にこちらへ来てくれる。

「マリア……」

　俺もアンプルを握にぎり締しめ、片かた腕うでで這って少しでもマリアの許もとへ向かう。

　やがてお互たがいの荒あらい息が顔にかかるほどの距きよ離りになった。

　彼女は震ふるえる手で十字を切る。

「主の御み名なに……いえ、私の全すべてを、貴方に捧ささげます」

　そう言って、マリアは俺に顔を近づけ。

「んっ……」

　唇くちびるを重ねる。

　俺へと流し込まれる聖性は、文字通り彼女の全てだった。

　聖女マリアの全てが俺に与あたえられる。

　あらゆる力を使い切り、『残滓ケイオス』も失って空っぽになっていた体内に、彼女の聖性が流れ込む。

　失われた生命力が復活するような感覚だった。

　ボロボロだった体に力が満ちていく。

　が。

「何してるのおにーちゃん!?」

「───ッ」

　天華がこちらに気づいた。

「……！」

　マリアの聖性を全て受け取り、俺は立ち上がりながら振り返る。

　アンプルをすぐさま打とうとするが、その時にはもう天華は『雷霆ケラウノス』を放っていた。

「もう大人しくしててよ！」

「ッ！」

　直ちよく撃げきを喰くらえばただでは済まない。

　せっかく回復した体力も再び失われるだろう。

　そう思った──その時。

「雷火君！」

　匣ノ木竜りゆう斗とが、俺の前に飛び出した。

「匣ノ木!?」

　俺めがけて放たれた稲いな妻ずまは匣ノ木を直撃した。

　ただの人間がそれに耐たえきれるはずもなく、雷に打たれた枯かれ木のようになった男はそのまま仰あお向むけに倒れた。

「おい、匣ノ木！」

「……はは、、今度は、、、僕にも、でき、た」

　消えそうなほど小さな声で匣ノ木はそう呟つぶやき、事切れた。

「……ッ！」

　あの廃はい墟きよでの夜、匣ノ木は今度は何かを選せん択たくできる場所に居たいと言っていた。

　これがお前の選択か？

　俺なんかを庇かばうことで、お前の後こう悔かいは晴れたのか？

　もうそれを尋たずねることもできない……。

　俺にできるのは、この一いつ瞬しゆん。

　匣ノ木が作ってくれた最後のチャンスを活いかすことだけだ。

「───」

　俺は天使のアンプルを首筋に打ち込む。

　その瞬間、全身の血と内臓が裏返るような激痛が走る。

　思わず胸を搔き毟る俺の耳に、大聖女の声が届く。

「頼たのみましたよ」

　同時に、大聖女が天使を堕ろす儀式の詠えい唱しようを素す早ばやく唱えた。

　おそらくは時間がないため、極きわめて簡易的な詠唱だったのだろう。

　安全性など度外視した、速度だけを求めた降臨の儀。

「……っ、、、」

　そして、何かが俺の中に降りてきた。

　いや、堕とされた。

　天の御み遣つかいが。

　その強大な力の塊かたまりが、そのまま人間という小さな器うつわの中に詰つめ込まれる……！

　体が内側から破は裂れつするかと思った。

　だが、幼い頃ころに創つくられた中身が空っぽな『器』のお陰かげか。

　そこに強大な天使が収まっていく感覚がある……ッ。

「おにーちゃんもうやめて！」

　天華が俺を止めようとして、再び雷らい撃げきを放つ。

　今度はさっきよりも威い力りよくを込めて。

　俺の中に嵌はめ込まれた膨ぼう大だいな力を感じ取ったのだろう。

　その一撃を──俺は暖簾のれんを払はらいのけるように片手で振り払った。

　光でできた左手で。

「……！」

　あまりに容易たやすく『雷霆ケラウノス』を退しりぞけた俺を、天華は警けい戒かいした目で見つめてくる。

「おにーちゃん、何で抵抗できるの？」

「……」

「その力……天使だよね。だったらアタシに逆らえないはずでしょ？」

「……そうだな。神の尖せん兵ぺいである天使は創造主に抗あらがえない──だが、この天使だけは話が別だ」

　俺は答えながら、堕ろした天使の力を解放する。

　この背に広がるのは六対つい十二枚の翼つばさ。

　ただその翼は光り輝かがやくものではなく。

　堕ちたる者の暗黒に染まる。

「なぜなら、この天使こそが絶対なる神に叛逆した堕だ天てん使しの筆頭だからだ」

　神の右座に侍はべる者。

　明けの明みよう星じよう。

　かつて最も神の寵ちよう愛あいを受けし天使。

　地じ獄ごくの王サタンとも同一視されるその天使の名は──

「──神の叛逆者、堕天使ルシファー。それが俺の堕ろした天使の名だ」

　その傲ごう慢まんゆえに神の弑しい逆ぎやくを企くわだてた天使。

　ゆえに、神の威い光こうを前にしても、コイツが跪ひざまずくことはない。

「さあ、天華……これで本当に最後だ」

　もうこの世で天華に抗える者は俺ただひとり。
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　世界が滅ほろぶか否いなかは、俺たち兄妹きようだい同士の決着に委ゆだねられた。

　それを喜ぶべきか、あるいは嘆なげくべきかは分からない。

　だがきっと何者かがこう俺たちに言っているのだろう。

　最後の最後まで……お前らで責任を取れと。

「全部終わりにしよう」




　　　　４




　俺と天華の戦いは、あっという間に地下聖堂で収まりきらなくなり、岩がん盤ばんを突つき抜ぬけて地上へ、そして空へ飛び出すこととなった。

「おにーちゃん！」

「天華！」

　ルシファーの力は「光」。

　かつて光の運び手と呼ばれ、地獄に堕ちてなおそう呼ばれた存在。

　俺の放つ光こう撃げきと天華の放つ雷撃が正面からぶつかる。

　威力は互ご角かく。

　光と雷の衝しよう突とつは火花ではなく光を散らせ、深い闇やみ夜よに眩くらむような閃せん光こうの跡あとを残した。

「……ッ」

　天上世界を降ろす光の柱はまだ続いている。

　天華は今もあそこに力を送っていた。

　俺を戦せん闘とう不能にしてから世界を滅ぼすより、世界を滅ぼして俺の戦う意味を喪そう失しつさせる方が早いと判断したのだろう。

　それほどに互いの力は拮きつ抗こうしていた。

　拮抗しているがゆえに、決着の見通しが立たなかった。

　しかし、世界が滅ぶまでのカウントダウンは止まらない。

　時間制限のある俺の方が不利なのは明らかだった。

　だが苦しそうなのは天華の方だった。

「何でッ……何でよッ!?　どうして最後までおにーちゃんがアタシを苦しめるの!?」

　悲痛な顔で、天華は泣きながら叫さけぶ。

「この世の全てが敵になっても、おにーちゃんだけはアタシの味方になってよ！　アタシにはおにーちゃんしかいないんだからぁ！」

　その声が、グサリと胸に突き刺ささる。

　妹にこんな風に思わせてしまったのは俺だ。

　十年前、妹を護まもれていれば。

　三ヶ月前、この手を離はなさなければ。

　もっと違ちがう物を見せられたかもしれない。

「アアアアアアアアアアア!!」

　癇かん癪しやくを起こしたような天華の絶ぜつ叫きようが叩たたきつけられる。

　瞬間、俺の周囲の重力が10倍になった。

「!?」

　空間が捻ねじれ、俺の体が雑ぞう巾きんのように絞しぼりきられる。

　ミチミチと肉と内臓が千切れた。

　そのまま俺の体が空中で停止する。

　固着した空間の中で、俺はまるで氷こおり漬づけにされたように動けない。

　そこへ『雷霆ケラウノス』が直撃した。

　だが、固定された空間に囚とらわれた俺は、ただ『雷霆ケラウノス』を浴びるだけだ。

　何度も。

　何度も。

　天華神の怒いかりを浴びせられた。

「──!?～～っぁ!?　ガッ!!!?──!?」

　やがて空間の固定が解除され、俺はそれまで喰らったダメージを纏まとめて負う。

　地上に叩き落とされた俺は死んだが生きていた。

　ああ、たぶん天華の仕し業わざだ。

　世界を意のままにする『唯ゆい一いつ神しん』。

　その力は人の命も物理法則も超ちよう越えつしていた。

　跡あと形かたもなくなったのに、命だけが残っている。

　だが、それではダメだ。

　生きているだけじゃ、天華に何も伝えられない。

「天、華」

　俺は溢あふれる天使の力で無理やり肉体を再構成する。

「……ッ」

　そんな俺を、天華が憎にく々にくしげに見下ろす。

　あの天華が、俺を見て憎ぞう悪おを滾たぎらせていた。

　──それでいい。

　それが正しい。

　理由はどうあれ、天華は俺を恨うらむべきだ。

　ローラシア島で裏切った俺を。

　十年前に助けられなかった俺を。

　今もこうして自分を阻はばむ俺を。

　そうしてくれなければ何も始まらない。

　なぜならそれが、天華が抱かかえてきた最初の歪ゆがみだからだ。

「俺は、お前を救いたかった……でもそれは、間違いだった」

「……!?」

「俺に天華は救えない」

　そもそも俺はどうやって天華を救うつもりだったのか？

　神を皆みな殺ごろしにすれば救えたか？

　神話術式を止めたら救えたか？

　第二次神話戦争アンスロポスマキアを止めたら救えたか？

『遺骸レリツク』と『残滓ケイオス』を破は壊かいすれば救えたか？

　世界を滅ぼすのを止めたら救えたか？

　ただ妹のやることを阻そ止しして、それで妹が救えたか？

「何で……そんなこと言うの？」

　天華は震ふるえる声で涙なみだを流す。

「どうして今いま更さら否定するのさ！」

　天華の怒りに呼応するように、何条もの稲いな妻ずまがバチカンとローマの街に降り注いだ。

「弱くても愚ぐ図ずでも莫ば迦かでも泣き虫でも……あたしのことを救ってくれるのがおにーちゃんじゃん!?　あ、あたしを、この冷たい世界から、救って……ッ」

　嗚お咽えつで声を詰まらせながら、天華は俺を詰なじる。

「おにーちゃんだけが、あたしの唯一の希望だったんだよ!?」

「……ああ、俺もそうだったらと思っていた……そうであろうと思っていた」

　俺は立ち上がりながら、泣いている妹を見上げる。

「確かに最初に天華を救ったのは俺だった。天華を愛したのも、受け容いれたのも、俺だ。当然だ、俺たちは兄妹で、一番傍そばにいたんだから」

　でも、と俺は続ける。

「俺たちを愛してくれたのは、本当に俺たちだけなのか？」

「え……？」

「たとえば、俺たちの名前」

「名前？」

「俺たちがただの実験動物なら、何で両親は名前をつけたんだ？」

　雷火に天華。

　適当につけた名前とも思えない。

　実験動物なら１番とか２番とか番号で呼んでもよさそうなものを。

　なぜ両親はちゃんとした名前をつけた？

「本当に俺たちは両親に愛されていなかったのか？」

「は？　そんな当たり前のこと……今更何言ってんの？」

　俺の疑問を、天華は鼻で笑う。

「あいつらがアタシらを愛してたなら、あんなヒドいことするわけないじゃん！」

「……確かに俺たちはヒドいことをされた。愛された記き憶おくなんてない。だが、俺たちの感じたものだけが全部だろうか？」

　教会の行いは赦ゆるされざるものだ。

　だが目的は世界の救済だった。

　少なくとも大聖女はそう語った。

　であれば、両親の目的もそうだったのではないか？

「自分の子供に世界を救えるほどの力を与あたえたいというのは……ああ、たぶん間違った行いなんだろうな。だが、その動機が愛でなかったと断言できるか？」

　俺の師し匠しようはいつも弟で子しに死ぬような修しゆ行ぎようを課した。

　無論、人道に反したエゲつない行こう為いだ。

　しかし、弟子を強くしたいという想おもいは、はたして全すべて悪か？

　そこに愛はなかったと言えるのか？

「……っさい、うるさい！」

　天華は激げき昂こうする。

「じゃあ愛があれば何してもいいって言うの!?　実の子供に、この世のありとあらゆる苦痛を与えても赦されるって、おにーちゃんは思ってるわけ!?」

「いいや、それは絶対に違う」

　もしかしたら両親は俺たちを愛していたから、あんなことをしたのかもしれない。

　だが根底にあるのが愛でも、間違った行いはやはり間違った行いだ。

「……はっ、何なの？　もうわけ分かんない。おにーちゃんは、一体何が言いたいの？」

「最初に言っただろう、これは、愛の話だ」

「ハッ！」

　俺がそう答えると、天華はまた莫迦にするように笑った。

　構わずに、俺は続ける。

「天華、俺とリョーマの戦いに割って入った時にお前はこう言った……『こんな嫌いやで厭いやで気持ちの悪い感情を抱えたままじゃ、アタシはどこにも進めない。何か楽しいことがあってもそれを思い出す度たびに、そこで全部台無しになる』……と」

「……そうだね。言ったね。それが、何？」

　あの時の天華はいつもと少し違っていた。

　笑え顔がおの仮面で本心を隠かくしていた時より、もっと中身が剝むき出しになっていた。

　なぜそうだったのかは知る由よしもない。

　だがあの時。

　天華は、はじめて俺に少しだけ本当の心を見せてくれた。

　だから、本音が漏もれたのだと思う。

「楽しいことがあったんだよな？」

「……？」

「ローラシア島で戦った時は、この十年間ただひたすらに苦しい日々だったと、お前は俺に言った。だけど……本当は、ほんの少しくらいは、楽しいこともあったんだろう？」

「……!?」

　俺の指し摘てきで自分の失言に気づいたのか、天華は表情を焦あせるように歪ませた。

「でなきゃ、あんなセリフは出てこなかったはずだ」

　きっとそのはずだ。

　天華にだって、それはあったはずだ。

　あの島で、あの学園で、たった三ヶ月しか過ごしていない俺にだって、今はこんなにたくさんの思い出がある。

　天華の十年間に、それと同じ物が少しもなかったなんてこと、あるはずないのだ。

　だが、だからこそ、過去を思い出す度に天華は苦しんだのだろう。

　楽しいと感じたことが台無しになるのが、耐たえ難がたかったのだろう。

　それがさらなる憎にくしみを募つのらせたのもウソじゃないはずだ。

　けれど。

「俺だけじゃないはずだ。天華に楽しいとか、嬉うれしいとか、喜びとか、愛とか、そういう物を与えてくれた人は、俺だけじゃないはずなんだ！」

　天華の歪みはそこだ。

　俺だけが自分を救えると思い込んだ。

　十年前の想いをずっと引きずってきた。

　俺だけを信じて。

　俺だけを救いと考えて。

　俺だけに希望の光を見て。

　それ以外は闇やみばかりを見つめて。

　俺以外の光を、自らの手で握にぎり潰つぶしてきたのだ。

「大事なのは選せん択たくだ、天華！」

　俺は叫さけぶ。

　妹に、今度こそ届くように。

「この世界は理り不ふ尽じんで、善悪一いつ緒しよくたのどうしようもない灰色だ。だが、だからこそ、人は好きな色を選べる。自分だけでは作れない色だって選ばせてくれる……やさしい世界なんだ！」

「違ちがう！　違う！」

「たとえ胸に巣す喰くう苦痛や憎悪が一生晴れることがなくとも、それは過去だ。過ぎ去ったことだ！　そんなものを抱えてても、俺たちは未来を選べる！」

　人は痛みを忘れる。

　傷を癒いやせる。

　綻ほころびを繕つくろえる。

　憎しみに蓋ふたをすることもできる。

　そうして人は人を赦すことができるのだ。

「人が人を赦すのは、罪や悪を赦すという意味じゃない。罪と理不尽に塗まみれた世界の中で、誰だれもが誰かを憎む世界の中で、それを抱えてでも光を目指すために赦すんだ！」

　人が生きるとは他者を殺すことだ。

　そうでなければ何も食えない。

　食うため生きるために虫や動物や植物──それを奪うばい合う人間も殺す。

　自分や愛する者が食われないためには護まもらなければならない。

　護るために、また他者を傷つける。

　他者を殺し傷つけ、そうして他者から恨まれるのは当然だ。

　だが、それだけで世界が続いていたら、この世は恨みに塗れた地じ獄ごくと化してしまう。

　それは嫌だと誰かが考えた。

　ブリュンヒルデが語った騎き士し道どうもそのひとつ。

　憎しみで溢あふれかえって当然の世界の中で、そうはさせないと抗あらがった。

　自分を傷つけた他者を赦すのは理不尽だと天華は叫んだ。

　それが正しい。

　傷つけられて怒おこるのは当然だ。

　それが自然だ。

　だが、その当然には、やはり当然の報むくいが返ってくる。

　傷つけられて誰かを恨うらんで仕返せば、今度は自分が恨まれる。

　それが摂せつ理りだ。

　赦しを与えることの方こそ、自然の摂理に反している。

　ゆえに、赦しとは抗いだ。

　世界を憎ぞう悪おで埋うめ尽つくさないために、懸けん命めいに抗おうとした人々の発明なのだ。

　だからこそ尊い。

　理不尽で、不自然だからこそ、そこには断固たる意志がある。

　光を目指した、人々の願いがある。

「そして、天華を傷つけた人間を赦せるのは天華しかいないんだ！」

　結局はそう。

　そうなる。

　俺に天華は救えない。

　自ら沈しずんだ闇の中から自分を掬すくい上げられるのは──天華自身だ。

「だから、天華……！　お前が皆みんなを赦して、今度は皆にお前を赦して貰もらいに行こう！」

　俺は天華へ向かって手を伸のばす。

　手の平を。

　この手を取ってくれと頼たのむ。

　もう何度目だろうか。

　数えていない。

　だがやめない。

　何度払はらいのけられても。

　何度怒らせても。

　たとえこの世の全てが敵になっても。

　俺だけは天華を見捨てない。

「……ッ」

　俺が伸ばした手を見る天華は──怯おびえていた。

　その瞳ひとみを彩いろどるのは怒いかりではなく、恐きよう怖ふだった。

「そんなん……無理に決まってンじゃん……！」

「天華！　お前だって本当は気づいているはずだ！　この世界は苦しいことばかりじゃない！　たとえ滅ほろぼさずとも俺たちが幸せになることだって……」

「そんなこと分かってんだよ莫迦兄！」

「!?」

「でもしょーがないじゃんか！　知らなかった！　アタシは知らなかったんだ！　おにーちゃん以外にやさしい人がいるなんて……なのに！」

　剝き出しの天華は悲鳴を上げる。

「あたしはそれを知る前に、全部始めちゃった……ッ！　だったら、もうそれを信じるしかないじゃんか！　あたしが正しいって、おにーちゃんが正しいって、ほかは全部間ま違ちがってるって……！」

「……」

　天華が言っているのは十年前のことだ。

　確かに、あの施し設せつにいた時は、互たがいが互いの全てだった。

　俺の味方は天華だけで。

　天華の味方は俺だけだった。

　それ自体は別におかしなことじゃない。

　子供にとって、自分の知り得る世界が世界の全すべてだ。

　悲劇があったとすれば、天華はまだ外の世界を知る前に、ゼウスの権能を手に入れてしまったこと。

　施設の中で育てた憎悪を、「世界」に対して復ふく讐しゆうする力を偶たま々たま手に入れてしまったこと。

　もし、あの時そうならなかったら。

　俺たちは兄妹きようだいで助け合いながら生きて。

　きっと子供だけでは生き延びられないから、もっとたくさんの人に助けてもらって。

　俺以外の人も、自分にやさしくしてくれることを知って。

　両親や世界に対して抱いだいた憎しみも、いつか赦せるようになっていたかもしれない。

　だが、天華は力を手に入れてしまった。

　そして、世界に復讐を始めてしまった。

　何も知らないまま。

「気づいた時にはもうたくさん殺してた！　たくさん壊こわしてた！　もう取り返しなんてつかなかった！」

　天華は己おのれの顔を両手で覆おおい、慟どう哭こくする。

「だったらもうアタシは正しいって思うしかないじゃん！　おにーちゃんだけが味方なんだって信じるしかないじゃん！　世界は滅ぼすしかないって思い込まなきゃ、生きてなんかいけなかった!!!!!!」

「……」

　嗚あ呼あ、クソ。

　やっとだ。

　やっと。

　ここまで来てやっと……天華の本心が聞けた。

　十年前に失った妹を。

　ようやく取り返せるところまで来た。

「天華……それは、お前が間違ってる」

「ッ!?」

　俺は初めて真っ向から天華のことを否定した。

「過あやまちから目を背そむけて楽な道に逃にげるな。恐おそろしくても、苦しくても、罪と向き合え」

「……嫌いやだッ!!」

　天華は涙なみだを払はらい、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうを浮うかべる。

「嫌だ厭いやだイヤだ!!　あたしがこうなったのはあたしの所せ為いじゃない！　あたしは、、あたしはっ……悪くない!!」

　天華の叫びに呼応するように、天が、空間が、時間が、捻ねじれた。

　物理法則を無視して建物が宙に浮き、ひっくり返り、雲が早回しのような勢いで天を流れ、大地が枯かれて稲いな妻ずまが降った。

　天変地異が吹ふき荒あれる世界の中央で、俺たち兄妹は睨にらみ合う。

「アタシを助けてくれないなら……おにーちゃんなんて、もう要いらない！」

「ああ、俺にお前は救えない。だが寄り添そい、ともに罪を償つぐなうことができる」

　俺もここに来るまで多くの罪を背負ってきた。

　贖しよく罪ざいが必要なのは俺も同じ。

　だからこそ、妹に寄り添おう。

　これまで果たせなかった兄の務めを、今こそ果たす！

「嗚呼嗚呼嗚呼!!」

　天華が呼び起こすのは神の怒り。

　雷かみなりは神鳴り。

　稲妻は元より神の御み業わざにして憤怒。

　神の激げき怒どが大地を穿うがつ破は滅めつの一いち撃げき。

　天華が天へと掲かかげた手の平の上に、雷霆でできた雷雲が生まれ、空を覆い尽くす。

　闇やみ夜よは真昼よりも遥はるかに真っ白に染まり、降り注ぐ光の輝かがやきで目が潰つぶれそうなほどだった。

　その輝きの全てが天華の怒り。

　世界を滅ぼす嘆なげき。

　神の威い光こうを体現した究極の一撃が、今まさに俺へと振ふり下ろされようとしていた──その時。

『──畜ちく生しようめ！　クライマックスには間に合ったか!?』

「バロール!?」

『──応よ！　ライカも気が利きくじゃねぇか。お陰かげで目が覚めたぜ』

　もしや、ルシファーをこの身に堕おろしたことを言っているのか？

　他の神々の存在を赦ゆるさない『唯ゆい一いつ神しん』の権能──その威光を跳はね返すルシファーの機能の恩おん恵けいによって、俺の身に巣す喰くうバロールもまた復活したと？

「ならちょうどいい。力を寄よ越こせ、バロール」

『──あン？　だが今日の魔眼はすでに三回』

「だったら俺の左眼をくれてやる」

　以前、レオンと戦った時にコイツは勝手に俺の体で受肉した。

　その後、再び俺に肉体の主導権が戻もどった時、使い果たしたはずの魔眼の回数制限が復活していた。

　つまり、俺の肉体を差し出せば、魔眼はまだ使える。

　俺の覚かく悟ごに、魔ま神じんが嗤わらった。

『──ウヒヒヒ、いいぜ人間ライカ。なら俺サマもとっときの魔眼をくれてやる!!』

「ああ！　俺に貴様の力を全て寄越せ、魔眼の王バロール!!」

　瞬しゆん間かん、左ひだり眼めが赤熱する。

　俺の眼が魔神に喰われ、人ではない異い形ぎようと化した。

　そして、捧ささげた視力の代わりに、最後の魔眼を得る。

　同時に、天華も最後の一撃を放った。




「『神の如きケラウノス憤怒の一撃・テンペスト』！」




　地上を焼き尽つくすほどの熱量を以もつて、幾いく万まん幾億の『雷霆ケラウノス』が俺ひとりめがけて降り注ぐ。

「天華ァァァ！」

　俺は恐れず、十二の翼つばさを強く羽ばたかせ、天華へ向かって飛ひ翔しようする。

「ハアアアァアァ！」

　飛翔する翼から光の矢を放ち、『雷霆ケラウノス』を迎げい撃げきする。

　天の怒りに抗あらがい、それを飛び越こえていく。

　堕ろしたルシファーの力を全て使い切る勢いで、この一いつ瞬しゆんを生き延びる。

　生き延びた一瞬だけ、前へ。

　次の刹せつ那なも、前へ。

　一瞬ずつ、天華の許もとへ近づく。

　離はなれていた距きよ離りを、零ゼロにしていく。

　全てはただ真っ直すぐに。

　僅わずかでも避さけようと、迂う回かいしようとしたりしない。

　いかにルシファーといえど、『唯一神』とゼウスの力の総量には一段劣おとる。

　最短距離を全力で突つき抜ぬけなければ、とても天華の許まで届かない。

　必死に稲妻の嵐あらしを潜くぐり抜けて、少しでも妹の傍そばへ。

　やがて、光に眩くらんで見えなくなっていたその姿を、ようやく捉とらえた。




「──死んじゃえ」




　天華は冷たい目で、そう言った。

　その声に応じて、撃うち落としたはずの『雷霆ケラウノス』が全て蘇よみがえり、再び俺に襲おそいかかる。

　まるで稲妻の拳こぶしに握にぎり潰されるような。

　逃げ場のない雷らい撃げきの嵐に晒さらされ、俺は咄とつ嗟さにルシファーの翼で己おのが身を護まもる。

「グアアアアアア！」

　それでもなお天華の稲妻は防ぼう御ぎよを突き破ってきた。

　全身が炭化していく。

　焦こげ付く肉の臭においと激痛に、奥歯が砕くだけるほど嚙かみ締しめる。

　逃げ場はなし。

　防御も死期を延ばす役にしか立たない。

　死が確定する。

　だが死ねない。

　死んではならない。

　なぜなら、まだ聞こえるからだ。

「───ッ！」

　天華との〝繫がりパス〟を通して。

　妹の悲鳴が。

　助けてと叫さけぶ声が。

　ああ、大だい丈じよう夫ぶだ天華……！

　このくらいの駄々、妹なら兄にこねて当然だ。

　兄ならば受け止められて必然だ。

　そして、我わが儘ままを言った妹を𠮟しかってやるのが兄の責務だ。




「第六の魔眼『業ごう魔ま』！」




　俺は魔眼を発動する。

『神の如きケラウノス憤怒の一撃・テンペスト』に吞のみ込まれながらも、確かに〝視みえた〟妹との繫がりを通し、最後の魔眼が発動する。

　それはいわば因果応報の魔眼。

　魔眼とは人の視線が呪のろいと化したもの。

　だが、魔眼呪いを使う者には決して忘れてはならない掟おきてがある。

　こちらが相手を視ている時、相手もまたこちらを視ているということを。

　人を呪わば穴ふたつ。

　即すなわち『業魔』とは──『呪い返しカウンター』の魔眼だ。

「アアアアアアア！」

　悲鳴が上がる。

　俺が受けている苦痛をそのまま受ける天華。

「……ッ、ぁが……」

　力を失い、全身から煙けむりを上げる天華が空から墜おちてくる。

　俺は気を失った妹をボロボロの腕うでで受け止めた。

「……ッ」

　俺も天華も同じだけのダメージを負った。

　死ぬほどの激痛だが、俺は決して気を失わない。

　同じだけ辛つらくても、俺は天華妹より我が慢まんする。

　それが、妹を護る兄というものだから。








第五章　天を焦がラグナす愛の唄ロク









　　　　１




　天てん華かとの決着をつけた俺は、妹を抱だいたまま地上へ降りた。

「……」

　眠ねむる天華を地面に横たえ、とりあえず心臓が動いていることを確かめる。

　無事に動いていることを確かく認にんした俺は、次に妹に口付けをした。

「んっ……」

　かつて堕だ天てん使しルシファーが望んでついに成し得なかったこと──『神の座の簒さん奪だつ』は、神に対する勝利を条件として発動する。

「ん、むっ…………ぺっ！」

　俺は天華から吸い出した『神の座』……即すなわち、『唯一神の権能』を宿した心臓を地面へと吐はき出す。

　妖あやしく蠢うごめき輝かがやく心臓は、地面の上でドクリドクリと不気味に脈打っていた。

「……」

　思えば、これに俺も天華も随ずい分ぶんと振ふり回された。

　こんな物なければ……いや、ない方がいいのだろう。

　俺は今の内に、その心臓を踏ふみ潰つぶしてしまおうとした。

　と。

「雷らい火かくん！」

「雷火先せん輩ぱい！」

　その時、向こうの瓦が礫れきの下からシャロ先輩とマリアが現れ、こちらへと駆かけ寄ってきた。

　数歩遅おくれて、目を覚ましたアリアンロッドと、彼女に担かつがれて足先を引きずっている師し匠しようの姿もある。

　どうやら地下聖堂にいたお陰かげで、俺と天華の戦いに巻き込まれずに済んだようだ。

「シャロ先輩、マリア、無事でよかっ……」

　ほんの一瞬、俺がそちらに気を取られた刹せつ那な。

　まばたきも許さぬ速度で──光の帯が地面に落ちていた心臓を奪うばい去っていった。

「フフッ、ようやくチャンスが巡めぐってきましたねぇ」

「……サミュエル・オーウェン!?」

　最初に天華にやられたはずの神しん罰ばつ者。

　気絶から目覚めていたのか、奴やつは相変わらず飄ひよう々ひようとした態度で──

「いえいえ、違ちがいますよ」

　──と、唐とう突とつにその姿を変えた。

「……ロキ!?」

　奴が現した正体は、北ほく欧おう神話のロキだった。

「欺き嘲弄するフアクトオア悪神のペテンフイクシヨン。神の目をも欺あざむく我が『レガリア』ご堪たん能のういただけましたかな？」

「……ッ」

　存在置ち換かん。

　己おのれの在あり方を根本から変へん換かんすることで、異い端たん殺しの結界すら欺いたというのか!?

「スミマセン、雷火先輩。ロキが何か画策していると伝えたかったのですが……」

　謝罪するマリアを片手で制する。

　彼女を責めるつもりはない。

　あの時は状じよう況きようが状況だった。

　ロキのことを伝えるチャンスがなくとも、仕方のないことだ。

　俺は眠る天華を地面に横たえつつ、油断なくロキの様子を窺うかがった。

「それで……？　どうするつもりだロキ、心臓それを手に入れたところで、この場から逃にげおおせると思っているのか？」

『唯ゆい一いつ神しんの権能』は一いつ瞬しゆんで己の物にできる規模の力ではない。

　この場で取り込もうとすれば、必ず隙すきが生まれる。

　奴がアレを自分の力にするには、一度この場から離り脱だつする必要があるはずだ。

「まあまあお兄さん、そんな怖こわい顔しないでください」

　ロキはやはり飄々とした笑え顔がおで戯おどけてみせる。

「私一柱ひとりでここまで近づくのは大変だったんですよ？　テスカトリポカさんと二柱ふたりがかりで神罰者を殺して姿を奪って、隙を衝ついてテスカトリポカさんも殺して、やっとやっと近づいたんです」

「…………」

　確かに、あの時サミュエルが大聖堂に現れたのは、あまりにタイミングが良すぎた。

　それでも彼を彼だと疑わなかったのは、テスカトリポカを仕留めてきたからだ。

　まさかあの場に潜もぐり込むためだけに仲間を殺すとは。

　悪神の名に恥はじぬ外げ道どうぶりだ。

「……っ」

　俺は自分の内側が軋きしむのを感じたが、それを表に出さないように無表情を貫つらぬいた。

　とうに限界は何度も超こえた。

　師匠も倒たおれている今、ロキを止められるのは俺ひとり……ッ。

　命に代かえても、決してこの場から逃がしはしない。

「やだなぁもう、別に逃げやしませんよ」

「何？」

「だって私が用があるのは、『唯一神の権能こんなもの』ではなく、この心臓に宿る膨ぼう大だいな魔ま力りよくの方ですから」

　そう言うとロキは──グシャリ、と心臓を握にぎり潰した。

　その瞬しゆん間かん、滴したたる血とともに『遺骸レリツク』に閉じ込められていた『残滓ケイオス』が溢あふれ出し、魔力となってこの場に満ちる。

「貴様ッ！」

「アハハハハ！　さあ！　これで準備は整いました！」

　ロキは哄こう笑しようしながら前まえ髪がみをかき上げ、ニィと嗤わらう。

「そう、騙だます相手にテスカトリポカさんを選んだのも、彼女が世界を滅ほろぼしたことのある神だったから……彼女から奪った神性と私自身の神性を合わせれば、今度こそ神々の黄昏ラグナロクの成じよう就じゆは成る」

「神々の黄昏ラグナロクだと……!?」

　北欧神話における世界の終しゆう焉えん。

　ロキはそのキッカケを作り、怪かい物ぶつを産み、自らも巨きよ人じんの軍団を率いて神々の国に攻せめ入った首しゆ謀ぼう者しやだ。

　だが……！

「今度こそとはどういうことだ……？　ロキお前は神話の中で、すでに神々の黄昏ラグナロクを引き起こし、世界を一度滅ぼしているはずだ」

「いいえ、いいえいいえいいえ！」

　ロキは両りよう腕うでを広げ、激しく俺の言葉を否定する。

「神話の神々の黄昏ラグナロクでは、僅わずかながらも人と神の生き残りを出してしまいました。それで果たして成功と言えますか？　莫ば迦か言っちゃいけません！　滅びとは、即ち無！　一いつ切さい合切悉ことごとくを破は壊かいしてこそ、我が神々の黄昏ラグナロクは達成されたと言えるのです！」

「……ッ！」

　何なんだコイツは!?

「なぜ世界を滅ぼす!?」

「だから、それが私の存在意義レゾンデートルなんですよ、人間さん」

「……？」

「そう！　だってだって、なぜならば！」

　ロキはそう言って、皮肉げに口の端はしを吊つり上げた。

　その表情は俺たちを莫迦にするようにも──あるいは怒おこっているようにも見えた。

「私にかくあるべしと望んだのは、あなたたち人間でしょう？」

　ロキは悪神。

　噓うそ吐つきで狡こう猾かつ。

　自己保身に長たけ、思いつきで他者を陥おとしいれる。

　くだらない理由で光の神を殺し、神々の黄昏ラグナロクを引き起こした張本人。

　と、北欧神話には描えがかれている。

　では、その神話を綴つづったのは誰だれだったのか……。

　そして、ロキ自身はそれを良しと思っていたのか……。

「さあ、始めましょう。世界の終わりをばっ!?」

　狡猾な悪神が世界を滅ぼそうとした瞬間──その口を塞ふさぐように稲いな妻ずまが直ちよく撃げきした。

「天華!?」

「……うっさ。せっかく寝ねてたのに、アンタの所せ為いで起きちゃったじゃんよぉロキ」

　地面の上で寝ていた天華は、不ふ機き嫌げんそうに上半身を起こす。

　起きるのも辛つらそうな様子だが、その手の平からは『雷霆ケラウノス』を放った直後の紫し電でんがピリピリと奔はしっていた。

　世界を滅ぼすと言ったロキを天華が止めた。

　その事実に、俺は微かすかに胸に込み上げるものがあった──が。

「ハハハハ！　流石さすがですねぇ、お嬢じようさん」

「!?」

　横たわるロキの死体から、再び奴の笑い声がする。

「このッ！」

「無む駄だ無駄、無駄ですよぉ！」

　何度天華が『雷霆ケラウノス』を放っても、ロキの哄笑は止まらない。

　それどころか、奴が溢れさせた魔力が渦うずになったかと思うと──それは黒い焰ほのおとなって、火災旋せん風ぷうのように逆巻きながら空へと昇のぼり始めた。

「前の神々の黄昏ラグナロクは、途と中ちゆうで私が死んで失敗してしまいましたからねぇ。だから、今度は私の死がトリガーになって発動するように、あらかじめ罠わなを仕込んでおいたんですよ！」

「……ッ」

　巻き上がった黒こく焰えんは天へ達すると、そこから空を覆おおうように広がっていった。

　そして、世界に火の雨が降り注ぎ始める。

　似たような光景を以前に見たことがある。

　ケツァルコアトル。

　世界を滅ぼそうとした彼かの神が行った大魔ま術じゆつと、眼前の光景はヒドく酷こく似じしていた。

　あの時は、ケツァルコアトルを斃たおすことで世界の滅めつ亡ぼうを食い止めたが。

　ロキはすでに死んでいる。

　おそらく、死によって強まった奴の怨おん念ねんを核かくとして、この場に溢れる膨大な魔力が神々の黄昏ラグナロクを呼び起こしているのだろう。

　止める術すべは……。

「天華……何かあるか？」

「……無理。『遺骸レリツク』と『残滓ケイオス』を全部魔力源に変えて発動した大魔術を止めるには、それに見合う力が必要だけど……」

　それほどの力は、もう先さき程ほどの死し闘とうで俺も天華も出し尽つくしてしまった。

「……おにーちゃんがアタシを止めてくれたの、無駄になっちゃったね」

　天華が俺の手をキュッと握る。

「でもいいよ……罪を償つぐなうなんてシンドいし……おにーちゃんと一いつ緒しよなら、このまま死んじゃっても……」

「そんなことを……言うな」

　俺は天華の手を握り返す。

「お前は俺と生きるんだ。どんなにシンドくても」

　やっと天華の手を摑つかむことができたんだ。

　ここまで来て……終わりになんかしたくない。

（バロール。魔術神でもあるお前ならどうだ？）

『──生あい憎にく、俺サマに世界を滅ぼした経験はないんでなぁ』

（そうか……）

　終わりにしたくないのに、最後の最後でこうなるなんて……。

　今までが運がよすぎたか？

　最後にそのツケが来たのかもしれない。

　あるいは、やはり報むくいを受けろということなのか……？

「……」

「……」

　誰もが諦あきらめ、下を向いた時──




「雷火」




　──声を上げる者があった。

「……ブリュンヒルデ？」

『唯一神』が消えたことで、彼女も力を取り戻もどしたのか。

　ブリュンヒルデは騎き士し甲かつ冑ちゆうを纏まといながら、続けて言う。

「私がアレを止める」

「何？　しかし……」

　確かにあの黒焰は、ブリュンヒルデが操あやつる焰と同質のものだ。

　だが──あまりにも規模が違ちがう。

　彼女は大たい剣けん一本に纏まとわせて戦うことすら十分も保たない。

　世界を覆うほどの黒焰を止めるなど、とてもじゃないが……。

「確かに、あの焰を消したり、完全に止めたりすることは不可能だろう──だが、『何を』滅ぼすかを変へん更こうする程度なら私にもできるはずだ」

「……！」

　命令の上書き。

　確かにどこまで上書きするかにもよるが、ほんの少しの変更であれば、焰を操る資格を持つブリュンヒルデにも可能かもしれない。

「だが、どう変更するにしても、アレは滅びの焰だ。何かを滅ぼさない限り、消えることはないはずだ」

「そうだ。だから、神界を焼き滅ぼす」

「神界を……!?」

　驚きよう愕がくする俺に、ブリュンヒルデはひとつ頷うなずく。

　何の迷いもなく。

「すでに神しん仙ぜん天華たちの手によって、神界の神々は滅ぼされている。誰もいない神界ならば、滅ぼしたとしても然さ程ほど支障はないだろう。それに私の終末の焰ラグナロクは神界を滅ぼした焰だ。ゆえに命令の上書きも上手うまくいくと思う」

　ニーベルングの指ゆび環わにおいて、ブリュンヒルデの死とともに起こったラグナロクは、神々の世界を焼き尽くした。

　世界の全すべてが焰に包まれた神話のラグナロクとは、その点が異なる。

「……」

　確かに、上手くいく気がしてきた。

　いや、それ以外にないと思う。

　だが──

「──そうした時、お前はどうなる？」

　あの黒い焰は神話を殺す。

　神々の世界を全て滅ぼしてしまって──果たして神は生き残るのか？

　バロールは？

　フレイヤは？

　アポロンは？

　オシリスは？

　それに、ブリュンヒルデは？

「さあ……どうだろうな？　人の魂たましいと深く混ざり合ったフレイヤ様たちなら、あるいは人格の中に溶とけ込んで残る部分もあるかもしれない。だが、私やバロールのように人格と切り離はなされた自我を保っている者は、逆に跡あと形かたも残らないかもしれない」

「……それはっ！」

　止めようとした俺の口を、ブリュンヒルデが塞ふさいだ。

「……雷火」

　長くもなく短くもないキスを経へて、ブリュンヒルデは微び笑しようする。

「これが私の選んだことだ」

「……お前はそれでいいのか？」

「未練はある。が、後こう悔かいはしない」

　ブリュンヒルデは頷いてみせる。

「雷火。お前なら知っているだろう？　神話における、私の最さい期ごを」

「……ああ」

　ブリュンヒルデは周囲に騙だまされ、誤解したまま愛する者を死に追いやり、最期には自分もあとを追って死を選んだ。

「神はみな、かく在あるべしと在あり方を定められて生まれてくる。ロキ様はそれを恨うらみ果てたが……あれもまた抗あらがい方のひとつだと思う」

　そう言いながらブリュンヒルデはゆっくりと体を離す。

　そして、ノートゥングをその手に、立ちのぼる黒焰の渦へと歩を進め始めた。

「私もそうだ。かつては愛する者を死なせたこの命を、今度は愛する者を護まもるために使ってみせる！」

　生まれながら定められた在り方を。

『ブリュンヒルデ』であることを乗り越こえ、新たな一歩を刻む。

　それは己おのれの宿命に打ち勝つことに等しい。

「終末の焰ラグナロク！」

　ブリュンヒルデが大上段に構えた神しん剣けんが黒焰を纏う。

　が。

「……雷火。どうか私に命令してくれ」

「命令？」

「思っていたより……手が震える。このままでは手元が狂くるってしまうかもしれない」

「……っ！」

　剣を持つ手が震える……そんなブリュンヒルデを見るのははじめてだった。

　やめていいと言いたかった。

　けれど、彼女自身が言ったのだ。

　未練はある。

　だが後悔はしない、と。

　だから背中を押して欲しいと、俺に頼たのんでいる。

「神仙雷火の、ッ、名において、命ずる……ッ！」

　俺は残された右目を精せい一いつ杯ぱい見開きながら、ブリュンヒルデの姿を脳のう裏りに焼きつけた。

　どれほどの年月を経ても、その高潔なヴァルキリーのことを決して忘れないために。

「ブリュンヒルデよ！　その剣を以もつて己おのが神話を凌りよう駕がせよ！」

「任せよ！　我が愛いとしき英えい雄ゆうよ！」

　神剣から噴ふん火かのような勢いで放出された天を焦がラグナす愛の焰ロクは天を突つき破り、ロキの神々の黄昏ラグナロクに並ぶ。

「ハアアァ!!」

　裂れつ帛ぱくの気勢とともに、ブリュンヒルデが剣を振ふり下ろす。

　焰ほのおと焰がぶつかり、混ざり合い、鬩せめぎ合う。

　互たがいが互いを喰くらい合うようにうねりを上げた黒焰は、やがて大竜たつ巻まきとなって空を吞のみ込んでいく。

　だが、勢いが増す半面、地上へと降り注ぐ火の雨は次し第だいに止やんでいく。

　終しゆう焉えんの黒こく焰えんはやがて、空ばかりを覆おおう有り様となった。

　大だい炎えんが天を焦がし、天上の世界が焼け落ちていく……。

　やがて空に光の十字の亀き裂れつが走る。

　そしてそこから天が砕くだけ散るように、最後に一ひと際きわ強く輝かがやいた。

　閃せん光こうに眩くらんだ目に視力が戻る頃ころには……あれほど燃えていた炎が噓うそのように消えて、空には群ぐん青じよう色いろの空だけが広がっていた。

『──ウヒヒヒ、見納めとしちゃあ悪くない大花火だったな』

　俺の中で、バロールが楽しげに笑う。

（……やはりお前も消えるのか）

『──おいおい、まさか寂さびしいってのか？』

（……ハッ！　そんなわけあるか）

『──だよなぁ。俺サマもちっとも寂しくなんかないぜ』

　俺と違って強がりもなく、バロールはまったくいつも通りに言い切った。

『──大体、ライカとは趣しゆ味みが合わなすぎた。テメェがもうちっと外げ道どうなら、俺サマもエロエロな展開を楽しめたのによ』

（くたばってくれて正解だなエロ魔ま神じん。貴様の毒どく牙がにかかる人間を最小限に留とどめられてよかったよ）

『──ウヒヒヒ！　だがまぁ、それなりに楽しめたことには礼を言っておいてやるよ』

（……！）

『──じゃあな、人間ミレシアン。テメェの人生はまだまだ長いだろうが、精々最期まで足あ搔がくこったな』

「バロール！」

　思わず、俺は口に出して奴やつの名を呼んでいた。

　しかし、返事はない。

　結局、最後の最後まで奴とは気が合わなかった。

　だが最初に出会ったのが奴でなければ、ここまで辿たどり着けなかった気もする。

　もう礼を伝えることもできない。

　ならせめて、この気持ちを死ぬまで忘れないでおこう。

　そして。

「……」

「……」

　俺は天華たちから離れて、ひとり佇たたずむブリュンヒルデの許もとへと向かった。

　彼女の纏う騎き士し甲かつ冑ちゆうは、今や段々と魔ま力りよくの粒りゆう子しになって宙に溶け始めており、彼女もバロールと同じくもうすぐ消えるのだと痛感させられた。

「ブリュンヒルデ」

「何だ、雷火？」

　一いつ瞬しゆん謝罪しそうになったが、それは違うと思い直した。

「ありがとう」

「うむ。私も、ありがとうだ」

　ブリュンヒルデは腰こしに手を当て、晴れやかな笑えみを浮うかべた。

「雷火と出会わなければ、私はこうはなれなかった。いや、それ以前にさっさと死んで、私が何者であるかなんて考えることもできなかったかもしれない」

「……」

「あの夜、私を助けてくれてありがとう」

「……助けられたのは俺の方だ」

　俺は無理やり笑顔を作って、間近に迫せまる別れの寂しさを忘れようとした。

「お前がいなければ、俺はどこかで道を踏ふみ外していた。天華を救うこともできなかったと思う……だから、俺に出会ってくれて、ありがとう」

　泣きそうになるのを堪こらえながら、俺はお礼を言った。

　バロールに言いそびれた分も、全部、全部。

　そうしている内に、いよいよ彼女の騎士甲冑が全て消える。

「そろそろだな……」

　ブリュンヒルデがそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん──彼女の体の主導権が、シャロ先せん輩ぱいと入れ替かわる。

「シャロ先輩！」

　力が抜ぬけたのか、倒たおれそうになった先輩の体を支える。

「ブリュンヒルデさん……」

　俺の腕うでに摑つかまりながら、シャロ先輩は自分の中から消えたヴァルキリーを捜さがすように視線を宙へ彷徨さまよわせた。

　と、その時。




『──案ずるな、シャルロッテ』




　ブリュンヒルデの語りかける声が、俺にも聞こえた。




『──私は魂の運び手ヴアルキリー。英雄が死んだ時、その魂を導くのが私の役割だ』




『──ゆえに、雷火が生きている間はシャルロッテに全すべて任せる！』




『──だが死んだあとは私に任せて貰もらおう！』




『──だから決して気にするなシャルロッテ。ただの役割分担だ』




『──ふたりとも幸せになれ』




『──ではさらばだ。我が愛しき者たちよ』




　その言葉を最後に、ブリュンヒルデの声は聞こえなくなった。

「ブリュンヒルデ……」

「ブリュンヒルデさん……」

　俺とシャロ先輩は支え合いながら、その後もしばらくブリュンヒルデの姿を空に捜した。

　でも、それもやがて終わりにしなければならない。

　ここで立ち止まり続けることを、彼女も──ついでに奴も──良しとはしてくれないだろうから。




　俺たちの10年に及およぶ神々との物語はここに終わり。

　これからは俺たちだけの、新しい物語が始まる。








エピローグ









　第二次神話戦争アンスロポスマキア終結後。

　世界に再び大きな爪つめ痕あとを残して、神々は今度こそこの世界から姿を消した。

　なぜ二度目の神話戦争が起きたのか。

　教会は何をしていたのか。

　どうして戦いが終わったのか。

　その事実と経けい緯いを知る者は当事者たち以外にいなかった。




　戦後、ローラシア島は地図から姿を消した。

　神々が消えたことにより、神じん工こう島とうが海に沈しずんでしまったからだ。

　島にいた生徒たちは聖餐管理機構エウカリステイアの職員たちの奮ふん闘とうで、無事に船で脱だつ出しゆつすることができたそうだ。

　その後、学園が再建されることはなく、聖餐管理機構エウカリステイアは第七因子及および各地に残留していた神性現象の消しよう滅めつを宣言──神の呪のろいが終わったことを世界に伝えた。

　聖餐管理機構エウカリステイアは混乱する世界各国の連れん携けいと橋はし渡わたし役となり、それからの世界復興に尽じん力りよくしていく。

　しかし、その活動の記録に匣はこノの木ぎ竜りゆう斗との名前が載のることはなかった。




　神格適合者だった子供たちについて。

　國くに崎さき小こ次じ郎ろう。

　鹿しし金がね涙るい々るい。

　櫛くし鉈なだ姉妹しまい。

　エミリー・ヴァンブラッド。

　第二次神話戦争アンスロポスマキアに深く関かかわった少年少女たちは、学園解体後に各おの々おのの故郷に帰っていった。

　彼ら彼女らは神の権能を失いこそしたが、今も普ふ通つうに人間として生活している。

　ただし、神の記き憶おくは今でも保持しているそうだ。

　かつてエミリーが自分を「もはや自分はエミリーなのかオシリスなのか分からないし、あるいはどちらでもあるのかもしれない」と語ったように、魂たましいが深く混じり合った人と神は、その人格と神格も深く交わる。

　神側の神格がすでに死亡していた櫛鉈姉妹を除き、前述の三人には統合された魂の中で、すでに一己こ自我が確立されていたようだ。

　その事実を善悪で判断することは難しい。

　ただ好こう悪おでいうなら、誰だれもそのことを嘆なげいたりしなかった。

　あの時の仲間たちとは今でも連れん絡らくを取り合い、時に旧交を温めている。




　アリアンロッドについて。

　神格適合者たちの中で、彼女の行方ゆくえだけは杳ようとして知れなかった。

　第二次神話戦争アンスロポスマキア終結直後、ふらりと姿を消して、それ以来誰も見ていないという。

　聖餐管理機構エウカリステイアもしばらく捜していたが、戦後の復興に忙いそがしく、いつか忘れ去られていた。

　彼女は今でもどこかで世界の行く末を見守っているのだろうか？




　真聖教会について。

　大聖女及び神しん罰ばつ者、それに戦争の混乱の最さ中なかに枢すう機き卿きようの大半を失った教会は、指導者を欠いたことにより大きく分ぶん裂れつした。

　様々な分派が生まれては消え、時にまた性しよう懲こりもなく争いを経へたが、結局元の組織規模を取り戻もどすことは二度となかった。

　だが、絢けん爛らんな建物や指導者を失おうとも、何千年と培つちかわれてきた信しん仰こうは今でも各地に息づいている。

　あの戦いで聖性を全て失ったマリアも、故郷に帰って小さな教会を開いて、道に惑まどう人々を助け続けたらしい。

　神を失おうとも、その祈いのりによって、今日も誰かが救われているのだと思う。




　さて……。




　これがあの戦いのあとで、わたしの身の回りで起きた大きな出来事。

　今度は少し、わたし──シャルロッテ・ラブペインに起きた小さな出来事についていくつか記そうと思う。

　わたしは学園解体後、みんなと同じく故郷へ帰ってきた。

　聖餐管理機構エウカリステイアとのツテも残していたわたしは、戦争で傷ついた故郷の復興のお手伝いをしながら過ごし、やがて再建された図書館の司書の職に就ついた。

　念願だった司書職をして日々を過ごし、穏おだやかな日常を送った。

　やがて故郷の復興も徐じよ々じよに落ち着き始めて──今、わたしはこうしてあの日々を振ふり返りながらそれを紙に認したためている。

　これは日記でもないし、手紙でもない。

　ただの記録ではあるけれど、誰かに見られたら大変な内容も含ふくまれるので、たぶん書き終えたらゴミ箱に捨ててしまうだろう。

　けど、だから思いついたことを思いのままに書いてみた。

　そして、最後に綴つづるのはもちろん彼のこと。

　雷らい火かくんとは、あの日を境に一度も会っていない──







　──神々の黄昏ラグナロクを阻そ止しし、ブリュンヒルデさんたちが消えてしまった後。

　雷火くんとわたしは、ふたりきりで少しお話をした。

「俺は、妹と一いつ緒しよに贖しよく罪ざいの旅に出ようと思います」

「雷火くん……」

　わたしは出で掛かかった言葉を吞のみ込んだ。

　雷火くんの瞳ひとみに宿る決意が、とても固かったからだ。

「俺が今日生き残ったのは偶ぐう然ぜんです。別に俺が強かったわけでも、況ましてや、俺が正しかったからでもありません」

　淡たん々たんと語る雷火くんには左目と左ひだり腕うでが半ばからなかった。

　それだけ多くの犠ぎ牲せいを出して摑つかんだ勝利。

　だけど彼は、それを大きくは喜ばなかった。

「自分でやっておきながら、あの大聖女の救済を邪じや魔ましたことを、いつか後こう悔かいする日が来るかもしれません。あの時、なぜ彼女を受け容いれなかったのかと、愚おろかな自分を罵ののしる日が来るかもしれない」

「雷火くん……」

　自じ嘲ちようする雷火くんの頰ほおにそっと触さわる。

　彼はわたしの手にやさしく自分の手を重ね、僅わずかに微笑ほほえんだ。

「俺たち兄妹きようだいの犯おかした罪は絶対に消えない。どんな償つぐないも無意味かもしれません。どれほど善行を積んでも、この罪は一生俺たちを苛さいなむでしょう」

「……そこまで分かってて、どうしてその選せん択たくをしたの？」

　思わず問いかけるわたしに、雷火くんはそっと目を伏ふせる。

「そうですね……たぶん、俺は大聖女や誰かに、この罪を容易たやすく赦ゆるされたくなかったんです」

「……」

「これだけの罪を犯しておいて……救済の恩おん恵けいに与あずかって全すべてを赦されたくなかった。罪を犯した苦しみに自分で耐たえ抜ぬいて、いつか自分で自分を赦せるようになるまで、自分の意志によって贖罪を果たしたかった」

　それは茨いばらの道だと思った。

　誰かに救われることより。

　自分で忘れることより。

　死んでしまうことよりも。

　たぶん、それはずっと苦しい。

　その道を選ぶことに意味があるのかは、きっと雷火くん自身にも分からないんだと思う。

　自分の人生の評価が、死ぬその時まで出せないように。

　その道も、歩みきってみなければどんな道みち程のりだったかは語れない。

　唯ゆい一いつ分かることは、彼がこれから歩む道の隣となりにわたしはいないということだけだった。

「シャロ先せん輩ぱい」

　別れる直前、雷火くんがわたしの名前を呼んだ。

「本当に俺が俺を赦せる日が来るのかは分かりません……あるいは一生不可能かもしれない……けど、約束します」

　雷火くんは、言う。

「もしいつか、ほんの少しでも自分を赦せる日が来たら……自分の幸せを願えたなら──その時はきっと、先輩を迎むかえにいきます」

「うん……ずっと待ってるね、雷火くん」







　──それが、最後に交かわした彼との約束。

　もうずっと遥はるかに昔、遠い遠い日の約束だ。

「シャロさーん、さよーならー」

「……！　はい、さようなら」

　司書室の奥にいたわたしは、カウンターの向こうで手を振る子供たちに手を振り返した。

　気がつけば閉館時間だったようだ。

　わたしは誰にも見せられないメモをポケットにしまう。

　閉館後の残りの仕事を終えたわたしは、同どう僚りようと別れて帰路に就いた。

「ふぅ……」

　わたしは帰り道を歩きながら、先さき程ほどのメモを取り出した。

「……」

　折り畳たたんだままのメモを見つめ、わたしはそこに書いた事こと柄がらを順に思い出す。

　そういえば少しだけ書きそびれたことがあった。

　わたしたちの体について。

　神様を一時的にとはいえ宿していたわたしたちの肉体は、ほんの少し人間とは異なるものになっていた。

　ある種の半神半人。

　──神話には一種の普ふ遍へん的な時代的プロセスがある。

　最初にあるのが『神様の時代』。

　次に来るのが『英えい雄ゆうの時代』。

　最後に来るのが『人間の時代』。

　神と人の時代の狭はざ間まに挟はさまる『英雄の時代』は、神秘が消えゆく世界の過か渡と期きにあたる部分で、その主役である英雄とは、多くが神と人が交わって生まれた半神半人だ。

　だけれど、メモにも綴ったように、わたしたちにはもう神様の権能のような、英雄的な能力はない。

　この体に残ったのは、ほんのちょっぴりの奇き蹟せき。

　とても歳としを取りづらくなる。

　つまり、不完全な不老。

　殺されれば死ぬだろうし、いつかは死ぬだろうけど、寿じゆ命みようで死ぬまでの時間がとてもとても長くなると、検査をした聖餐管理機構エウカリステイアの職員からは告げられた。

　検査結果を告げられた時は驚おどろいたけど、実際にこうして生き続けていると、それが真実だったのだと実感してしまう。

　別に人より何かができるようになるわけでもない。

　それどころか周囲に不ふ審しんがられないように、ちょくちょく聖餐管理機構エウカリステイアに頼たのんで身分を偽いつわらないといけない。

　便利どころか、むしろ不便なことの方が多いかもしれない。

　でもたったひとつだけ、よいことがある。

　誰だれかさんからの報しらせを、人よりも気長に待つことができること。

　先日、とある新聞の記事を読んだ。

　記事とは、ある国で起きた人間同士の紛ふん争そうと、その終わりを告げるものだった。

　そして、記事には紛争解決に尽じん力りよくした男女──特に外見がよくめだつ『隻せき眼がん隻せき腕わんの平和主義者』について長々と書かれていた。

　その『平和主義者』は世界各地の紛争地帯に現れ、超ちよう人じん的な粘ねばり強さと交こう渉しようによって流血を終わらせる……と噂うわさされる半ば伝説と化した人物だった。

　なぜ伝説かと云いうと、彼らは一いつ切さい素す性じようを明かさずに現れ、そのまま去っていくからだ。

　なによりも伝説となっている原因は、その『平和主義者』がもし人間なら、とっくに何度も寿命を迎えているはずなくらい、旧ふるい旧い昔からある噂だから。

「……！」

　ふと自分の住む家の前に人ひと影かげを見つけて、わたしは思わず立ち止まる。

　……件くだんの記事を書いた記者はインタビューこそ取り損なったものの、その『平和主義者』の顔を写真に収めることに成功していた。

　そこに写った彼の顔を見て、私はそろそろかもと思ったのだ。

　今手の中にあるメモを書いたりしたのも、理由はそれだ。

　そして──どうやら予感は当たっていたようだった。

　わたしは止めていた足を動かして歩き出し、彼の前で再び立ち止まる。

　ずっと取って置いたとびきりの笑え顔がおを添そえて。




「迎えに来ました、シャロ先輩」

「おかえりなさい、雷火くん」


─完─










あとがき









　──読者の皆みな様さま、『いづれ神話の放ラ課グ後ナ戦ロ争ク』第10巻を手に取っていただき、誠にありがとうございます。今巻が本作の最終巻となります。

（雷らい火か：以降『雷』）「ついにというか……終わったな」

（天てん華か：以降『天』）「終わったね～」

（シャルロッテ：以降『シャ』）「そうだね～」

（ブリュンヒルデ：以降『ブ』）「うむ！　大団円だな！」

（天）「まあ、あたしとしては、もうちょっとおにーちゃんとラブラブちゅっちゅしたかったかな」

（雷）「おい、台無しだぞ」

（天）「え～、けど１巻からあんなにラブラブ光線出しまくったのに、おにーちゃんってば全然あたしに靡なびかないンだもん！　あたしは欲よつ求きゆう不満だよ！」

（雷）「欲求不満て……まあ、最初はどちらかというとギスギスしてたな」

（天）「だねー。あの状態からよくこのゴールに辿たどり着けたよね」

（ブ）「私なんて最初は脱ぬがされたしな」

（雷）「あ、あれはバロールがだな！」

（バロール：以降『バ』）「お？　俺サマを呼んだか？」

（雷）「呼んでない」

（バ）「ウヒヒヒ、つれねーこと言うなよライカ～」

（バ）「本編じゃ最後に俺サマに言い残したことがあるとかヌかしてなかったかぁ？」

（雷）「気のせいだ……というか、あとがき空間でそれを言ってもギャグ同然だろう」

（バ）「ハッ！　男がテレんなよ、キモいぞ」

（天）「おにーちゃんのツンデレさんめ！」

（雷）「何で天華までそっち側なんだ!?」

（シャ）「まあまあ雷火くん、その辺で」

（天）「むむっ！　先せん輩ぱいのその余よ裕ゆう、やっぱり正妻は違ちがいますな～」

（シャ）「せ、正妻!?　いや、でもっ、本編では結けつ婚こんしてないし!?」

（天）「でもヤることヤったじゃん」

（シャ）「は、はうぅ～」

（ブ）「おい待て！　私とて雷火と結ばれた仲。妻というなら、私のことも忘れてもらっては困る」

（天）「え？　多重婚？　おにーちゃん引くわー」

（雷）「！」

（天）「そういえば大聖女が見せた『世界』でも、ふたり同時に付き合ってたよね？　あれがおにーちゃんの理想ってこと～？」

（雷）「……まあ、今いま更さら否定しても仕方ない。そうだ」

（雷）「俺はシャロ先輩もブリュンヒルデも好きだから、あの『世界』でもあんな関係が構築されたんだろう」

（シャ）「えへへ、改めて言われるとなんかテレるねブリュンヒルデさん」

（ブ）「う、うむ……」

（天）「なるほどなるほどー……つまり、おにーちゃんは一夫多妻ＯＫ派は閥ばつの人なんだね！」

（雷）「なっ!?」

（マリア）「それは本当ですか雷火先輩!?」

（涙るい々るい）「イイコト聞いちゃった～」

（姫ひめ子こ）「雷火～。結婚するならお姉ちゃんも一いつ緒しよでいい？」

（エミリー：以降『エ』）「まあ、余だけ仲間はずれというのも癪しやくであるしな」

（雷）「お前らいきなりどこから湧わいた!?」

（國くに崎さき）「俺とエミリーちゃんで連れてきたんだよ」

（エ）「ほれ、そやつらもいるぞ」

（レオン）「やっ、雷火君」

（匣はこノの木ぎ）「いやー、僕までいいのかな？」

（雷）「レオン!?　匣ノ木!?」

（エ）「冥めい界かい神である余であれば造作もない」

（エ）「一時はここの女王などと呼ばれていたしな。最後の賑にぎやかしよ」

（バ）「ウヒヒヒ！　ンじゃまぁ、全員揃そろって最後の挨あい拶さつの前に、いつものアレあるんだろ？　さっさとやっちまおうぜ」

　──では僭せん越えつながら、最後は作者である私から本作を終えての皆様への謝辞を。

　──この度たびは無事に『いづれ神話の放ラ課グ後ナ戦ロ争ク』を完結させることができました。当初このシリーズは６巻の学園編までしかプロットがなかったのですが、皆様の応おう援えんのお陰かげでラグナロク編まで書くことができました。

　──〝自分を赦ゆるす〟ことと〝自分を甘やかす〟ことは似ていますが、実際には大きな隔へだたりがあります。甘やかしは誤ご魔ま化かしと同義で、自分の人生の最も大事な場面では通用しません。雷火の罪は、彼にとって誤魔化せないものだったからこそ、彼は安易な幸せを選べず、真しん摯しに向き合う道を選ぶことになりました。この結末は、たぶん６巻で終わっていたら書けなかったエンディングです。

　──ここまで書き切ることができたのは、偏ひとえに皆様の応援のお陰です。担当の有あり馬ま様、イラストレーターのよう太た様、編集長並びに編集部の皆様、デザイナー様に営業様、流通の方々に、各書店とそこで働く書店員の皆様、コミカライズを担当してくださったしのはらしのめ様、そして最後まで読んでくださった読者の皆様、誠に、誠にありがとうございます。

　──それでは、またいづれどこかで！

（全員）「「「「「「「「「「「「応援ありがとうございました!!」」」」」」」」」」」」





２０１８年７月某ぼう日じつ　なめこ印じるし
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